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鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事
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自家紛の純牧

美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ ッ ク 床 材

官i-1f'II:- ::J I - $I{/j 

日 東 手方 績 株 ネ土式

A

Q

京

東 京 本 社 東京締中央区八i [ ( 洲 6 ー I 屯 (281) 0 2  1  1  大 阪 支 底 大阪市東区; e; ! i t ! 鍛 5 - 1 電 (202) 1  3  0  1  

名古屋営寮所 名古屋市中区御幸本町i ! ! i リ 9- 8 ｾ仰 ＱＩ 0945 ・4414 福 岡 出 張 所 福 岡 市 僑 口 町 1 5  - 1  電 (74) 8  9 9  2  

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

- 程よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

1: : ; -ヲー，hmY L PP

各 種製 品 リノリユーム ・リ ノタイル ・N タイル・ スポン ジシ ート

美 し い 床 材 を つ く っ て 40年

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大阪・大阪，1 i i - f .J図 W，&!IIITJiliり 4 丁 口 ( 三和ビル) T E L 271- 5051  ( ( 0 

東 京 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 u (三和ビル) T EL 561- 170l. 2564 



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

上枠 ・上扉 下枠 ・下扉

(ピポ y ト・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御天間の節1; 1 . 御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 防 沼 町 I の 4 6  ＺＱＡＡｾ布飽 ( 721) 7.7 .1 3 - 4  

東京都千代回区神田三的町 2 の26 m路東京 '( 332) 日10 '( 301)例ω

で

あ な た の 会 社 の 合 理 化 は

平 ｉｬｦｾｍｐ ［ｋ -fヲ

直ちに O K /

あな たの工場での蒸気単価はいくらでtすか ?

M P ポイラでは560円/ T ON を保証致します。

トダウン製品のコス

卒 川 鍛 工 所
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赤土

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 の 1

来 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 の 7

小 倉 市 宮 野 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 三 上

本村 ・工場

来京' 道2住所

九州 出張所

滋 賀 工 場

式本来
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. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイノ

米 銭 綬 議 案 に 輝 〈 米

日 ・米 ・笑 ・独 ， 喬 国特 許

島踊齢常晴趨密誕路軍融通民正 ［ￆ，ｾ 層圏犠勘蜘ＧＰ謹磁盤調輯聾欝磁器蕗蔀ｾｾ区 一 ｾ完走遍 置

畠 咽 由 宇

F 7・事Z噌"
議議隣

日本金異看護作所

製 造 元 ヂ' ( / ( ヲ工業株式曾誕
型 状 優 美

故 障 絶 無

判明 ｾＱｾ ｾＮｾ配 引沼

ボード ｾ￮ｾ ス日 ＭＯｾ

ビニール加工板

メラミシ加工板

ピ二床タイル

プリン ト合板

30〆-力一代理匝

雲表 ι 41家建材記

TF L  Ｈ Ｕ Ｔ υＱＸＶ Ｑ ｾ Ｕ ・ Ｒ Ｑ ＳＱ ・ ＲＲＳＳ ・ ＷＰＶＰ ・ Ｗ Ｑ ＶＱ
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。住友の鋼管建築

構 造 問 鋼 管 の 生 産 か ら

- 創る構造美

ド イ ツ ・ マ ン ネ ス マ ン 社 と

圃ずばぬけた鋼管構造の設計 ・施工技術
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住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大阪 市 東氏瓦 ｐｬ ｔ Ｔ ｾ ＳＱ 電 話 大 代 表 大 阪 ( 2 0 2 ) 2 2 0 1
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驚 異 的 伝 価 格

性能も乗心地もトップレベル

中高層建築に最も理想的な

規格型乗客用昇降機

ｮＷη ぺ ｾＢＧＹ
定 貝 6 人 用 ・ 8 人 用

運 転 条 件 交 流 可 変 速 度45m/ min

操 作 方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ ク チ ブ

( 運 転 手 な し 乗 合 全 自 動 式 )

位 置 表 示 フ ラ ッ シ ュ ラ イ ト 式

I忌 来 場 、カコ・共 1 枚 片 引 自 動 脈

( - ¥: . フティ- ;r_ -1 ヂ付)

来 場 寸 法 760市 x 2050市

ｾク Ｗ リフ ト ｐ Ｍ Ｖ の 機情、制御方式等に回 ｊｙ ｬ

的 な 設 計 を 探 り み れ 而 目 一 新 し ま した.

此 の 機会に日乎祢 を パ プ リ ベ ー タ と 改 め ま し た 。

③ 
日 本 エ レ ベ ー タ 協 会 々 員

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てと画期的な

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
，，) - 3 0  

22主ニ7 -

宜 蛍 ・ 型 事f苫 向

-. t l l . 11・tll 1  0  0  v  /  2  0  0  v  X  1-1  P  

同 組 i.i 2  5  kg 11) 骨 連 j且 2 0 m  

カコ・5阿世 イf 究b 5 0 0 X 5 0 0 X 6 0 0 、"

押 S口 式 全 自 動 置 転 ・各 階上 下 引 骨肩 付

出入r ; > ，三宅F で6c，1}Dじ 、

全閣摘がイ監刊のため通路工事問易

M - 5 0  

宜 宜 ー 開閉 向

三 判! 空 iJ1t 200 V M I-I P  

間 耐 f祖 50kg 11j. 分 岨 l a 3 0 m 

カ コ S同 制 イI 剖' 1600 X 600X 750哨時

押 釦 室 長 全 自 動置 転 ・香 階 上 下 引 升

肩 付 出 入 口 三 方向 自 由

M - l 0 0  

が ｉｾ 苫 ーホテル ー牢 ｊ 棺棺宜 商 庖

工 場 向

三 川 記 ，At 200 V  1  11 P  

tn ｾ 拠 出 l OOk g 1，j づ子.i !i!. 1C: 30 m

n コ摘 叫 イ ￯ｾｊ Ｗ Ｕ Ｐ ｸ ＷＵＰ ｘ ＹＰＰ 叫胃

押 阻 式 全 自 動 彊 転 各 階上 下 弓 ! 骨

周 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

三 村 ｩ 吉 ｾ，ｦ， ｩＮ 2  0  0  V  2  1-1 P  

ｴ ｾ 岨祉 2  0  0  kg 1f J_-分 速 度 3 0 m  

η ゴ 摘 出 9 0 Q X 9 0 Q X I 0 5 0 哨

押 釦 式 全 自 動 遭 転 香 階 廊 付

M - 3 0 0  

三4日交mt . 2 0 Q V  3 H P  

f輿 雌 耽 3  0  0  kg 11] 骨 速 度 3 0 m  

カ ゴ 間 関 1. O O Ox l .  O O Ox 1.  2 0 0哨

押 釦 式 全 自 動 置 転 ー各 階席 付

タマ b' : { 工業株式28主

大 阪 市 西 区 京 町 JJ i i l 二丁目 三 十 番 j 山

屯 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381-- 0822 ・ 2686 ・ 4527

東 京 支 庖 東 京 都 北 区 伴 町 1 - 9  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 東 |場 町 7 - 2  

京 都 営 業 所 京 都市 中 京 区 二 条 通 西 洞 院 西 入

T E L 東 京 ( 911) 4253 ・(919) 3062

T E L  名 古 屋 ( 24) 0  3  7  2  

T E L  京 者 日 ( 23) 3  5  6  0  
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日 本 ス ピ シ ド ル 製 造 株 式 会 社

金属成型事業部

通大阪 (231) 8088 ・7958

電茨木 (0262) 4741 ( 代)

電茨木 (0262)5065・5066

電大阪 (401) 5  551 C代)

電東京 (201) 0875 ・お05

大阪市東区備後町( 綿業会館内)

大 阪 府 茨 木 市 太 田 新 田 6 0  

大 阪 府 茨 木 市 太 田 上 野

兵庫県尼崎市潮江( 国鉄尼崎駅北)

東京都千代田区( 丸ビノレ403号)

大 阪 営 業 所

茨木第一工場

茨木第二工場

本 社

東 京 事 務 所
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アスブアルト防水ほ牟限保鐙す3

日本アスブアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ァ ル 卜 防 水 工 業 会 員 名 簿 (イ ロノ、l順)

地 区 会 ネ土 名 住 所 電 話

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三条東 4 ー 1 |②3倣 4郷

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 I fUI 台市二日間IJ l ー 2 | ③7790側 35

井 上 涯 青 工 業 K K 東京都中央区銀座東 2 - 13 ( 541) 1974- 5 

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草田島町 77 (871) 5311(841) 5729 

北 条 涯 青 工 業 K K 東京都中央区湊町 3 ー 7 (551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172 (361) 5947・(371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代田区神田小川町 1 - 8 (251) 0161- 3・1301"2

涯 青 建 材 K  K  東京都中央区銀座東 3 ー 11 ( 541) 6945・7834

関 東 地 区

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6 (921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 涯 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町 61 (841) 8501・(871) 2851

藤 弁 工 業 K  K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
士d Eh 騎

東京都千代田区中1
1田岡朋 mJ 3 (251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1- 1 @7 846・8476- 7

| 中 央 建 材 工 業 K K | 名 古 一 南 久 間 3 - 12 

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12  

|@04 % 初 66.870

@6860・2574・0415

日 新 工 材 K  K  大阪市西区新町北通 1 - 17 ⑭3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1- 152 ⑪2360・2030

近 畿 地 区 K  K  新 光 商 庖 大阪市南区庖町通 2 - 13 ⑫7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 ー 19 ⑩5976- 8  

:，a円E  

7)< 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 ⑬0251-3  

中 園 地 区 東 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22 ③2211・6302

工 業 K  
K  l  - 磨 即1J 7

K  山 本 商 会 松山市萱町 2 - 95 ②2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 工 業 K  K  宮崎市橘通 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 材 社 門司市大里束通10丁目 @ 1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  福岡市大浜 1 丁目新町95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 0 0001- 2  

日本アスフアルト 防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1- 18 日新工業 K K大阪営業所 ⑬ 5281- 3  

4  



' 62 新 春 発 売

新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タナ 付 洗 面器

陶器 、金 具 セ ッ ト

l 級 ￥ 14，200

並級 ￥ 12， 700 

ジュピター

タブ: 、ソデイ寸洗面総

陶 器 、金 具 セ ッ ド

l 級 ￥ 15，400

並級 ￥ 13，900 

L  1223 

.  /  

/  

L  1306 

ヴ ィ ナ ス

前 丸 洗 面 ー器

開号号 、金 具 七ット

l 級 ￥ 15，000

並 級 ￥ 13，560 

一ノogotoμ

l乗洋陶器株式公社E
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・

土

営

ヰ

阪

本

大

. 永久に」主化しない

・NI びる (伸長率 500% )

・- 30' C - 十70・C の純IHI て‘ 完全に位 )IJ しず] る

・ 隊、 アルカ リに強い

ドイツと ｈ､ ｦＮ ｪ ｪｊ ｊ ｪｾ により ｬ 可 ｐｬｦ ヒゴし ｬ ぷ

ｾ ｊ￹元 タキロンイヒつ: : {; j . 式会社

完 全 な 防水に・・・

ι s/ i l - J I- B A  

ゆ

地 盤 の注 入 に -

特許ＢＮ冨 ｔ ・世 ＧＹｴ ｬＺｾＡ
日航綜合防 JI 【株式§ 社

取締役社長 山 崎 似 ニ

• ｊ ｩｫ ｾｚ の ｉ ，ｯ［ ｗｩ と 沈下ｼ切 ｊｬ こ

. 地下水のi!lli断Illll l: とi¥tii 別vi JI: 

. 陪辺地下室、 貯水池ダム労:の漏jめ;KIIJi J ヒ

字 社 司区点 目 r Itllll{ 神IIl I食恥町 1 町 9 ( 大 l 士ビル 2 附1

電 品{ 却1) 7691  It i<)  

人 ｩＱ＼＾ｩ Ｎ ｾ 両 ｫ 臥 ， ＧＢ 全 区 必師町 ＱＭＴ ( r.! 11ヒル

電 110 ( 却2 6 8 8  "  

ｬ ｾ 再 々 師 婦 01. " 日1'" 品(! tf ' (偽町 6 円 3356 他 国 (961' 出回
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言 問P..，'=I-

三 和 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 底 !己崎 市久々 知7・コエ 2 3  '，1.: ｦｾ＠ J<  (401)  5  3  4  1  

札 幌 支 18 ｒ ， ｾ＠ ，h 手 似 圃I 宇 田 5 2  2 屯( 3 ) 7<38(  5  )  1519 .  6873 大 阪 支 底 旧 鉱1 ・10 久々加' j ' : コエ 2 3 屯代 i< ( ' 01)  5  3 ‘ 1  

ｎｬ 川 営 県 所司ｾ 5  0  9  7  大阪商宮典前 屯 (771)  8 2  1  7  大阪北宮製所 屯 (351)  2  3  0  0  

東 北 支 底 仙 台 巾 土 凶 1 1  2 屯 ( 3 )  3四6. 9618

持 戸 宮 集 所 Ｇ，ｾ (22)  0  1  8 9  家 柄 宮 張 所 屯 ロ2) 0  9  0  0  

'町 議 曾 舞 踊 電 ( 2)  7  1  0  2  盛 岡 宮 張 所司; : t  2 )  7  ｾ＠ 0  7  

秋 図 10 昼前 屯 2  7  8  3  n 山 営 実 所 屯 I  7  6  6  合 沢 宮 提 訴 屯 ( 6 )  5 4 8 1  11 彼 宮 費候 所 屯 2  0  5  3  

. . 淘1r !U i 電 ( 4)  1  4  • 3  平 駐 在 続 税 :J 3  0  3  高 松 宮 集 前 屯 ( 3 )  4 2  9  0  高 知 宮 提 訴 '011 ( 2 )  1  5  7  6  

東 京 支 底 攻 以 r.il t1( ｾ 区 野 ｦ iaJ t;' 町 3 8 世代 た (933) 7  1  5  6  穆 島 出 級 研 屯 ( 2 )  0 6 5 9  広 島 営 業 所 屯 ( 4 )  3  7  5  6  

鰯 宿 宮 養 所 ot (341 )  2478 .  9678 縛 図 宮 受 所 屯(251)6278(291)3841- "  

品川j : ! ; '健 所 屯 (441)  1  3  0  0  積 A 宮 製所 屯 ( 2 )  7  2  7  8  岡 山 宮 泉 所 電 ( 3 )  9 0 '  9  

南町崎 宮 張 所司区 2  I  6  6  字 続 宮ｾ 張 所司ｉｴ 7  7  2  2  九 州 文 広 悩 !tl 11， 内 辺 j !fJ 5  r  11  9  2 屯

甲 府 営 集 所 屯 2H 2. 6292 水 戸 宮 練 所 有t 8  6  3  5  

l、禽 宮 昼 前 '，U ( 5 )  3 2 0 1  熊 本 営 実 所 屯

名古慶支広 名 古 脱 市 東 区 主 従 .r 3  - 6  電 (94)  2 8 "  6  

勝 同 省 集 粛 屯 ( 3  ) 2制6 ( 2) 6931 1 0 f l 曾集 所司; : ( 2 )  5  2  9  2  宮 崎 宮 集 所 屯 2 3 1  4  鹿児島倉県所 屯

(75)5181 '  6901， 

( 2 )  0  8  9  3  

( 2 ) 6 7 6 2  

甲 種 ・ 乙 種 防 火 J ン ヤ ッ タ ー

置方 式 手動 式 ス プ リ ン グ式

其 他 の シ ヤ y タ ー 全 般



経室、緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

S:i ヌ・"0_ i' ｉｾ ソイド

日jli ]':"'ILテン1レ7イ〉タ

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シールセ〆ント

日班化学工業株式会 ｾｦ
本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271) 7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川| 区尾久11可6- 101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区姻上通り 3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079



近代ビルの受変電も照明も

. 東 芝 で は ビ ノ レ デ ィ ン グ 電 気 設仰 と して

必至 ｾ ｦｦｩ 、自家発 屯 、空気別手 口 の各江主 側、

f l・除機、給担1'7)<. {符生用' i lt !1ih機 を は じ め 、

昔 物 、 共 同 聴 視、 時 計 、 駐 車 台 数 表示 、

じI Ａｬｩ Ｑｊｬ ｉ ｉ Ｇ￬Ｇｬ Ｇ￭ ｾｉｊ 、 ｗ ｬＮ明その 他 的機総のコン

サ ル テ ィ ン グ か ら 据 付 ま で 、 総 合 交 注

的 態 勢 を 重 量 え て お り ま す .

・ ニ れ ら の 機 総 は 近 代 的 な ビ ル デ ィ ン グ

に ふ さ わ し い 東 芝 最 新 内 技 術 を 結 集 し ，

合 理 的 な オ フ ィ ス 生 活 の た め に 2制上し

て い ま す 。

お問合せは) t ; ( 寄りの当社営業所または

東京都千代田区有楽町 l の12 ( 日比谷

三井ヒソレ六階) 東芝・ビル施設営業部

屯 話 東 京 ( 501) 62 11 ( 大代表)

• • • タゐrIJa

ブリ y ヂストンビルの屋外周屋上受変電設備i( わが国)1}，:籾)

20K  ｖ 受ｾｉＡＺ Ｎ 1200K  V  A 乾 式 変 圧 総 2 組

東京芝浦霊気株式盆社

⑩ 

mロョぬ街灯

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 社 車京r . H¥飾区本J l l 四 y 木町 54 m話東京(697)61 41 (代表)

東京営業所 東京 m千代目1区神田I t 本町 1 3  Ｚｵ［ｾ 東京 Ｈ ＲＹ Ｑ Ｑ Ｔ ＹＴＱ - 4946  

( 川口 ピル }

大阪営業所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 3 3 電話大阪(271) 43 58 - 9
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会 員 の 受 賞

乙のたび下記の会員の方々が夫々表彰を受けられました。 乙乙に誌し

会

一 氏 (川 上 塗 料 K. K. 社 長〉

氏( 日m設計工務K. K. 社長〉

也 氏 ( 伊 藤 建 築設計事務所長〉

三 氏 (大 林

倒!

栄

鉱

正

佼

静 一 氏 (海 上 静ー磁築事務所長)

新 一 氏 (竹 中 工 務 庖 常 務〉

積 三 郎 氏 / 安井抱築設計事 務 所1

I  代表取締役l

二 氏 ( 松 村 組 副 社 長 〉

一氏Ｈ 村野森ｾ築事 務所〉

長〉造 氏 (su

務)E事組

てそのご栄誉をお腹び同 l し上げます。

記

腰

山

藤

東

垣

上

谷

村

竹

繍

伊

伊

稲

海

神

川

日本 芸 術 院11

藍 綬 褒 立

大阪府知事表彰

向 上

向 上

向 上

向 上

向 上

t! fr 

足l

村松

森

上

上

間

同

昭和 37 年度支部選出評議員当選通知

実 君 ( 広島市建設局主I繕課長〉

潤 君 ( ぬ 栂 県 土 木部m策課長〉

繁 君 ( 兵 庫 建 設 K K 取締役〉

信 君 ( 石 井 建 材 代 表 社 員 〉

夫君( 神戸市建築局営縫第2，l!l!良〉

喜 君 ( 黒 川 建 築 事 務 所 長}

夫 君 ( 鈴 木 建 設 社 長}

武

巴

正

田

川

野

井

岡

川

木

松

士

口

浅

石

森

黒

染

( 中 国 文 部)

( 兵庫支部)

( 東海支部)

昭和37年度

支部選出評議員当選

長日

談f C. 恐縮乍

通

本年度通常総会を下記により開催致します。ご多忙の処，

ら何卒お繰り合はせご出席をお願い可1 し上げます。

{握開
A

Q

Z

 

総常通
通 常 総 会 開 催

社 団 法 人 目 木 建 築 協 会

会 長 尾 崎 久 助

昭和3711'- 6 刀10 IJ 

戸

』

Z

E
固

6月27" ( 水) 午後 1 1時半時日

上以

近畿建築会航 4 階集会室( 東区北浜町

会議の目的事項

(  1  ) 昭和36年度品業報告ほ認の件

( 2  ) 昭和361，ド皮決算報告承認の{ 牛

( 3  ) 昭和37年度収支予算不認の件( 会誌 4 月号会告〉

所場



創 立 45 年 記 念 事 業 資 金 受 領 報 告 (NO. 4)

その後創立45年記念事業資金を下記の とお り受領いたしま した。 乙乙

にど報告申し上げ ますとと もにど後援のほど厚くお礼申 し上げます。

記

Y  1，000 久保田種吉殿 Y  5，000 竹 中工務! 苫広島支J百

Y 10，000 研文社殿 殿

￥ 1，000 小林清殿 ￥ 3，000 ナニ ワ工機 K K 殿

Y 20，000 斎藤省三商庖大阪応 ￥30，000 口新工業 K K 支f6殿

殿 下 500 藤井忠義殿

Y 10，OOO 昭和視調工業 K K 支 Y 10，000 藤田組広島支庖殿

庖殿 ￥ 6，000 K  K 村 田 特妹硝子部

Y  6，000 田村商会殿 殿

Y  9，000 耐酸化学工業 KK殿 Y  500 森 l沼殿

Y 80，OOO 高砂熱学工業 K K 交 合 計 Y  192，000 

活殿 ［ｬ，［ｾ＠ ，lJ" Y 5，814，000. 

創 立 45年 記 念事 業

住 宅 講 ;寅 4

2

 

1 日 時

1  . 会 場

6月29日( 金) 正午一一 4 11与

阪急百貨庖 9階阪急ホール講演場

1  .  講師お よび演題

千里山ニュータウン
深尾実郎氏

( 大阪府企業局宅地Oijfe部長)

各国の住宅政- * について
合f泉 亨 氏

( 京大社会科学研究所教授

能組設省住宅審議会委主u

角 田房 子氏

( 作 家)

フランスのサラリーマン生活

1. その他

! 決断「毎日ニ ユース J r千里山ニュータウン」

「日本のスラム」

上 u己のfi ! 1' f 師各{ 立により創立451 f 記念住宅講演会を行います。多数ど

月忠誠下さい。

創 立 45 年 記 念 事 業

資 金 受 領 報 告

会 告 2

昭 和 37 年 6 月

本会後援の住宅展覧会

一一 明る し 楽し く、美 しく一一

ときょうの住宅展ミ

主催 毎日新聞社

会期 昭和37年 6 Ji 2611 - 7J J l 日

会場 大阪 ・梅岡 ・阪急百貨応新

館 8 階

展示内容 小住宅 !ζ おける0 l 築，

住まいに関する工夫の数々を

テー 7 ことに j長示，モデル ・

J  レームを 中心 lζ パノラ 7 ，模

型，新建材，家具，宅内装飾

品，家庭，住まいの用品など

の展示， 日限大工製品の実演

住宅相談所の設置等

後援団体

日本建築協会 ・日本犯築学会近俄支部

大阪府建築士会 ・日本建築家協会関丙

支部 ・大阪建鮫業協会 ・綜合デザイ ナ

一泊会 ・日本建材協会。



創 立 45年 記 念/ 特 別 見 学 会

「黒 部 峡 谷 と 発 電 所 を 見 る 会」

臼 時 7)J 21 1:l ( 上) ・2 2 日 ( EI ) ・2 3 11 ( 月)

集合所 国鉄名古屋駅 8番乗車ホーム

準急木曽 1 弓長先頭車入口附近 ・目標本会旗

申 込 往復はがきに限ります。はがきには氏約 ，A .  B 斑別，勤務

先名，住所，辿絡先電話，を記入の乙と。 6 月30白到着のは

がきで締切ります。

参加者 申込はがきにより委員会で州lせんをお乙ない参加者30名を決

定いたします。申込者には州lせん結果を 7 月 10 日までにお知

らせします。参加者には参加古E . 行程の詳細をお送り、イこし

ます。

会 費 A 班 3 ，000 円( 第 l l J 宿泊代，第 2 11昼食代その他

B 班 5 ，000 円( 第 1 1  ｾ ・ ｾｾ 211術的代，第 2 I1昼食代その他)

行 程

7月21日 (土) - - ; 第 1 日>

千う古! 毛駅ヴモ( 準二l 木曽 1 号) 11，00→必本! 訳者 15. 27

貸切パス発 ＱＵＮＴＰ → ｾｾ￬ ，昆泉ｻｬ￭ ｊ 鹿荘 ｊｩｴｴ 殺楼者 Ｑ ＷＮ Ｔ Ｐ ( 宿泊ノ

7 月22日 ( 日) < 第 2 日>

高温泉 ・1討会党8. 00ー ( 貸切パス) →高滋川→黒部め 4 発電所

ill 設事務所→大凹Ji レート( 入坑) →黒部ノレート( 入坑 →ノン

クライン上部→インクライン下部→発電所見学 ( 昼食) → fUI ヘ

谷発( 上部軌道) →機平上部駅( エレベータ) →棒平下部駅発

15. 26 ー( 黒部鉄道) →字奈月駅者 16 .58 A 班駅前で解散。

B  班 駅前より徒歩→' ] ' : 奈月温泉 ・河内原( 宿泊)

7 月23日 (月) < 第 3 日>

宇奈月温泉 ・1行f件発9 . 30→字奈月駅発 10 .20→富山駅. &11. 40ー

駅前解散→古山駅発 12. 50 ( 急行立山) →大阪訳者 19. 45

* 交通費 往路 : 大 阪 → 訟 本 帰 路 : 字奈月→大阪 {乗車券 ・急行券 ・

準急行券は】各I i でご購入下さい。

*  7 月2111 C第 1 n )  23 11 C m3 日) の畏食は名I i 携行下さ: 、。

創立45年記念 ・特別見学会

黒部峡谷と発電所を見る会

.5月号で予告の通り特別

見学会「黒部峡谷と発電所

を見る会」を左記要項で開

催いたしますのでお申込み

下さい。なお現地その他の

関係で定員30名 ( A ・B斑

合計〕になっておりますが

何卒事由 ど賢察の上ど了解

下さるよう闘います。

【 参 考7

大阪→名古屋 (集合所) の時間表

大阪駅発 (国 鉄) 名古屋駅; 皆

7.30 Ｈｾ急第 Ｑ 伊 吹Ｉ 9.53 

8. 00 ( 特急第 111士) 10. 13  

8. 03 ( 楢急比叡 1号) 10. 53 

* 大阪→般本 940 円( 乗車券)

( 急行準大阪→名古屋 2∞ 円)

( 準急行券 1∞円)

字奈月→大阪の時間表

(  A班の場合)

宇奈月駅発 笹山駅zi

17. 46 ( 白山地方鉄道) 19.13  

18.38 

Ｑｾｻ は ＱＱ 訳 猪

20.02  

大阪駅務

20.50 Ｈｾ急つる吉Ｉ 5.35 

(  8  I!lI の場合)

宇奈月駅発 留山駅; ? ! f

10.20 ( 岱山地方鉄道) 11.40 

11. 07 ( グ ) 12. 27 

日山駅発( 国 鉄) 大阪駅者

12.50 ( 急 行 立 山 ) 19. 45 

* 字奈月→大阪 1，110円( 乗車券)

( 急行券 300円) ( 楢急行券 1ω 円)
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日米1. ヲイ〉ド工業株式全世

本 社 東京都中央区日本締江戸橋 3 ー 7 T  E  L  (272)  2011(代)

豊洲工場 東京都江東区深川12洲4- 2 T  E  L  (641)  5276 ・5722 ・8939

広島工場 広島県安佐郡砥国間T大字南下安 T E L  砥図 2  1  6  

ア ル ミ ニ ウ ム 製 ス ラ

ッ ト に 気 品 の あ る 木

目 塗 装 な ど 豪 華 な

部 屋 に は ぜ ひ 欲 し い

ユ ニ コ ン デ ラ ッ ク

ス は ベ ネ シ ャ ン

ブ ラ イ ン ド の ス タ ー

で す

最 寄 り の 営 業 所 ・ 出

張 所 ・ 代 理 窟 で お 問

合 せ を 受 け て 居 り ま す

大 阪 営 業 所

大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 - 1449 

T  E  L  ( 641 ) 0495 ( 631) 3905 
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オミ

J. 7  0 伺;示、ン ド K Rボ ン ド E

製 造 元 株 式 会 社 小 西 儀 助 商 庖 ボ ン ド 工 場|

電 話 (2 3 1 2 0 4 7 . 2 0 5 7 (代)

電話 ｴ ｦ￭ｾｉｄＴＱ ｩＱ Ｎｾ 代 Ｇ ＧＧｬｏｊ￭ｉｬ ｓ｟

電話代ｾ ・

電話 ｭＮＺＮＮＮＮ ｾ 代ＮＮｲｊ ・

電 話 4 ) 0  9  7  6  (5)  8  6  1  4  

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 i飽.

東京都中央区日本橋本町 3 丁目 1 番地.

東京都中央区日本橋本町 1丁目 7 番地.

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 8 丁目 3 番地.

札 幌 市 北 四 条 東 1 丁 目 .

!時… 11談及び各種カタ 11 

はず降 ｾ係 1・ク I ノト n ・ 係 1・

gρ 凍枝

一ｾ 7) IA V  ， ＱＩ ｾ ｻｦｦＮ も
''AE 

vr . 、過物語争品 J  

4章 式 会 社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 栂 南 通 5 ノ 3 5  

電信 仰叫} 5  4  0  8 ・ 5 4  8  6  

商ｾ
砂 町 5

1111" (341)  0207 - 8  ・柑36- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 場 江 大 通 l の 1 9  電 話 (54υ ・6161 - 4  

合名会社利倉拳商ｾ
大阪市南区長級憎筋 2 ノ20 (ill 傾峨111停前)

司l !t (2111 0  5  7  )  - 4  
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111鼠 ( 631) 0137 ( &H }3286 ' 7335 
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寵
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. 6.  
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4章式会社 久

大 阪 市 北

石 井

神 戸
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本 社・ 名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  電話 @ 6 t' 7 6 - 9

厳阜出強所 ・ 岐 阜 市 竹 鹿 町 2 7  電 話 ① 2261 ・2360
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本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  電 話 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山 ・ 岡 山 市 東 田 町 3 電話( v 7911 . 8169 

福 岡 ・ 編 曲l 市 万 仔 寺 前 町 1 4  電話( v 12 5 5 - 6  

関西三星タイル会員
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近代建築に

もっ とも

ふさ わ し い

ヲヲヨート

ｾ＠
司F

日 ・米 ・英 等 17 カ 国 の 特

許 に 結 ば れ る 多 彩 塗料

華 や か な 多 彩 模 様 か ら

落 着 い た 和 壁 模 様 ま で

西 洋 建築 に も 日 本 建 築

にもピッタ リの 塗 料 で す

関 西 ベ イ ン ト 株 式 会 社

ホU:1Ji務 所 大J，反i I i 京区f J S I. 1
11T 5丁目 2i 訴l也

・カタログ色兄ホご希望! の 1] 1よ宣伝烈 Ziif へ



建 築 と 社 会
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建 築 工 貸 特 集

ｾ＠

1  9  6  2 年 ・ 第 4 3 集 ・ 6 月 号 ・ 目 次

作 品 作 風

京阪神不動産K K 瓦Rl J ピソレ… ー・…・ 田…田 … ・設計 : 日建設計工務株式会制 … 1

施工鹿砧建設株式 会社

建 築 の 眼 … ... .・H ・， .. ・H ・'"・ a ・- … ・… … …・ ・…目 ・H ・H ・…. . .. .・ H ・.. ，6  

担当50音順: 東 孝光 ・嶋 村 隆 次 ・信川 好弘 ・福山 明

本 文

1. 建築工事費とは

建築工事費の分析と積算・・・ ・・・・・・…. . . .. … ・…・・ υ 益田 重華… 7

仮設( 施工設備費) と現場経費について… .. . . . ・. ... … 橋 本 良 介 … 13

2. 建設会社と建築工費

建設業と見積り .. ，・a ・.....・ a ・. .. ，..・H ・....・H ・.， .. .. . . .…・... . . . . . 政 間 基 次… 17

3. 官公庁建築予算

官庁建物予算単価の実態・- … … … … … … … … … 藤沢 達夫… 20

大阪府の建築単価( 予算) ならびに

一般官庁予算の現状と問題点について… … ・・高津 啓二・ .. 22

官公庁建築予算一一施工者側から一一. .. .・ H ・... .・… ・..， 山本 末男，24

住宅公団団地の屋外附帯工事践について… … … ー… …今井潤之助… 26

4. 座 談 会

積算 ・見積裏話 ・… ・… ・・…・・・・ ・・… … ・… . • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • .… … 30 

出席者 : 大手業者積算見積関係者 8 名 ・司会 1名〈とく名)

近代建築調査委員会報告 30 

旧武藤山治氏邸・ …・ … … … … …・・・…. ....・H ・.....・ H ・- 坂本j除比古 ・・41

建築物用地下水のくみ上げ規制について ・・ ・・… 宮 本 光敏 ，，43

会 報 ( 4 月分) …・… … いH ・H ・-… … .... .. ...... ... .. . . … … .. ....44
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住宅美素工事の創始者

ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

株 式

会 社 美 素 工 業 所

( 登 録 商 標 〉

大 阪 市 東 区 瓦 町 二 丁 目 ( 三和ピ) 1- )

電 鱈 (231) 5  8  8  8. 4  9  3  8  (771)  8  0  5  0  

ビルディング清掃・一般管理

美素建物管理株式会社

大 阪 市 東 区 横 堀 ニ 丁 目 二 十 九

電 話 (23 1) 6  1  3  6  

6  

建 築 と 社 会

第 4 3 集

1 9. 6 ' 2  

寝紙デザイン : 表紙デザイン小要員会

5 Mデザイングループ

売 価 1 部 1 8 0 円 ・送 料 共

昭 和 3 7 年 6 月 2 0 日 印 刷

昭 和 3 7 年 6 月 25 日 発 行

編 集 人 総 弁 問 先

発 行 所 社団 法 人 日 本 建築協会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁目 37

熔路大阪@ i 9648・9649・9940番

振 替 口 座 大 阪 39975・
発 行 人 神 田 誠 一

印 刷 所 株式会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

電 震 @ 2 0 9 1 - 3 番

印 刷 者 網 野 栄



1. 東 正 面 ( 御堂筋側)

1.  2W， tt 守1・稲m石本l符き

3階以上アルミユウムブルーペーンガラス人
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K

レ

一

-

K

¥

一

一

産

f

一

一

動

1
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T

一

神

岡

一

一

阪

。

一

京

瓦

ｾサッシ 1. 2階ステンレスプルーペーンガラス人

スノマンドレ J レ・アルミニウム

此 モザイタタイル貼

J;<' &l 外装 アルミニウム悦 J レーパーおよびパ庁、ル貼

段 針 ・日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

施 工 鹿 島 強 股 株 式 会 社



2. 東 北 部 外 観
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一
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不
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京
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3.  属 よ i普 属 }，1 1:J1' : タリンカ ー タイルU} ;

Jrth{ 外主主 J レーパー ・パネルはアルミ拠

』曹 2T f 時ネオタイル

2  

瓦町ピ ｊｾ 股計 者 の ことば

が凡な必現であっても ，貸ヒリレとして長年月使って倣綻を米たさないも

の，むしろ ，使 うにつれて段々と ，設計の怠図が. i l I! 川上，経 'l:t 上 fζ b(I快

する ζ とを ｉｉｾ とした 。

Ｇ ＩＢｬ ｬｬｩＮ ［ｉ， ｬｬｬ ｩ については ， 一般併ではレンタプル比 Ｘ Ｑ Ｅ を仰 Ｎ ｾ物が Ｇｉￚ ｊ Ｔ に

良いので ， ステップシステムによるｾ品目玉 ｦ を九階 Ｒ カ ＱＹＱ 宛投 ｬ ｩＧ ｬ L . ゾーユ

ングを与えた。地問削E は，斜路で入る' I: t川1 (円 1 F および 2 2 F lc 21fl 収

容) . 貸倉山，食' / ; t : などと相、『盛沢山な内容を* いスペース IC折込んだ。

外観の必現は特 ICT，'I : t i l なものをねらい ，色彩はアルミ叡の原色，グレー

のタイルおよびブルーペーンガラスでまとめ . } f > は室内の自然採光上 ，肢

もイ ｩ 事ＡなｊＡｬｩ災アルミサッ γ とｬｊＱ［の水平線を基調とした 。 外ｾＱｃｩｦｬ｛ ｔ ， ＧＱ 姉月 ｬ の

スライドパ腕ｾ { ' をぷけたが，デザイン上. ，( にもならず. ｮｾ ｰＮの点でＨｬｈ ｾｊ

であろう 。

1・'If 節減の T 股を倣低的 IC 号え ，特 tζ 影宇干の大きい j 也隣の jqYj (::i のチェッ

タ ｉｃ はゾ ｩｪ Ｉｊ ｾｴＮＧ｜Ｇ します ， ために ｦ 山 のｉｯ ｩｬＺ 苧ピルよりがｾ 2  m ほども机切を ｩｾ く

する E とができた。

Iflli Ｑ ＧＮ の ｄｉｉ ｉ ， ｉＺＱ ｾ Ｎ 松ＭＱｾＧｽ［｜Ｇ仰のどＱ｜Ｑ Ｑ 阜とど ｾｉＡｍｉｃＮ また似られた ｉＺｩ �と ｾｩ

端 Icl E.) l i I された I:J UJの， '， で . Ｎ Ｚ ｾ， ＱＧ の怠閃を充分 ＱＰ ピ現された ｩ 必 Ａ［ｬｾ Ｎ ［［ｴ ｬ ｣ 感

謝l します。

ピル点J ヒ附の外噌にある! 盟国レリーフは ， 総本戊先生のれである。な

お ， 阪神，Ｇｾ述辺路公印 Ｎ ＱｉｬｩぬｾｊＡｬＺ Ｎ松下 Ｑ｛ Ｑ お貿易 Ｎ ｊ￈ 利銀行他 ， 官名 ｩ の会

祉 が，テナントとして人J，IJ されている。 (， Ili f >勝久，le)
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7.  京阪神不動産 K K会蛾 室

8. 一 般 事 務 室

9. 京阪神不動産 K K 役員室
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9. 円 動 車 斜 路 7. 'Jl  務 室

8. 役
μ  

室

9. 会 :m 2i i  

10. 社 J {  ヨ註

地 下 l 階 3  階

L 食
'i凶Ｑｾ＠

〔訟下Hli*!貿易K Kl

2.  )Jj E古 1. IJl  務

巾

3. 喫 茶 2邑 2. 役 u  室

4 来 場 3. 応 j年 E長

5.  ＮｩＡｉＡ転千 ｴｾ ｾ丘 4. ロ ピ

6.  ，1ι  w  5. :'J イ プ ヨf

7. 向 動 車 斜 路 6. 且I d< 屯

8. 足 利 銀 行 食 堂

9.  Jl W 

10. 
d惨

東4王室

施工者としてのことば

F品。 4 月御堂筋K 面して，瓦町ピルが峻工い

たしました。施工者として，心からお祝い fJ I上

げるしだいです。

顧みますれば昭和35年11月17日IC地以祭が行

われましてから 18ヶ月 ， 己の IIIJ er. いごJ ' . I ! 解と ζ

mWJ を賜った企業者の方々 ，技術的に届々と指

噂をいただいた監政省の皆さま ，ならびに囚綾

な附則 IC絶大な協) J を惜しまれなかった下lll :l>

. r . のん手々 IC . 深い敬広と r! い感謝の立を仰げた

いと 行 じます。

工事は比較的エJUJが短かかっため，手慣れた

市滅的な工法を深用して計画を立系いたしま し

た。制削姶 コンタ リート 打完了は附有136年 5月

27r1. 鉄骨主s万終了は 8 月 5 ロ，鏑体コンクリ

ー ト打上は 12月28円，竣工敏鍔は昭和37年 4 月

16日という工程で錨工いたしたしだいでありま

す。いま竣工の喜びとともに惜別のfz? とユ4 司rrl1

の思い 11¥が生々しく次々に浮び上がってまいり

ます。交通胤制 による愉送の) : リ脳 . i.l! . l ! l ' ブーム

による資材，労賃の値上がり ，労働) J の不足 ，

18号台風の処理など，ま量多の困難がどざいまし

たが，大過なく乗り越える E とができました。

乙れは純行関係者の協) J 一致の賜と感謝いたし

ております。

己のi.l! 物 IC持げられた私どもの努力 IC よって

企業百ならびに設計 E のど線組が，幾分でも Jl

現されておりましたならば. i U姥脳 J: ICあたり

ました E として，日l外の喜びであります。

Ｈｉｉｈ ｾ ￭ＮｬＡ設抹式会社大阪支Ａ山

瓦 町11¥張 所 長 林 災 」己記)

9 階

3  階

階

地 階 1 階



迷 コ ッ ク 論

日本の大仰i I i の料理屈の磁n' lと数の多さはまさ lζ 世界

的とな っているらしいが，i主築wの泌とんに結びつけて

み ると1(II(l い。

￯ｾ 凋 ｾｕ ｉ Ｚ ｍ ｦＧＢ 紋新のｾｻｊ ｕｊ ・ ・… 」と，物 ＱＱＱ とスピ ー ド

1 0妙Jを， i わせる大料理問 ， i ; j s : 初仕込みの へ八八料理」

の本将派レストラン ， i 安くてうまい」式のサラリ ーマ

ン向粁食堂と色とりどり，最近は，家庭で楽しめるイン

スタン 卜食日i も飛び出して，コ ックさんも iHIWfrがならな

い。料理そのものも，各国I，r.i有のものがお得怠の吸収カ

でち ゃんと 11 本流 ICI床つけされているし日本料理の海

外進出もなかなか好調のようだ。

乙れだけ沢山の料理のノ、ンランのrl -'からでも，その時

々の欲求とフトコロ只合によ って選びわけで行かれる点

では 、 ぉＧｉｲ［Ｍのｼ阪はいつでも ｘｾ ｉＱＧ｛ｪにならないし「御飯 ｉｃ＼

ヨネーズJ の現代 っ子の| 時代の料理を創り出して行くコ

ックさんの方も大変だと考えさせられる。 (AT)  

空

三主三

円 くlま

最近の全11 . 誌にミエヘンゴホン 11恥という奇妙な病気の

記ヲnがあ った。工J易の排煙ガスで，植物が村れたり ，動

物が死んだという。東京や大阪の大郎ili の空気の汚染

が，行政で ｉｉ ｜ｊｾ自にな っ た訴も聞くには聞くが ， 建物 ｪ を ｩｴ

てる H与に，工湯やピノレの煙突からl _ 1 I る煙りについて， it

2犯行政方 l而から， 11: 芯や指示があ ったという乙とは聞い

た乙とがない。京浜地区や阪神地区 IC新たに工湯がどん

どん辿ち ，悶脳の緑はだんだんに姿を消していく。そし

てその周辺には団地が建設されて行く。台風被害が大き

いのにひ、っくりして，あわてて井水汲上や宅地造成を規

制したりした乙とを思うと ， 乙の問題もまた， もっと大

きい被; ! ? が出てからになりそうだが，それではおそいの

だ。いますぐに建築必準K 何かの処置をすべきだと思

う。 ｭｾｦｪ の隅をつついているだけのような基準法でな

く， もっと大きい観点から基準法を考えなおしてもらい

たいと思う。自j ¥" r ! i のさlnc も752Eは残したいものだ。

(S  R)  

下 水 道

WI下イドよL 私たちの住民地 IC待笠の下水道が設iRされま

した。J l } j 成金および工事'i.'1分納を条{ll:IC水洗便所』ζ 改造

を匁tjJ J d れ， 11'( ちに rll ，li' iして11)J IC工' ] 1 完了し，以後水

洗民所を1J 1: JTJ しています。と乙ろが) J I C 1 ， 2 度汲取耳E

がJ ヒり，不快な思いが続いています。近所 8 '1汗のうち，

現任までに/ . 1 < 洗便所に改造した家が 5'1'1・，未改造の家が

3  '1'1タえっ ているので・す。

'l :ffi f' ;V克の? を耐ii として下水道の設iji'，:の必ait. がluHまれて

から何卜イ1' . ，近刊・. 名占nsリiI ζ おいて下水道工すIが進められ

ているようですが，下水道設内地域の水洗便所の千年及率

が非常に:mいとの ζ とです。 di 民の平年決も必要でしょう

が， WJ) 必金のW/ 綜lおよび -11刊には全納品nWJなど，また地

域を限切 って法令 lζ て強制するなどの手段を講じて，下

水道設;i i' l: を促進するとともに， ｩ Ｎｾ の持ち腐れとならないよ

うにしたいものです。 ( Nv)  
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特 別 広 告 掲 載 業 者 目 次

( 順 不 同)

昭 和 3 7 年 6 月 号

京阪神不動産 K K瓦町ビ J レ関係
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日本板硝子・. . . . . …・・・・・・……・- ・……・…. . . . T  

K K川岸窯業商! 苫 ・....... …・・ ・・・ .... .. ...... . U 

K K鈴木シャタア商会・・・ ・…・ .. ・・ ・・・・・・・・ ・lT

日本熱学工業 KK. . . . . . . . . …・・ 回目 ー…. . . . … ・・lT

K K矢橋大理石商庖・・……・- ・- ………・ ・・ ・.rr
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京 阪 神 不 動 産 K K

瓦 町 ピ ノレ

熱線吸収ガラス

ブ ル ー ペ ー ン

使用

タフライ トドアー

① 日 本 板 硝 子



E  

外 装 タ イ ル

株式会社 川 岸 窯 業 商 庖

シ ャ タ ア 工 事

株 式 会 社 鈴 木 シ ャ タ ア 商 会

各 階 ゾ ー ニ ン グ 空 調 器

お よ び

自 動 詞 豊富 装 置

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

京 阪 神 不 動 産 K K 瓦 町 ピ ノレ

大 理 石 工 事

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖



京 阪 神 不 動 産 K K 瓦 町 ピ ノ レ

地下 3階機械室冷凍機

冷 房 設 備 工 須 賀

地下 3階機械室 ・冷暖房配管

エ 業株 式

. 6.  

=  
社

電 気 設 備 工 事 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

玄関ロビー照明 地下 3階コントロール室

III 



京 阪 神 不 動 産 K K 瓦 町 ピ ノレ

揚水 ・消火ポンプ

スプリンクラー

平山

大 阪 市 I'ij レ{ i C J;  J111 2  - 2  H.i (441)  1 9 9 4  ｦｾ＠

エ 業 社

百

機械室111' 湯槽

株 式

. 6.  

τ"" 



大 阪 豊 田 ピ ル

設計施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖



ilI 

電 気 工 事 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

地 2 階の揚水、消火、

汚物ポ ンプ

衛 生 工 事

2頁 賀 工 業 株 式

. 6.  

τZ玄 ネ土

大 阪 豊 田 ピノレ

1附 P R室! 照明設{I iu



地下 2 階

ボイラならびに熱交換器

ボイラーセクシ ョナル 2016 2缶

大 阪 豊 田 ビノレ

冷凍機 400 R T  

冷 暖 房 工 事
機 工 業株 式

- 6.  

=  
社

日 進 式 ボ ー ド 下 地

日 進 式 軽 量 鉄 骨 工 事

日 進 式 ア ル ミ 諸 工 事

日 進 式 イ ン サ ー ト
パス・ ダクト ならびに電線管

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖
東 芝 鋼 管 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

1 階 シ ョーノレーム 日進式パーノレタイノレ下地

VJI 



大 理 石 工 事

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

1唖

大 阪 豊 田 ピ ノ レ

.  
'，' 

、"・ E

.一

外装 ・綴器施粕小口タ イル納入

有 田 タ イ ル 株 式 会 社

ピポ ットヒ ンヂ使用

一 栄 建 材 工 業 株 式 会 社



エレベーターホーノレ

夫 )1 プラスターボード

11+ペイント鈍 ij'j ペイント塗f 1 よ

内部スクリーン魁り本鉄郎

円本ペイント C Rペイン卜 11仕 上

島uベニヤ部

日本ペイント 7 ラ γ トタリヤー 11:上

壁 崩 モ ル タ ル .

l幼時ペイントピニデラァクス塗仕上

!.i!' lfJ iモ ル タ ル

| 則州ペイントゾラコート塗 U: 上

外部! 宜 i師

関西ペイントピニデラックス外，7 ，1111仕上

リノ ＹＢＧＭＯｾ 特 別マーブル

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

株 式 会 社 石 渡 康 三 郎 塗 装 庖

K  



X  

[石 膏 ボ ー ド

天井 〈

l石膏 吸 音 ボ ー ド 賠

特性 耐火 ，耐熱，無fOI' 紛，保温，

ｾ音 ， 吸音 ， 耐蝕

大 阪 豊 田 ピノレ

ご使用いただいた弊社製品

ピニレ ックス5000級スーパー内部用 ( 内部壁画)

ピニレ ックス5000級スーパー外部周 ( 外部壁面)

C Rペイント ( ドア一等)

槌印調合ペ イント 艶消 ステイップル用 ( 天井等)

1 垣亙D

製 造 元 日 本 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

総 販 売 元 菱 商 事 株 式

. 6句

コ'"

社
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P B 型 ク ロ ス フ イ ン コ イ J[..

実 用 新 案 申 諮 中

新 晃 P B型 ( プラグベンド型) クロスフイン コイルは，水使用のコイルであります。従米一般に使用されている . U ベ

ンド型の コイ ルでは ，長期! 日1使用 している内 1己主管の内面に水の不純物が附治して ，コイ ルの能力が著しく低下し

でも ，不純物をm掃する司I が不可能であります。

新晃 ｐｂ 型 クロスフ イン コイ ｉｾ は，ヘッダ ー 及ベンドがプラグ付の可鍛鋳鉄製であり ， 配管を取外す Ａ ｬｬ なく，正面のプ

ラグを取外すのみで ，簡 lj¥IC主管の内面を汗f掃する '11ができますから ，常 IC コイルの能力を段高度 IC保つ E とがで

きます。

新 晃 工 業 株 式 会 社

大阪市東区大川町一器地( 淀屋陥勧銀ヒリレ)

電 話 大 阪 ( 202) 応 4 7  6  1 代表

プラグベンド断面

東 京 新 晃 工 業 株 式 会 社

東京都中央区銀座一丁目五番地〔大日本図岱ピル〕

fu 結 点 京 (561) 局 5 1  2  6 代 表

E  
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建 築 工 事 費 の 分 析 と 積 算

益 田

1  .  積算価額と請負価格

1959年 10月の建築雑誌，建築経済特集号の「建築にお

ける価格とｾ用の混交」という谷重雄 氏 の論文のなか

に，つぎのよう な一節lがある 。

“ 建築工事の価絡は，原価計t ? ・の形をとることがあっ て

も，大部分は見せかけに過ぎない。という乙とは計算

者自身が一番よく知っ ている。原価計算があって価格

がきまるのではな く，価格がさまってから計算が行な

われるのである。それを惑いというのではない。資本

主義経済においては，自由競争の下であろうと ，独占

Ｎ ｾ占の下であろうと，当然の現象である。自由 ・ 独

占の差はあるが，とにかく商品の価絡は，商品市坊に

おいてきまる。各企業体においては，価格が外から与

えられるのである 。 建築の場合は注文生産であるか

ら， 乙れとはちがう， という主張があるかも知れな

い。しかし若干性格は異なるが，大局的にみれば，や

はり需給の市場が価絡を動かす要因となっている。

( 中略) ただし，価格が市場においてさきにさまると

いっても，その値段の範囲は ｾｦｦＨｬｬ￭ｉｊ 限ではない。 上ｼ 授は

とにかし下限については1'l 用の最低限を割る乙とは

できない。白周の標準はとらえにくいといったが，最

低限は，その時の技術水準lζ 応じ，個々の企業体K お

いて，それぞれ存在する。"

乙のが1段は多少の誤解もあると思われるが，辛らつな

見方であるし，後段はほぼ11王者の考え方に近いと思われ

る。資本主義経済においては，一般的K 市場が価格決定

の機能を発却するのであって，価絡は原価; 乙先立って成

立し，あるいは原価を離れて形成され，さらにときによ

ると価格が原価を決定する場合さえある，といわれる

が，一般的にいって商品の原価は，価格がきまるときに

はすでにきまっているのに対し， m築物の場合は，受注

生産であり，かつ個別的 . 111ー的な一品生産であるの

で，価格は郎、価に先立って成立するのが普通である。し

重華

かし価絡が原価を決定すると考えるのは誤りである。

建築工事は，そのほとんどが51J 負契約による受注生産

であるから，実際原価は販売価格としての請負価格がき

まってから発' 1 : . するものであるし企業として原価の低

減に努力するのは当然であり，とくにこの場合実際原価

の低減は直接的に利潤の増加をもたらすのであるから，

価格が相当程度の影響を原価lζ およぼすことは否定でき

ないけれども，谷氏のいわれるように. 「原価計算があ

って価格がきまるのではなく ，価格がさまってから計算

が行なわれる 」のではない。 r価格が市場においてきま

るといっても，上限はとにかく，下限については白用の

最低限を割ることはない」という条件のもとで価格がき

まり ， しかも 「価絡がきまっ てから計算が行なわれる」

という乙とは，どんな乙とであろうか。おそらく，乙の

場合の計算とは，いわゆる実行予算と日子ばれるものの計

算の乙とであり，実行予算とは，価格に相応した工事を

行なう場合のｾ用の計算である，と解されたのであろう

と思う。しかし価絡が1'l 用の最低限を割ることなく決定

され， しかも価絡に相応した工事を提供するものとした

ならば，つねに仙l絡が実際原価を決定することとなり，

請負とは決して拐をしないということになるであろう。

なるほど訪: t t であっても，価格に相応したもの以上を

期待することは，実際上無理な場合もあるであろう。い

わゆる「安かろう，わるかろう」である。官公庁工事な

どの場合，何度も入札を繰返したり，あげ くの果てはひ

ざ詰め談判の値引交渉で随契lζ 持ち込んだりするのは，

価格相応のものを提供する乙とを約したものであり ，ま

た注文者側IJ も価格相応以上のものを期待しないものとい

いうるような気もする。しかし建築物の規模 ・程度など

は，図面 ・仕綴: f i Jなどによって示されているのであって

請負の本来は，きまった価絡に関係な くー図面 ・仕様普

通りの建築物を提供する乙とであるはずである。 fi!li f各相

応のものを期待するならば，実1'Wi t; rという方法がある

のである。しかしとかく図面 ・仕級:rJ j = どおりのものとい



うことと . 価格相応のものということがー致するはずで

あるかのように ，前れなるがごとく ，ｾｍｾ 精鋭し な るがご

とく， ｴ￭ｾ 代のよいように受取られ て いるようである。図面

・イI:，j : ，) : 告とおりのものという乙とと， f日[;f千1相応のも のと

いう乙とが一致する乙とは，企業者にとっ て望ましい乙

とであり . そのための努力は しているけれども. 谷氏の

指摘されたように 征格は市場が決定するものであり ，

しかも受注生E主である II 築工事の市場は ほとんどつね

に買手市場であっ て，注文;朽の市場支配) ] が大きいので

あるから . なかなか企業者の希望通りにはならないのが

普通である。とくに注文者が官公庁の切合 lこは たとえ

一般の犯築市場が好況であっ て，売手市場に近いときで

あっても，官公庁の強大な市場支配ノJ と，干TJ 影・無形の

彬! 戒とが，価格を支配するものであることは‘ 昨年のと

くに公判住宅などの場合を考えれば切らかである。それ

でもな右， i1i' ifl とは原則的には価絡に関係なく， Ｑｾｬｩｬｩ￮ Ｎ＠

仕様告どおりのものを提供すべきものであろう。すなわ

ち価物相応のものと |羽Tf fi ・仕秘書どおりのものとが，

一致しないのが通常であっても，その価絡が; ! ミ際原価に

相当の影響を及ぼす lι しでも，実際原仰を決定するもの

ではなL、。

いわゆる実行予算とは，工事を実施するための事前原

価JI 勿4 であって，積算価額t ; J :;uのための事前原 i而計算と

は目的のちがうものである。実行予31l はとくに会計科目

とのつながりを保ち，事後原価計算lζ 直接関連するので

ある。赤字の工事は，初めから赤字の実行予算を立てる

ものである。

さて以上述べたことは，一つには価絡は市場が決定す

るものであるという乙と ， したがっても矧lfl 面倒と; 背負価

格とは ー致しないのが通常で' あるということ，も うひと

つは，価絡は実際原個別ζ 影特をおよぼすことはあって

も，乙れを決定するものではないという乙とである。 ζ

れらの関係を，注文学 ｦ 側の Ｑｍ ， Ｗｾ ｦｩｦｦｩｾｊｩ や予定価格との対応

とともに表で示すと第 1 表のように なる。

第 1 ぷ

落 札 価 格

(! 責負価格)

乙乙 lζ 市場係数とは，需給関係をセとした大建築市場

の状況を仮 りに呼んだものであって，受注す; の立場と し

ては，その上lζ 当該工事lζ 対する受注む慾皮というよう

な裂業が加わっ て，当該工事に対する獲得布一望価格とし

ての入札価格とな るわけであろう。もちろん乙 れらの係

数 はプラスｾ図 ｋ な る場合と ，マ イ ナ スｾ因に な る場合

とがある。すなわち入札価格というものは ， i そのとき

に，その工' ' F をーζ の価絡で受注したい」という立味の

ｗｩｾ ｪ，［ｻｪ￬ＧＵｩ価絡であっ て 「その工事は. 乙の価絡ででき

ます」という乙とではない。 極封Mにいえば，あるときに

は，その了' . ' j T はいくらおく ても慾しく ない協合もあるだ

ろうし，また反対に，あるときには，相当安く てもその

工事が慾し ｬ 、場合もあるで品うろう。ｾーするに企業経れ 上

の観点からの獲得希望価絡が入札価絡とみるべきであろ

う。したがって予定価格を入札価絡に対応させるために

は 少なくともお給関係を主とした述築市場の状況を考

慮しなければならないはずである。乙の考慮がないと，

とくに ｩｴｴ 築市場が繁忙な場合 ｲ｣ は，市 Ｑｌｩ 係数がプラスｾ

肉となって，入札7干、z洞が続出する道理である。

かくて ＱＧ ｎＡ ，Ｇ￬ とは ー 位築工事 ｙｾ を構成するｾぷの予定原

価による 'Fiii j原価，11釘ーによっ て 1' J n11i 出御lをal .t.. ｾ すると

とでdうって. 入札価絡や訪れ悩絡を JI.t1することではな

い。いかに実際原価 lこ近い予定原仰を把保するかという

こと Ｎ 乙れによってできるだけ実際一仁 τｆｴｾ に近い Ｚｷ ｴ［ ｲ 価

制を ｊｉ 算することが ｗｾｾ ぞ［に諜せられた任務であっ

て町市場係数とかー受注な慾度の測定は，そのつぎの段

階であり . W算の分野ではないといいうるであろう。

これは注文者 ｦｩｬｬｊ の ｗ ｪ［［ｬｾについてもあてはまることであ

って ，乙とに" > > 年札価絡に近い砧t ; r価額を計算するのが上

手な1' J'mである などということは，ナンセンスである。

2  建 築工事 費 の 分 析

一般的 lζ 製品の原価要系ti ，材料n ＺＺ￬￭ Ｇ ｭｾ ， 経 ｴｾ で

あるとされている。製造業でもその部品などの相当部分

は 下苅企業 lζ 外注されているのであるが，それは親企

業の原価翌系としては ， 材料 ｾＡｬ であり，原材料を支給し

て加工のみを外注した協令には，経 ｴｾ の ー Ｇ ｬｾｓ としての外

注加工11となる。下前企業としてのそのf出品などの原fl目

安系は，やはり材料1'1. 労務i ' ! ，経t'iであるし，外注力n

工 ＱＲ の下前企業とし て の原価安訟は，労務 ｙｾ と経 ｹｾ で ，

ｴｉＱ ￬ 助材料などがある場合は，材料Ｇｻｾのｾｾ長もあるはずで

ある。しかし商品価格や外注加工i ' i : t; t ，原則的にはそれ

ぞれの市場の支配をうけてきまるはずであって 下請企

業のfJ 'm価制あるいは原価i計算価似で取引されるもので

はないであろう。

建設業の窃合はとうであろうか。左官工事，塗装工事

などは部品 lこ当るものであろうし，大T ，戊= 土工など

に支払われる Y!l ffj は，外iJ : 加工urζ 相当するものと凡 る

乙とができるであろう。左官工事といっ ても，モルタノレ

塗とか，プラスタ ー塗とか，あるいはそれらの塗j亨など

のi上級の ちがいなど，その種矧は非'l;¥' ，ζ 多いけれども，

おのおのを部品とみる乙と ができるであろう。乙 れらの

部品の下請企業としての原価要素は材料Y!l . 労務1! ( ，経

ｹ ｾ であるし，外注加工ｦＧｪＧは 労 務 Ｑ Ａｬ ， 経 ｹ ｾ を主とし若干



の材 ｾＴｴＧＨ が原 ｦｩｬｦｩ ＧｒＡ・素であるけれども Ｎそ の郎品ｩｴｬｉ ｩ 絡や加

工iZは，それぞれの市場の支配をうけてきまることも製

造業の場《と同級であろう。

しかしｾ設業の場イ ＿ とは ， 部Ａ日 Ｇ， ｴＧＨ とか外 ｩ ｬＺｩｊ ｷ 仁 ＱＲ とい

う青葉がピンととないのはなぜであろうか。 !;n . に加了一

作業が土地に定おさせるか. あるいは土地に定γi したも

のに付加する作業を伴う乙と ‘ したがって作業現場はど

の下前{ 午業も少なくとも1 ' 1業の一部は同 ・の引J必で行な

われるということである。すなわち. 大寸 . 土寸1 2 3な

とl之親企業である総合建設業将の材料な どを加て. 作

ミするのであり左官 i.会装なとは下iJ iJ 佐名として材料

などを加工，作業するのであるが，いずれも作業現場が

同 ーである点は共通的であるのしたがって. 作業竹理，

製品行到! の而では . 親企業としてこれらを| ズ月りすること

はなく，むしろ親企業としては材料と部品とを分けた

プ ｊ が合 ｬｾ ｉ ｕｬ Ｂｊ であろう。そ乙で製造業では部品に相当する

ものを材料と 区分し外i t . 1J 日工i
r

{ に相当するものを経吹

から分離して，これ らを外注1'( と呼んでいる。よっ て建

η ての場合の原価夜来は . 材 料 t'l 労務' { ' ( . 外it'{'( およ

び経 ｴ Ｇｬ の Ｔ ｾ ぷとなるわけである。

つぎにｾ築ユ ＭＮ￵ ｪｔは ー材 料も，労務も 外il: もーまた経

'{'l もその郁矧がはなはだしく多極多紋であるばかりで な

く，ｾ築 物は，伺別的 Ｎ .tj 1ーーl内であるので¥これ らの属

類も 数誌もi l ] 築物 ζ とl ζ; 尽なるし， W鰍な制作わせで

ある。したがっ て， 1'( 用の分析を乙の 4 原価安来の分類

によって行なったのでは，事後原価計算としての芯味も

少ないし 2 とくに守了後原価日 I.ti ーによる数値と報告を，事

前原価 ｩｈｴ￭ に活用するためには不便であるので，原ＱￏＡｉｩｾ

索の分類 lζ 乙だわらず，工程別もしくは工稗別の医分に

よったブJ が実際的であ りョ便宜である。すなわち建築工

事の幼介はつぎのように 整恕するのが ￬ｬｾ Ｇ ｩｩｔｉである。

qj  2 表

( f f 目)

エ 工 純 砲

(紺l目)

事 司1 T 一一俊一一仮設工事' 1J . - やり方 I品111，現寸型仮，

ｾＧｉＭ 一 ｊｪ 日一ＱＧ ＱＱ て

111 1 価 | 従 事一土て工側一捌，すき取，出どし

!  ｊｾ＠
ーコンクリート℃守H 2 - セメント，砂，砂利

担li て'1'1，

一左官て Ｇ ｊｬ ＧＱｊＮ Ｍーモルタ ｊ ｴＮｾ Ｎ 7- 号 ス ?- I g1_ ，

一維工事 ' 1J . - ι

一一ー一一共通仮設' 1J . - 仮ru物，仮J百路.

一一一一一一一現場経質

一般 世FI! ' 1J . 等間賦郁

この表にお い て，細目は原価ＱＮｴ業 ＨｉＧｾ に みれば 材料伐

に属するもの，労務y'( あるいは外注切であるもの B また

は経i，( であるものもあるわけであって. 材料t'( であるか

外注1'( であるかを示したり . あるいは材料伐に属するも

のは材料伐として，外Ll : 政であるものは外1H'l としてl I X.

まとめなければ原価JI' t'; [でないというわけでもないであ

ろう。乙の' j ; : ' r 炎原filfiJ I't'; [の科目，細目は， 1J ; } j 定科目と|苅

主li を保つものであり ，乙うして何られた各細目の実際j原

価は，将来の工事についての予定原仰の資料とする乙と

ができるはずである。

もちろん，乙乙 lこ挙げたのは一般的な ・例であるけれ

ども 4 応H面w系に分析しただけでは . ｾＱ なる ｅ 記録 ｬ こ止

って， Ｇｪｉ ｬｬ￭ｪ ｊｊ［Ｑ ｦｩｬｦｩｾｮ ・ｴ［｛のための資料を提供すべき事後原価

ｾｉＮｴ￭ｾ としての忠義はほとんどないのではなかろうか。い

ずれにしても公 ｾｉＧｉ 内な記録と関述をもった事後原価 ｊｉＮｴ￬ｾ

による数他と報告は，数也差異， f凶絡差兵を分析するな

どの方法によって， ［［ｉｾ行予算における数 ｩｩｪ［ やＱＩ Ｑ Ｎｦ 而，ひい

ては引算価格Ji における 数量， l't.filfi などの検刊、lに役立一つで

あろうし それはむnl の而からみてもー将来の工事の堺

市j 原価JI' r ，r のための予定数量 予定ｾＱｩｴ百の資料となるは

ずである。

3.  建 築工事 価 額 の 積 算

製造業では， ー般的に見込11- : 1 主が行なわれるし，少な

くともＧ，Ｇ［［Ｇ，ｉｪＺｪ ｾｲ ではなく，相当数の同」のものが ＱＱＺＮ 泌さ

れるが，すでに生産されたものであるから，ワ1後日;liilfiJI ・

t ; [ によって実際原価は判っている。したがって市場が価

絡を決定するにしても，原則的には実際原価をＧ， Ｇｾｊ らない

であろうし，少なくとも価格を決定するための基礎資料

にはなるはずである。

しかし姶築物は‘ 受注生[ 主品であり， ｾ￭Ｇｦｦ ｊＮ Ｔ だ約による

のであるから， r以コE価絡としての訪f1価絡は，実際原価

の判る前にきまってしまう。しかも建築物は例別的 . .]'j1 

Ｍ Ｇ ｉｙｾ であって，一つ つがちがうので，価給決定のため

の基磁資料として予定原価を知らなければならなし、。工

￵ ｊｾ 一 件ごとにす ｬＺｬ￬￭ｪ 似価計算による杭算価額を求めなけれ

ばならない。すなわち，同じく 111日絡決定のための基礎資

料を提供するための原価計算ではあるが. 製造業では事

後原価計算であり，建設業では一件ごとに τｊｾｬ ￬￭ｪｊ ｪ［Ｈ 価 ｊ 卜抗｛

によることになる。

かくてmおー[ τJ ｾ価絡は市場 ｉｃ 支配されてきまり司Ｉｾ際

J J ; 1f 耐は価絡に 1111友関述なく発'1:. するので， Ｎ ＡＧ＾Ｇｭｦ ， Ｑ 日時 ｾｬ がど

うあろうと . すでに価絡がさまっているのであるから，

会計上のｾＧＨ用の ［ｩ ｬＮｴｾ｛ はただ儲かったか，ｊｦＺｬしたかを知る

のみで，月11ζ 記録! こ過ぎないと考えられがちである。し

かしＺｦｊＧ ｬｴｈ 帥 ｾ￭ は損必計算に直接関係はないけれども，価

格のきまるについてもちろん砧算価額がその2副長資料と

なる し 企 業 と し て は 少なくとも加算f，lfi 似を維持する忽l

でイl百格がさまる乙とが望ましいはずであるから， ，h'l ti ・1ilfi



額の当否は重要であるし，積算価額の当否は，その予定

原価と実際原価との比較分析によって判るわけであるか

み 事 後 原価計算が必豆ーとなる。そのために新算価額の

計算と実行予算の Ｓ 十 算 ， ならびに事後原価日 ｉＮｴｾ とが，関

支rr を保つべきであろう。すなわち fl'l t ; [ 価額を算出するた

めの堺市i原価計釘ーは，第 2 表のような' l . . ' t 用分析に対応す

る価額構成1r . よるのが便宜である。

×  ×  ×  

以 上述べたことは ， 結局事前原価 ｊｴｾ｛ といっても，通

常の: fM?:! こおける価額構成と同様の考え方であるが，そ

れは実行予算や事後原価計算と関述を保つべきであろう

ということである。と乙ろで乙のように考' えてくると，

Ｑ ＮＧＱ用の分析の項で述べたように 司 τｊｈ 河原価 ｡ Ｍ ｉ Ｎｴｾ における

綱11目も，そのおのおのが材料1. ' 1 であり，労務1. ' 1であり，

あるいは外注1. ' 1 または経1 . ' 1 であるもので，それぞれが原

価盟系である乙とが半 ｬｊ る。すなわち通 Ｇｬｾｾ Ｎ の ｦ＾Ｇｬ ｴ＿ｾ方式は，

総合建設業者としての事前原価 Ｚｈ ｴ＿ｾのれに恥ずべきもの

では決してないという乙とである。ただ各日［Ｑ ｦ ｩｬｉｩｾ索の予

定数f i ] : ，予定単価などが，工事終了後の実際数量，実際

単価にいかに近いか，という事前原価計t ; ! としての精度

の問題があり またそのために過去の工事の事後原価計

算の結果による数値と報告，すなわち実際数位と実際単

価などが， いかに資料として用いられたかという問題

がある。

d .  数量と単価につ いて

さて乙乙で各原価要素の数量と単価について考えてみ

よう。数企 Ir . ついては，実は図而 ・仕様容によってはっ

きりしているはずであるが，実際はなかなか問題がある

ことは松釦者が一番よく知っている。しかし，それは予

定数E が， : f 1( 釦; 者によ って，あるいは加算する どとに多

少づっ異なるという乙とであって，乙乙で問題とするの

は，予定数量と実際数量との相 i主である。乙れは事前原

価計算または: x 行予算における数量と，事後原価31釘; に

よる数量との差異を分析する乙とに よって，将来の資料

をうる乙とができるはずであろう。

つぎに単価について考えてみると，五] ! ; 築物が個別的 ・

単一的であり，かつ受注生産であるので，少なくとも材

料，外注については原則としてストッ クする乙とができ

ない。只体的にいえば，市場価格の安いとき に口いだめ

しておくことはできない。したがって司n河原価計算lζ お

いては，材料なり外注なりの必EEなと きの市場価格を推

定するほかに方法がない。注文名ーなどはよく積算! 時の市

場価洛を用うべきであると考えているようであるが，企

業はそのように単純κ は考えていないだろう。そうする

と事後原価計算における実際単価は，将来の事前原価計

算』ζ 対してほとんど意義がないとも思われる。

10 

実際数量は，図面 ・仕様書で明ら かなはずであり ，単

価は購入予定時の推定価によるべきであり，その上建築

物が例別的 ・単一的である，というような理由から，事

後原価JI. t ) : を単なる会計的記録と考えるのは あるいは

当然かも知れない。しか し材料についての予定数量と実

際数日から，いわゆるロス，一般的には歩止りについて

の適切な資料が得られはずであるし，少な くと も経質に

ついては，建設機械等がさかんに用い られるようになっ

た現在はとくに，事前と21Z後の比較分析 ( i . 将来の事前

原価JI. t): 1ζ なくてはならないものであるはずである。

さてそれでは外注単価についてはどう考えるべきであ

ろうか。よく外注単価は歩掛りで計算すべきであるとい

われるようである。とくに注文者側のな ｬ ｴ＿ｾ者はこう考え

ているようである。それでは歩掛りとは何で あろうか，

もし歩掛りというものが，材料および労務の実際数量か

ら求めた予定数虫であるとしたならば. それは下訪企業

としての事後または事前の原価計算における数量である

はずである。しかし下請企業としての材料の購入単価や

労務の支払11金，経1. ' 1 なとは，総合業者としても知るこ

とはできない。それは総合業者としてはその経営領峻外

の乙とであるから当然の乙とであるし，実 l i 歩掛りとい

う数量も，みえかかりのものに過ぎな l 、。その上たとえ

下部企業としての事前原価J.I釘Jζ よる秘算価額なり，あ

るいは過去の事後原価計算から実際原仰を知ることがで

きたとしても，価絡はそれぞれの市場の支配をうけてき

まるのであることは前にも述べたとおりである。 こう考

えてくると，いかにして市場価絡を見出すか あるいは

推定するか，という問題となるであろう。

すなわち予定単価については，材料に しても外注にし

ても， 少なくとも積算時の，正確にはそれらを購入しあ

るいは提供をうけるべきときの推定市場単価を知ること

が重型となる。主安材料の市場価格については新聞紙上

にも報道されるし，業界の発表もあろうしまたいわゆ

る物価版などでもその趨勢を知ることができる。しかし

実際の取引価絡は，取引の様相，条件なとで異なること

はもちろんである。同時lζ 材料の市場価絡は多 くの場 合

相当の変動がつねにある 。市場性の高い材料: まど変動が

激しい乙とは実例をみれば明らかである。

外注J ] 1 価についても市場価格が存在することは前にも

述べたとおりであるが，当然材料1 . ' 1 のウエノトの高いも

のは材料単価の変動 [ζ 左右されるが，労務1' 1 のウエイト

の高いものは，その大部分が白金であるから，市湯価格

の巾は小さくほぼ賃金の上! j je{ζ 比例的に変動するであろ

つ。

そ乙で事後原価 J I.Uの結果』ζ よる外注単価に よって，

その推移を推定する方法について考えてみることとす

る。

まず元結としての総合建設業者の事後原価， ［ｉＮｾ による



タト注単価を A ' として， つぎのような式がなり た ったと

仮定する 。

A ' = l' rn' ρ' + l' n' ω' + x.... ー・ー・ - 一.. . .. ...・・ ( 1  )  

こ乙 lζ 川 = 元前の把JJ i l した材料数邑

p' = 材料の市場単価

同' = jL: Ji
'
;'の把握した，，) i'務数日:

ω = 労務の市場白金

こ乙で11: ，0:、すべきは，元請の把握できるものは，数量

も単価も実際の1I直ではないということである。すなわち

(  1  ) 式は ，Ｉ じ ［ ｊ ｊ として外注単価を原価 ［ｾｉＮ ｴ＿Ｚ的下位 ｊ を用

いて分析した式というべきである。

(  1  ) 式で) L: ? i 1i として割合近似的な値を知りうると思

われるものは rn' と戸' であって 労務数ill n' は歩倣り

などと呼ばれて屯安視される場合が多いが， みえかかり

だけであって，実際賃金との関述をもった実際の，，)i' 務数

量ではないし，ツ Ｇ￭ Ｇ ｻ 先の市羽ＱＱＺ金 ωＧ といっても ＱＱ 金古 ｾｬ を知

ることはほとんどできないであろう。したがって z はJI

ｾＱ 上 の経 ｩｾＡ ζ すぎないものである。しかし元日としては

これ以上知ることはできないわけであるから， ( 1) 式

によって. ある l時点の推定外注単価を求めようとする

と，材料数量や労務の能率に変化がないと仮定して，あ

る時点の材料の市場単価ρl' ，労務の市場賃金 ω/ と経1'i

X]  ，を知 らなければな らなし 、。ところが T' 1 とω] ' につい

てはなん らかの刀法があるにしても X] については打t定

のしょうがない。そこで. たとえば' ) y1: J 7i' 1 のウエイトが

高い場合には， (  1  ) 式をつ ぎのように変換して考えて

もよいであろう。

A ' = l' m'戸' + (1 + α) l' n'ω' ・・・ 一 ・・ e ・・ ・(2)

( 2 ) 式lこよれば， ある時点の推定外注単価 A ]' はつ

ぎの式に よっ てりえ られることになるであろう。

A
1
' = l' m 'T 1' +  (1  + (1' )  l ' n' ωl' ・・ -ーー ....... ..... (3)  

と乙ろが (3) 式でもうけ務の市J ; Cj 丘金ω/ を知ることが

困難なことは前にも述べたとおりである。しかし，倍数

的な変動率は ，たとえば毎月勤労統計などから，大体の

傾向はつかみうるであろう。すなわち材料の市場単価指

数を ! ，労務の市湯賃金指数を 1 とすれば ( 3 ) 式はつ

ぎのようになる。

A
1
' = l' m'iρ'+ (1 + (I' ) l' π ' j ω ・・ ・・・ (4)  

外注単価について元訪の立場から，その推移を推定す

るに はこの ように考一えるのが妥当だろうと思う。乙れは

一般的に企業外部から把怪しうる数量的な分析結果か

ら2 価格の推移を推定する場合にあてはまるであろう。

よく歩掛りから計算するといわれ， ( 1) 式の労務賃

金ω' が半IJ らないとか，注文者側では P.W を用うべきだ

などと主張するものもあるようであるけれども，1 " ( 金統

佑1) のill の中ではないし，作業のノノレ 7 が定まっているわ

けでもないのに. イ、代班もはなはだしいと思う。外注単

価のうちの劣務 ｹｾ についていえ ば ， (・1 ) 式では 1'1.'(1)' で

表現したけれども，尖際には多くの坊の作業単位の ｾ， Ｇ［ ｮ

給であるの で ，その ｊ ， Ｇｩ ｦＡ給釘 ｩ ｗ が ＢＩￍＧｦ ｍｾ であるわけで

あるが，元前としては訪ね給制を把恕することができ な

いので， 間 ' ω' をツly ｻￌￍ ｩｾ とみて計 ｾ Ｑ ーし たのである。 ｊ ， Ｇ［ ￼

給 ｬｬｩｩＩ 度は，作業能，ｻＮ［を上げるための労務 ｾｮ ｊ＾ ｬｴ の つの方

式であり，能率給であるから労務者の収入は多いはずで

ある。すなわち W > n' w' が通常の場介であるが，12'( 二

元iJ 1の把Jd l . した労務数品であるから訪れ給の切合と同じ

であるので，そのときの白金を ωH とするとつぎのよう

lこtJ.る。

持 'ω"> 托 'ω が > 曲' …ー ー… … ・ ・ … … ・( 5)

これは， (  1  Ｉ式における計算 上の 経 Ｇｩｾ ｸ は宍際より大

きい乙 とを物訊るものであろう。

さてつぎは元詰としての労務1'i であるが，これも原則

的に ｭｮ 給ｻｉｩ ｉｊ 皮によっているのでｲＮ ［Ｇ ［ ￼ 給も Ｚｮ が労務 Ｑｾ

となるわけである。しかし企業外部，たとえば注文名な

どからは，下請の")j 1li1'i の場合と同様であろうが，建築

工事においてはとくに，労務作業を1 ' 1 ' うものは大部分外

注するのが現状である。作業現場が一定しないし受注

生産であるから，一定数の大工なら大工を遊ばせないよ

うな工程を自主j 内にたてる乙とができない乙と ，労務者

の職郡が雑多である乙となど，作業を外注する} l ! i 由を述

べることは，小論の目的ではないのでこれ以上触れない

が，企業内部の五日幻. 者としても，経営の現状を前提とし

て加算すべきであろう。と くに労務問題などについて，

外注を廃して直ｾ，Ｉｦにすべきであるなどの前提で積算する

乙とはありねない乙とである。まして企業外部. 注文

者側における :wr . r の場合は， いうまでもない乙とであ

る。

b， 経費 について

すでに述べたように，Ａ［ｦ ｾ Ｒ 表における細目は，それぞ

れ材料1'i であり， ")'j・1: J 71' i であり，外注1' 1であり . あるい

は経1' 1であるが， t'g- ; r は事後三| 匁ーの数値と報告に基づ く

数位および! j 1価などを資料とし，あるいは*11$;[1侍のまた

は購入予定時の予定単価なとによって行なうのであり，

数昆と単価についての考え方は経白についてもあてはま

るはずである。直接工事政だけでなく共通仮設貨の細目

についても同級であるし，企業としては現場経1' 1の細目

についても例外ではな いであろう。

直接工事政も，共通仮設t'1も，また現場経1'i も企業と

しては工事ごとに個別的 ・単ー的なものであり，工事 ζ

とに志n1されるものである乙とは当然の乙とであるけれ

ども企業外部からの和算においては，現場経1'i の数韮，

単価の把鑓は困難であろう。製造業の場合の工場経貨に

11 



相当する現場経vl は，企業外部iからはほとん ど完全にやj

ｾ＠

らないといっ ても羽言では ないと思う。そ乙で現協経Y'!

不というよう なものが考えられるが，それは ')J 紛の分析

から求めるべきものであろうと思うが，ｊ［ＱｾｊＺｪ［ ｬ 経 ｹｾ など ｬ ζ

ついては小論では触れない乙ととする。

工 τ｝ Ｑ 術館 ｬ を ［ ｬ ｴ ｴ［Ａ するためには， 一般 ｲ ｄ Ｚｴ ｬｬｾｾ の ￭ｈｬｬ 匂 ｬ を

定め予定利測を付加 ｬ しなくてはな らない。一般 ｾｮ Ｇ 班伐に

ついては， i J， F-rJ l  Ｇ ｾｪ ｬＩＺ ｲｮＡ ｊｬ ｩ Ｇｬ 予ｦ， Ｅｓｩ を年間受ＱＱＧＮ予定工事

告Ji と当該工τ] ｾ価 格 ｊｩ との比によって ｦｬ 担仰とする」のがも

っとも 般的な考え方ーであろうが，これは当然，企業に

より ，11寺JUHr . より異なるはずのものである。利潤に つい

てもほぼ同級の 乙とがいえるであろう。しかし実際には

(主n: r l : 工業経営研究会資料による)

m 3  1< 階 1M51'J 111 益 川 成 111，ft 完成工事高 = 100
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rl' :  Ｑ 特例 ｾｊｉｊ は昭和 ＳＳ Ｆｬｩｬ｣ おけるつ ｅ のような資本金階周別である。

A  . 10億円以上， B .  1 億円以上，C ・5 千万円以上，D ・1千万円以上

企業として砧築! r . t J J をおくとか，土木へ発展するため

とか. もっと単的lこは当該工予がとりたいか. とり たく

ないかによ って: f ' J . 担額なり予定利測を考慮することは

通常行なわれると乙ろであろう。もっとも，乙れは工事

価額の ま ｉ Ｎｴ￬ ｾ としては均等配賦し て おい て，市場係数と か

受注; 0; 慾J J r . というよう な考え方で処理しでも結果として

は同じであろう。いずれにしても企業により時JOHこ異な

るものであるが，その総合的な τ ｝ Ｑ 後 ［ｲ ｬ Ｇｾｾ｛ の結果は，損益

; 卜t.l t1]:: 乙現われるはずである。 したがって企業外郎か ら

の計算としては，l l ' ; 設業としての平均的な数値を用いて

均等配賦する以外に方法はないて・あろう。

さてそれでは，建設業としての半均的な数値は どの位

であろうか。公表されている経日分析資料のうち

大版行J 1 J l 材局のものがもっとも似本会社数も多い

のであるが残念ながら外注 ｶｬ が経 ｩｾ の一部とし

て処理されていて，乙こでいう工事原価をま( 1 るこ

とができないので，乙の与J介利用することができ

ない。

4.3  

また ＱＱ 本ｩｉ行統，ｩｉＧ局 ｾ Ｎ去を 経済研究所などの調

々は 大企業 5- 6 社程度を標本会社としている

ので. 業界の主li 均的な値とはいえないであろう。

そこで. 正. l l 設工業経符研究会で. 紋統的に，羽』

している経' : ; ¥. 分析凋査の結果についてみると 冴5

3 友のとおりである。すなわち .fl lZ1'¥' J1Jl YH.1お

よび純平IJ: i¥左半は，断層により ，1，1'- 皮により ，相当

の変動がみられるが，工事原佃iヰf は| 終応，年度に

よる相必ーはあま り大きくない。乙のような ζ とか

み判断すると 噌工事前l価率を用いて工事filIi志Ji を324

11' ，した ) J が ‘般的であるという乙とができるであ

ろう。すなわち

ェーJJ 価悠i = T 工事原価=c

と す る と 工 附 耐 = r  =  ｾ＠ X I 0
2  

であるから . てーF価額はつぎの式で求められる。

T = 千 ×凶 作)
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仮設( 施工設備費) と 現 場 経 費 に つ い て

橋 本

1.  月 光 菩薩 の 憂 い

先{Iて，天平11寺代が践 した傑 作の ・つといわれている薬

師i4j 金恨の月光 t;1 誌をのお首が抗 ぎU¥したとか. I i l 1. り外し

たとかで，大騒ぎをした乙とがある。実は，この引を草

する 数 11' ]l J，乙のお首をえのiill りに修復するについての

いきさつを却しく耳にして， 乙の修復作業が大変な行事

であった乙とを未知1したわけである が， さて，後 IJ ，そ

の お訴をつ らつら思い返しながら ，修復作業には，およ

そ幾， Ｑ 午の ｴｾｭ を安したであろうかと ， まことにイサ吊千万

な忽像をめぐらした ζ とである。

このように，伝仰の対象であり，かつわが閃にもこつ

とない閃宝級の仏像ともなれば， その修復作業の時期，

方法 [正しく! 京] 修に復したかと、うかを l確認する F 段な ど

について，ずいぶん論議をつくされたととであろうと思

われるが，これらの段階は，いわば ， 修復作業の設 ｾｪＧ Ｎ

あるいは施て，i I 聞の範囲ぷに入るものと考えられるので，

作業 ｹｾ 用の分析の対象から一応除去する ζ ととして ， い

よいよ尖際! こ修復作業を実行するという段階から検討 し

てみよう。まず，離れたお首をm介するに必i ! i な接抗弗j

( エポキシ樹 llfi が使われた) と ，お首を正しく 固定させ

る心絡になる令属材料( ステンレススチ ー J レ) が用なさ

れなけ ればな らない。乙の心絡を fil( え込む作業と ，接抗

而を消却しその上 l ζ m引 剤を塗布して， 正しい位 置にお

首を接活安置 し かっ接行I刷、]"j ! I の破損した的所を補修

して紋白をそれと解らぬように始末する 仕上げ作 業な ど

は， い わ ば，修 復作 業の［ｪ｜ＺＨｊＧｾであっ て， ｭ 設工予でいう

と 乙ろの ｵ Ｇ ｱ 安丁 τ ｪｔＮ ｉ こ当るもので ， その勘定 ｴｾ 門 は ，直 接

工事政である。

しか し 修復 作 業は ， 以 上 の Ｑｾ 用だけででき 上 るもの

I}. - 1  

ｕ Ｇ Ｈｉ主材料 Ｑ ｾ ー

直 ｊ ま Ｇｊ ｊ ｬ 苛 Ｑ ｾ Ｍ Ｑ

良 介

bをするために必更な ウエス ，W l ，ス リッパ ，テープその

他もろもろの雑消粍品 ， 以 上 を設置するための労務 ｴｾ ，

迎搬 ｮ 作 業に必要 な ｦｅ 気，用水設ￍｬ ｬｬｩｩ ｾ ， な らびにその

屯 ノ'J ｭ［ ｊ＼ ｹｴ さらに ｬ ｾ い ＱＱ 針 。 ｝ であ れ ば， 作業員 の採 ｉｉｾ に

要する光熱波もいろう。また，作業を指導する技術1 ' i の

諸給 'j. ，J永i ' ( . 通信 'l'{ . 事務用品n 机. 尚 子，その修

更ｊｬ ｴｾ ， 作業口のツＧ Ｎ￭ Ｇ 災保険料 ， 労務扶助料 ， 安全 ＷＱ ・理 ｴｾ ， 火

災保険料，各施の打介会の ｴｾｭ ， ?'ull1'n 心録写u n

ｩｍ ｴｸｬｕ ， 維消粍日 ｉｮ 各 ｦＧｉＩの 材 料試験 Ｇｬｾ て早 々 数え上 げ

ると ， まことに焼くほどたくさんの ｴｾ 同を ｊｪ Ｇ 上 しなけれ

ばなるぬ乙とがわかるのである。

まことに不遜な推測を繰り i与えして， 恐 縮 で あ っ た

が，幸い ー 修復作業は大成功であって ， 月光手 ＡＨｾＩＢ￬ は 再 び

鋭利. で端麗な天、|ι の1 1 : を伝えて，永く ("'j' 立を続けられる

ことになったわけである。

さて， この修復作業: こ裂した 'l 'imで・あるがー ことがこ

とだけに，なかなか簡単な ;nt1ではじきだせない安ぷも

ある乙とと思われる。が，一応が ｩ ｩＦしたような ｴｾｆ ｉ が ｊＵ ・

えられるとすれば，修復作業の本命であるおれの{ 安打作

業にをーしたＭｮ用よりは ， 恐らく，他の付随的な ｴｾｭ の Ｉｊ

がはるかに多創lを i} . t したのではなかろうか。乙の1 - 1 " 1泌的

な ｴｾｭ は Ｎ 建設ｔＮ Ｇｆ でいうところの ｊｪ 在 ｅ 設備 ｴｾ ( ー般に

いう似ｾｔＮＧ｝ｔＧ ｬｾＩ であり 経 'l [( と与えら れ るものであ

る。

2  工 事 価 格 の 構 成

いま . k . t 物以外の各科iの製品の) j ;i 価がどのように椛成

されているかを調べてみると . 表 1 のよ うに なる。ま

た，これに対応するように述設て・Jq凶絡の構 成を友示し

たものが，表- 2である。両者の間には. 表現の )j 法乙そ

ではなL 、。まず仏像のm聞には足場

を娘け る必ｾーがあるはずである。れ

を正しく仰えるための目 印を主11す乙

と も ｾ求さ れ よう。俗 ｬζ いう ‘ Ｗ 山 ｊ｜

し" である。あるいは， あらかじめ

現寸模型を作 って，そ の.i1二しい盗を

磁認しておく必攻ーもある。 仏像の他

の部分が汚れな いための主主つ設備，

修復作業 中付近の然物が破損しな い

ための安全設備 お首ーを持ち上げ抑

えつける ための機械設備，作業を実

| 製 造 原 価- [

製 法 Ｑ ｭ 銭 Ｑ ｾ ー Ｑ
ｬ 一 般管 理 ｬｬＱｾＭ Ｇ ー総 出¥ I[曲一

世 僚 経 1'1- '

必 - 2  

販 売 1'i 一 利 益一一保 側 約一i

その他の経ＧＡＮ ｾ Ｍ 1m 包 iJ!{ ー :- J rb): 1，曲桁

輸 送 ' i 1- '

細目 ｌ Ｇｊｈ ｾ 区 分工 ｛ ｊ￯ＱＧｩ一 直接工Ｇ ｉｩ Ｑ ｾ ー ｬ
ー 純 L' ] ( 1'I - [

共通他工 設14[1'i1- _  IーエゴI 原 価一l

現場 経質- [ ー総 販 制ーlーて，](

一 般 ＡＧｭＱｾ Ｍ 利 益 ー | 倒 的
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異なれ，内容的にはほとんど差のない乙とに気づくはず

である。小は日常使用する球物から，大は船舶， ジ ェ

ット機I( 至るまで，その価絡構成は，本質的になんら異

なると乙ろはなし、。われわれがタ例の食卓に傾けるビー

ルの価格の大部分が税余であることをど存知ない方はほ

とんどあるまい。また，その価絡には，製造工場の設備

の消却 Ｗｾ や，人件 ｮ 宣伝切 などが合まれている乙とも

先刻ど承知のはずである。と乙ろが， ζ のビーノレが高い

と物いをつける人は恐らくある まい。それには，いろい

ろの事的があるわけでもあるが，その反面，提出された

建設工事の見砧 価絡を￯ｉｊｾから鵜呑み ｬι するほど の豪傑 ｬζ

出会った乙と がないという のは，どういうことであろう

か。建設工事の見砧価絡は必ず値切ってみるもの. 値切

れば必ず下が るものとさ れているからである。その理由

は何か? m設て事関係者が，深く思いを凝らして反省

しなければな らぬ点は，こ乙にある。

3.  施 工設備費や 現 場 経費 は工場経費 である

建設工事は個別牛. 産( 注文生産) である。建設工事

は，生産設備や労務者がつねに移動する。工期が長期間

にわたるととが多いので，社会的経済的変動のiE轡をう

けやすい。天然 向然、の条件l乙左布されることが多い等々

建設工事には不定な要素が多分にあるので，工事原価の

算定にも. 乙れらの不純定要素 I( 見合う条件が加味され

ているのではないかというのが一般の通念であろう。事

笑，他の物品製造業のそれに比して，建設工事の原価計

r . r は決して容易ではない。

乙乙でわれわれは，建設工事の積算体系について，い

ま一度再検討する必EEがある乙とを痛感するわけである

が，いま. 私lζ 与えら れた題目は施工設{ 11m( 仮設工事

担) と現場経費という乙とになっているので，いわゆる

直接工事政と称するものと一般ti: 理費，利潤などについ

ては触れない ζ ととして，隼を進める乙とにしよう。

表- 2 (ζ 示されているように，工事原怖を構成するもの

は，直接工事白と施工設{ l11f' l ' l およひF 現場経7' 1 である。乙

の関係を. 一般の製造工業を例にとって考えてみると ，

製品を作るための材料や労務の 'l'l 用. 外 注 'l'1 などは直

接工事政に当るものであって，工場の各騒の施設や建

物，その他もろもろの経費は，施工設備'l'l と現場経費で

あると考える乙とができょう。製造工業の製品価格に工

場経'l'l が加味されていないものはな l 、。工場経質を加味

しなければ，企業そのものがなりたたないからである。

とζ ろが，建設工事の工場7' 1 と見倣される 1' 1 用につい

てはどうであろうか。

建設工事政の主体をなす直接工事政は，細目工事政や

区分工事政の私上げによっ て私算される。その数字は，

材料71f.と いい労務1' 1 といい，精細な設計図と，必要な見
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t'i J倒閣が与えられれば，誰がやっ ても相当正確な値を計

上する乙とができるはずである 。反面， 施工設備費およ

び経自については，その積算過程に，施工業者独自の施

工方針を幹として，既往デー ターの積重ねによる資料を

組み入れ，業者の装備するあらゆる能β ( 資本の装備ノ1))

を桜j策して， 3-1阻iを進めねばな らないとい う特殊な豆索

があるので， 一般的，平盤的にその数字を推定計上する

乙とができない。それかあらぬか，昭和22年! こ公布され

た法 ｮ｜ ＡＺ￬Ｇｾ 171 号lζ 関連して， 昭和24年，大蔵大臣から各

行庁の長 lζ 通達された「予算決算および会計令郊86条の

3 tむ1 : 項第 2 号@の規定による諸雑11 f . の基準についてJ

lζ は，官公庁発訂: の建設工事の予定価格の積算基準を示

して， ，諸経 Ｗｾ の事 ｬｩ は，純工事政 ｬζ 対して ｸ 96がj @当であ

るとしている。施工設 ｾｭ ＧｬＧｬＨ ζ つい ても同 じような考え方

lζ 立って汗| 上される乙とになっているが，乙の乙とは，

施工設{ 11mや経'l'l は，実績の分析がない限りその積算が

困難である乙とを示すものである。その結果，提出見積

書! こは，直接工事政以外の項目 lζ は，内訳明細書をつけ

る必EEがないとされているのである。いわば，解りやす

い項目は詳細に，そうでないと乙ろは一括してという考

え方で，見新型] ーとしては， 精粗混合，ま 乙とに不合理な

形をとらざるを得なかったというしだいである。そのた

め，見積金額が工事予算と釣合わない場合は，施工設備

Ｑｾ ゃ経世の項目でやり繰りして，表而上の体裁を整える

という操作が常套手段として行なわれる乙とになるわけ

である。

乙のような， Z!i 鉱体系 自体の不明確さを除くために

は，まず，施工設備白，経費( ( 関する積算体系を整備し

て，正確なデータを把握し，硝子張りの積算を行なうと

ともに，必要な経費や利潤は堂々と計上するという方向

K 進めなければなら ない。

4.  施工設備費や現場経費は適切であるか

施工設備 Ｗｾ を硝子張り』 ζ するという意見には ， 当然異

論があるものと思われる。私が，仮設工事'l'l を，施工設

備1' 1 と呼ひ' 替えているのも，実は，乙の辺のヨ5- え方を示

すためにほかならなし、。一般に ，仮設工事とは直接工事

を施工するための仮の設備である。でき上った建物には

なんら形骸を残さない，いはば，建物の価値成形の要素

としては不安なものであるという考え方が多い。ところ

が前述したように，仮設工事なくして直接工事は考えら

れない一一仮設工事が直接工事を達成するための，必要

不可欠の手段である ならば，仮設工事は，建物の価値を

成形する ｭｾ なｾ索でなければならない。乙れを，仮の

設備と称すると乙ろに，考え方の根本』ζ 大きな誤りがあ

るのであって，施工のための工場設備，すなわち「施工

設備」と称するのが当然ではないかと思うのである。



仮 闘 い 加 料 一 一

事 務 所 H 一一

下 小 lii 11 一一

飯 場 w 一一

巡 形 H 一一

足溺筏織 H  一一|一一一一共通施工設備費

1  ( 共通仮設)

現寸型板 11 - 一一

養 生 政一一

安 全 設 備 加 料 一 一

雑 設 備 H 一一

現易消純品' 1 ' 1 -

労 務 質一一

巡提ｾ ' 1' 1-

共通織械器1.1*' 1' 1一一

同熔付j l J j 級政一一

動力用水光熱' 1 ' 1 -

表 - 4  

工

靭

価

絡
日Ti -

表 - 3  

材 料 費 一

労 務 質 ー

1- 0 0 工 事 費 一

外註ｾｾー

損料そ の他ー

一

般

管

理

質

負

拘

額

。

土 留 設 備 賢 一 一

掘 削 設 備 ' 1 ' 1 -

水 替 紋 { 相 ' 1 ' 1 -

地 } f >杭 打 投 UN' I ' I - 卜一一直俊工事路工設備' J ' l .

I  ( 直銭仮設)

コン空リ ー ト打般的'1'1一一ー

鉄 骨 m万 般 的 ' / 2 -

特 殊 工 司I 倣 UN '/2-

諸

経

質

労 務 野 望I! ' fl . -

lU 税公: l l l ! 一

保 殴 料ー

人 件 費 ー1 1現

稲利 長，ｩ生 ｾＧＱＮー トーｼ 場 ｬ 一 一Ｍ

I 務 国 品 質 ー1 1経

旅費，交 通 過 釘 賢 一I I賛

交 際 ' / 2 -

補 償 1'1.一

総 売ー

注: 各i役品!'/2rc は材料' f l . ，労JT6'fl. ，迎搬' / 2 ，機械器f五tf!l ，同

据付Ｚｕ ｬ ｪｬｊｪ ｾｈ ＧＱＮなどが合まれる。

以上と同じような乙とが，現場経費の算出についても

いえる乙とになる。

5. 施工設備費および現場 経 費 の 内 容

施工設備' { ! ( や現場経費は，純工事' l ' ! 1ζ 対するpgゃ，単

位而私当り幾らというような，安易な計上方法で算出さ

れてはならない。前述したように ，工事施工のレイアウ

トの優劣を示すものである以上 ， 直接工事 Ｑｾ と同様，総

合的な観点 にた って，精細な毛ｾｾ字が行なわれる乙とが必

要となる。

そ乙で，施工設備費と現場経質として一般に考えら れ

る資自 κ ついて，以下lζ 説明することとしよう。

まず，建築訪ね工事経' { ! ( 研究会が発表明日和30年) し

ている 「建築訪負工事諸経世算定資料J に示さ れている

工事価格の構成は， 表-3 のとおりであるが，そのなか

でにコでか乙んだものが こ乙でいう施工設備 ｹｾ および

現窃経mlζ 当るものである。乙の施工設側1mの籾| 目を示

したものが 表 Ｍ Ｔ である。現場経 Ｑｾ の細目は ， 表 Ｍ Ｓ ｩｃＮ 示さ

れたもので大変ーをつくしているが，人件Wc . は，給与と

法定福利 ｹｾ が ， 事務用品質にはｻ 十 器保 ＱＱ 品ＧｬＧＡならびにその

15 

さ て，施工設備 Ｇｴｾ を硝 子張りで算出す るというととで

あるが，一つの建物を施工するさい ，試み! こ . 数社の施工

業者にその施工の方針，計画を求めたならば，そ乙! こなん

らかの相泣. 点があ るはずである。それは，それぞれの業

者の技術力，資材の購入転用率，動員しうる労働力，機

械力その他あらゆる施工能力の総合力が異なる からであ

る。乙れを私は資本の装備力と呼んでいるが， ζ のよう

に， 工事の方法が，それぞれの施工業者によっ て異なる

限り，施工設備政が異なるのも当然の乙とである。むし

ろ異なると乙ろ に特徴があるのであって， llit い設{Jlli 'fll

で，精度の高い建物を，早く作り上げる乙とができる業

者がこの工事の施工業者としてもっとも適当であるとい

える。たとえ，設部ｉｩｾｾが廉くても ， 工事の精度が悪く ，

工期が達成できなければ，その設。1mは決して成いとは

いい得ない。施工設備貨の当否に対する判断は，施工の

方針なり施工の計画一ーすなわち工事施工のレイアウト

の阪劣にあ ると思うのである。乙のように，各社Hl 自の

範工計画 lζ 従って，そのm用をt1出したものが施工設備

白であるから，その方針が l児| 僚に示されていなければ，

それぞれの優劣を判断することができないわけである。



大阪府建築部及住宅公団大阪支所異動

吾朗氏

俊行氏( 指潟諜良)

mWi 氏 ( 福岡瓜日宅訓良)

二=.Mt 氏 ( 住宅ru投勝良)

儀氏Ｈ営繕ｾＡＡ足Ｉ

楼氏 ( (1・宅ru; 役深主幹)

大阪府建築部

建 築 部 次 長 太 田

建 政 課 長

， ) 庁 総 謀 長 恒 間

指 導 主 課 長 山本

住 宅 開 発 課 長 寺 島

住宅五t設 課 長 山 田

特別'}:¥'給 室 長 宇 治 村

住宅公団大阪支所

関東支所次長 元吉勇太郎氏( 強策部長)

建築部長神田行士主氏( 砲3 s 部工事良)

昭和37年 1級建築士試験の施行

建築士i1:: (IIH和 25 1下il ;j jl;:f¥ 202 ｾｬＩ第 13 条の

規定 lこより ，昭和37年 1 級往築士試験は次の通り

}jも行 されます。

1. 試験地

札幌市，青森市， (111台市，浦和市，東京都，

横浜市， 新潟市， 金沢市，前十岡市，千ノ'，i i ) 手J

岐阜県羽 !;J l] ll 笠必町，京都市， 大阪市，神戸

市，鳥取市，広! ; 五市，高k良市，都岡市，熊本

市，鹿児山市

2  試験JVJ 口および時間百1

8 月25 11 ( 土眼 目)

午前 9 11寺一一一午前 11 11与

午前 11 時45分 午 後 1 1時45分

午後 2 1時一一一午後 4 11年

8 月26 仁1 (日 IlTtI日)

午前 9 時一一一午前 11 11寺

午前 11 1時45分 午 後 五lI !j 15分

受験 11- 1込手続

(  1  ) 受験 11-' 込書提出期間

6  Jc] 20 EI ( 水際日) から 7 Ji 5 日( 木眼口 )

まで

( 2  ) 受験中込提出場所

住所地の都道府県建築主傍諜

(  3  ) 受験中込書，受験案内等は り 111 日( 月曜

IJ ) から 各占I1道府県建築主務諜で交付ーする

なお，郵送で交付を求める場介は，郵便

切手 ( 10円) をはった宛先IIJ ]，: 己の封筒を必

ず同対する乙と。

合絡発表

f今絡ぞ; の発表は 12Jj 下旬の予定

その他

!t] 築設計製図の設計課題は 6 月20 IJ 付け官報

で公告する。

建 築 計 画

池 袋 施 工

m築 法 規

止t 築 椛 造

建築設，n. 製|記l
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イｾ沼 ＱＷ ＱＨがＭＺｴまれ て いることを忘れてはなら な い。 な お ，

補償V { l c は，工事 lζ 伴なって近隣の建物，住民などに与

える有形，無形の損害lζ 対するものなどが合まれるわけ

であるが，原則 として，無形の祈H1tl!( はJ I上する根拠が

ないので， 工事y!( の JI ・t?: から除外されるのが也ー通であ

る。また，工事に1 ' 1 ' なって作業協用の敷地や道路の一部

を俗地する ζ とがある。この利! のy!( 用も ， 自立に割以経

貨として;n上する。

以 上 のように ， 施工設 ｾｬｉ ､ＡＨ および経此の内作を分析す

ると ，それぞれのy ! ( 自のもn干s はさして1賢官ではない ζ と

がれ かる。た とえば，足ｧ［桜橋な ら ，梨設 ｾ ｉ 闘をたてて

その数量を鉱山し手持ち資材の五l i J fJ ｾ＠ 1阿とにらみ代わせ

て，その ｬ 而絡を計算し ， 梨十ム労務 ｮ 補修 ｴ ｬＨ などを介Ｑ＿ｾ

すればよい。経71 ( についても一般1 " ' ; : 恕伐との関係でいろ

いろ問j出は あろうが，配属人口 ，T.)OJ. l : ' F の切所，工

事のm絞，工事代史11の方法などが決定すれば，当然大過

のない数字がｴ＿ ｾｕｉｉ されるはずである。紙数にｼ以りがある

ので，乙れ以上納 11[1には触れないが，施工設備YI ( および

現場経1' 1. の詳細な:f>'(算;1については，永 )1 久ki i:氏主t築施

工夫用講座仮設工事 (2 8 - 3 0) Ｈ正ｾ築技術 ＱＹＶＱ イ ＱＺ ， Ｘ - 10) J )  

に詳述されているから参照されたい。

び

仮設工ＧｍＡＨは刻 ｩ 物である。よくわからないという τ ・ｾ

を耳にするが，決してむつかしいものでもなければ，高

等数学を使わねばJ，'):，'] '， できないというものでもない。裂

は，工事胞工のレイアウトをいかにするか，胞工業. f i の

総代 Ｉｊ が ， どのよう な ｊｾ でレイアウトの 上 に友引され て

くるかという ζ とにある。レイアウ トを与えないで，市

なる工11( の比率やII i i 脳卒で I '，1日lり切ろうとするところに

突いを無視した大きな il¥; 誤がある。プ4 窃設備の低劣が，

i製造された品物の品質や価絡に大きく 12科する乙とを忘

れではな らない。

荘、は， ζ の杭の初め ｉ ｃ ， 月光ｾＧ［［Ｚ磁のお訂の修復作業の

伊lを上げたが，乙の作業の}jUi工設V11i1!( や経y!( が，前技工

事 7!( に対する比本で JI ';c; tされたとするならば，恐らく常

識を超えた数字になっ ていたものと思われる。

建設工事11 ( は，乙乙数年来，材料やJ 'j・4若11( の高JI常によ

って，うなぎ上り lζ 上刻しつつある。 ') J ，設備投資の

抑制策，官公庁工'Jcの単価問j辿な ど，発注- ( ' j ' O! IJ からの1m

求は， nを追うにつれて建設業者 IC ，' ，' ] 烈! となりつつあ

る。施工業者は，より - } f ' I 社内態勢を完備して，ブi ' ) 主将

の1J!;Riζ 沿え るよう努ノJ するととも に，五t 設工事政にか

らまるいろいろの疑点を明らかにし，技術ノ'J. 総代ノJ の

優劣をもって掌々と工事を競うこととなりたいものであ

る。そのためには建設工事政の構成，原価;n卸; など lζ 対

する関係各位の深い理解と認識をとくに期待するもので

あ る 。 ( 筆 者 K K大林組本庖工t首都)
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建設会社と 建 築工 費

建

吾川J

員又 業

政 岡

五t設J主将が注文;者から rf l ! こ関する通知をうけて， も

っとも初めに行なう業務は加算である。工事契約をする

羽合，'':;¥'{I ，1i によるなとの特別の協合以外は，競争入札に

よる! J j 介はもちろんのとと， 1はな契約による J品作も，か

ならずf} 'i};品という故初の段| 併を経なければならない。実

Ｇｬｾｗ ＾￬Ｚ による似合でも ，概算見初りは 必裂であるし ，と

くに工事政を限定ロれた窃作や報酬ポが工 Ｇｗ ，ｾ によっ

て動く ｊ 必介には，競争入札 ｬ 乙準ずる粘併な ｾ［ＧＱ 勿が必 ｅｋ ーで

ある。注文 ［者が 施工者を決定するブ Ｇｪｩｬｾ は，競争入札によ

る場合がy く 官公庁は会，;!'il; (第29条) によって競+t

入札を正tてliij とすることは当然であるが，民間において

もほとんどのて引が桁十』競争入札によっている ζ とは，

改めて説明を必しない。| 治志契約における場介でも ，0¥

設業11、では後述するように適当な見狛期間をおくように

定めているのであって，競争入札と間後にかならず見杭

りが行なわれる。このようにして，見秘りという! 交| 科を

経ずして， Ｐ｜［没ｾＭｦｦがー ｲＧｪｩＺ に取りかかるということは Ｎ

災古などに起閃する緊急 ｬ じむ Ｑｾｊ ない羽合なと ， きわめ て

稀な羽合以外にはあり l!}' ない。

特命による局代は 1 つのてτF! こ対して l 人の業1 ' i が見

和るのであるが，見 ，ｦ［ＧＱ り介わせになると普通 Ｒ ｾ Ｔ 人の業

者が兄;Wる。 J行ア1競争入札になると， j行' Y，される浜名は

会;)1法規でなるべく 5 人以上( I ' 算決算及び会，n令節目

条) と } Eめられているために，官民いずれの初代を問わ

ず普通 Ｖｾ ＱＰ 人Ａ立が折れされる。般競争入札 ， すなわ

ち公入札の場介は，もちろんこれ以上の多数のおが見砧

っている。比政ったが ｩ ［，ｴｾ， i治: 卒L1'i'は l 人選ばれるのであ

って，他の1 ' i はまったく徒労l乙終わる。すなわち ，見引

った工事のな かからわずかにその何分の l かが契約 lこ持

ち込めるのであって，換7守すれば央約高の数{iP，おそる

くはその7- 8fたにも及ぶ見初りを行なっているわけであ

る。したがって，凡杭りをする人員の配置も相当多人数

を必ｾとする。

人の配置の上からＭｊＨＨ ｩ 不利な乙とは ， 見 ｦ［ Ｇ ｬ りｾ傍の ｩ 士

事の品がH寺問i ' 1(j1C きわめて変動が多い乙とである。それ

はあくまでも注文によって左心されるのであって，まっ

と 見 積 り

基 次

たく向らの計画で動けない宿命を持っている。乙の rlJ=.

性のない業務は， その上にさらに期間を厳司11乙定めら

れ， しかもきわめて短時臼しか与えられないという窓ま

れない条件下で行なわれる。

• 
見積り期聞については，予算決算及び会計令努i 84条と

0 ¥設業法第20条，同施行令第 6 条に規定がある。すなわ

ちがj者では，入札のブj j 去によって競争 l乙付しようとす

るときは ， その入札期日の前日から起 ｲｾ しして少なくとも

10 口市j に公告しなければなるぬとし I 与を変する場合は

5  1' 1までに短縮できるとしている。また建設業法では| 泊

ＥＺｾ契約による湯合は契約を締結するｊ￬ ￭ｪ に ， 競争入札によ

る協令は入札を行なう前に，一定期間の見初期間を設け

なければな らぬとし，イT第 6 条でこの JDJ 聞を，工事 1 件

の予定価絡が，①500刀円未満のものについては l L1以上

①500万円以上 5 ，000万円未満は lOn以上，① 5 ，000万円

以上は 15 日以上とし，止むを1!JぬILJ 台は②，①の j切聞に

ついて 5 1' 1以内 lζ 限り短縮しでもよいとしている。また

同の入札ではがj述の予算決算及び会計令の定める j切聞に

よるように定めている。

しかし実仙は， 15 11 以上もの見秘 JUJ 聞のあるものは硫

であって，その芯l床からはほとんどの協令，いずれも緊

急止むを得ないものの形をとっている。貨幣価値が下訴

したために 5 ，000万円という線が低く なってしまった

乙とと ，工事が大きくなった ζ とも，上記見積 JUJ 間が守

られにくい原閃であろうが，このような訓示規定はとか

く -般に怪んぜられることは遺憾である。

• 
乙の短いJtj 聞の終り ，すなわち入札時聞は数分の遅れ

も詐されない。このようにして，慌しいしかも波を打つ

見砧り業務を処理していくためには，加算をする方法の

精粗によっ て調節したり，中小企業と・ころでは他の郎J l lj

から人員を応援させるなどの方法を講じている。ゴー細 l乙

見fj'l る暇がない場合は，統計値などによって概算見砧り

をするが ，それが終札と直接関係し，ひいては工事成紡に

つながるものであることを思えば，決して安易に片付け
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られるものではない。種々雑多な建物について，いろい

ろの設計者の手になるものを概算する乙とは，設計事務

所のそれに比べて困難なものであり，かつ粘度も低い。

乙のようにして，次から次へと入札l時聞に追われ，休

祭口をも不足JI 存ちな見積矧閣に加えて努力を霊ねている

にかかわらず，ま乙とに下車!i み的な仕事であっ て，報い

られると乙ろが少し、。工事部の仕事のように起工式だと

か務成式だとかいう華やかさもなければ，小休止をする

暇もない。見私る短い期聞に比べて，比較にならない長

い時間をかけて発見される見草li り蒸しは，仮借なく指摘

され，難詰される。

見和ったものが幸いに契約ができて突を結べばよい

が，大多数の突を結ばないものについては，注文者は' I . ' t

用を支払わないのみか， i 勉強が足りない」として一瞥

さえ与えようとしない。また建設業の包・3長のなかでは，

直接稼ぎ山す部門でないために，華々しい脚光を浴びる

こともな く，ともすると軽んぜられる乙とさえある。仕

事の性質上，経験が第 l であって，進歩的なEE索はあま

り必豆 としない乙とも ，会社内部1での地味な存在になり

がちな 1 要因であろう。乙のようにして一向に映えない

仕事ではあるが，それが落札，契約につながる tr4 1関門

である以上，重' ! J : ーな部門であることには巡いないのであ

って，経験に宮んだ会社内部での実力者が立任者として

m当している乙とはいうまでもない。

• 
最近のように建築1' 1 . が上騰を続けるときは，予算超過

になって入札をし て も落札しにくい。ｼ泊ｦＡｾ契約 ｬζ 入って

内訳明細書を突き合わせてみて， 一・致しないのは大抵の

場合仮設 Ｗ ｾ と経費である。図面と仕綴普で拾い出せる部

分はコン クリートの品にしても，欽' 自の: ! i l : ! 乙しでも大し

て相累がない。また仮に巡っていても，それはお互いに

チェックの仕織がある。単価も同級である。しかし仮設

資とか，経7' 1. になると ，両者間で納得の行くことが少な

し、。

仮設7'1. は仮設工事に関する1 ' i . 用であって，仮設工事ド

従来胞工者が; J I岡実施するものとして. 設;11 者があまり

深入りしなかった傾向がある。したがっ てどのような仮

設計画をして，工期と関述してどのように段取りをして

行くかについて，設計者( まあまり i深い関心を払わない乙

とさえある。しかし乙の内容が仮設1' 1 . を決定する。工期

は直接仮設計画lに影轡を与える。工期lが短いL括合は普通

失口1 ' i . として，労務1'1. 1ζ 歩増しが行なわれるが，それ以外

ｬ ζ 仮設 ｹｾ の増大する乙とは当然の乙とである。仮設ＱＧｩＮを

大別すると，①型枠材料1 ' i . ，①仮設材料7 ' i . . ①仮設外注

Yll ，①機械器具1' i . ，①; r y ) 力用水光熱7' i . . ①巡搬7' 1. などに

分けられるが，工期が短いと①，①，①，①などが著し

く明大す乙とはＺ｜ｩ ｬ 像に ｾＺｦｦｩ くない。乙の発注者と受注者と

の凶の 11郎、j f J ; いを是正する方法は，仮設工事を他の木工

事やコンクリート工事などと同級lζ 詳細l HCかつ広範囲に

体系づけ，胞工計画を合めた内容にまで発展させて，線

本的には学校の教育にまでさかのぼって改善する必EEが

あろう。そしてすべての建築技術者をして施工計画 l乙精

通させる乙乙がJI干裂である。このためには建設業者はい

ままでK 得た経験と理論を系統だてて整理し，注文者似11

の技術者の協ノJ を得て，仮設工事の内容をより詳しく ，

正確に解明する必安がある。とくに最近顕著になった施

工の機械化は，機械器具lζ 関してとりあげなければなら

ない数多くの諸問題を生んでおり，工事規模の大型化や

地下工法の発展などもそれぞれ従来の仮設計画を大きく

改変させつつある。仮設工事が全工事中に占める宝7 ! l さ

は，こんどますます芹! 大することは必至であって，正当

な仮設1' 1 . が予算の上ICJ -I' 上されるためにも，建設業者γ

進んでこれを究明して衆知さ せる必豆がある。

• 
経i 'i. については， 直接経i ' i . ( 現主易経m と間接経'l.'l

(一般:j_'j:PJU'1. u 担額) !C分かれ，見初りの場合は flJ 測も

後者に合めるのが普通である。注文; 者 flllJ の予算では，

これらは一括して純工事政に何パーセント かをかけて社

11 1111 111111 111111111 11 1111 111111111 1111 111 1111 1111111111111111111 11 11 1111 11 11111111111111 1111 111 111111111111111111111111 11111 111111 1111 1111111111111 1111111 111 111 11111111 111 111 1111 111 111111 1111111 11111 11 11111111111111111 111 111 11 11111111 111111。

く険ペィ尋〉

ビ ニール ｾ塗料

量孟ＭＮＮＮＮＮＮｾ旬、
5 0 0 0 級 ス ー パ ー

量孟= 且....9克 5 0 0 0

大 阪 ・ 東 京 ・ 名古屋

福 岡 ・広 島 ・ 金 沢

新 潟 ・ 静 岡 ・ 群 馬

浜 松 ・ 仙 台 ・ 札 幌
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上 しているようであるが，純工事政が大きく なると低率

に，小さくなると高率に加減される乙とがある。しかし

現場経世は，その現場に直接関係のあるものであっ て，

具体的に詳細に見積ることが可能である。建物の各部分

を図面と仕綴舎に基づいて拾いだす繁雑さに比べれば，

現場経 ｹｾ の ｔｾｴ ［ｲ は いかに入念に行 なっても ， その労Ｉ｝は

それのイ可ー|分のーにも{ 直しないであろう。したがっ て具

体的に個々に数字を計上 して見積る乙とは業者の立場と

しては当然のことであり ，予算編成者もそのようにあっ

「ほしい。そしてこ の数字は現協の条件によって相異は

あるが，施工者が誰であるかによっ てそれほ どの大差の

あるものではない。

しかし間接経 ｹｾ は少し雌きが異 なる。間接 経 ｹｾ に関し

ＭＭ は業者白 ｻ本 も過去における工事消 化呈 と間接経 ｹｾ を算

出し，そのときの補正を行ないながら純工事伐にそのねl

合を乗じて加算しているのが也ー通であろう。したがって

これはが] の現場経世とは逆に，現協の条件にはあまり関

係な く. むしろ施工をする業者ーによっ て， またそのH寺1切

によって異なるものである。業者は激しい競争のなかで

他の業者 ｬ こ打ち勝っ て 工事を ｾｦｾ せん がた めに，つねに

この間接経世の低減に力を注いでいる。しかし乙の経質

の計 上方法が上述のようであるために，業ぞ［が ｾＱｴ 向で適

正であると定めた率について， 客観的に妥当であるか否

かについては疑問のある局代があるであろう。したがっ

て 間接経 ｹｾ が多過ぎるとか，不足するとかいってもその

判定はきわめて困難である。せめて業界が協力してその

ときどきにおける一つの統 ｾｉＮ 的な数値でもまとめる乙と

ができれば，ー般的な目安ができ ，判定を やや作易に導

くことができるであろう。

。

つぎに間接経 ｹｾ に含めて， ｩｪ 上される利測について一言

しよう。建設業界の経営もようやく 近代的な軌道 lζ 釆り

かけて， 株式も公開されるものが迫々でてきた乙とはう

れし" 、ことである。そこでいままでの個人経目的な考え

方から一歩前進しなければならなくなった。従来の個人

的な経営の場合は，儲けたら自分がとり ，損をしたら自

分が辛抱さえすればよかった。しかし，株式会社として

経営をしていくためには，このよう な安易な考え方は許

されない。株主への配当は，あたかも銀行からの借入金

!e対する利払し、と同織に，経営者としては必らず実行し

なければならない事柄である。その配当率はその会社の

内容や，一般経済界の情勢や，同業者の振り合L、から ，

必らずしも一定のものではなかろうが，少な くとも企業

として健全に継続発展していくためには，ある適正なも

のを持つ必要がある。配当を行なうためには，それK 対

応する税を納め，一定の利益準備金を私立てなければな

らなし、。したがって，一定の配当をするためには，税や

準備金などを含めたものを利益として生みだす必要ーがあ

る。そして乙の適正な利益は従来のいわゆる儲けではな

くて，株式会社を経営していく上からの必型経vl である

乙とを強調 したい。

4炉

建設業界 lζ おける見積りは上述のようである から ，こ

乙lζ っき' の 3 点について改善の意見を提案したい。

その 1 は，従来経験の積み重ねによって，各社おのお

のに完成した見積りの方法を一堂l乙集めて検討を加え，

そのなかからもっとも合理的な簡便で正1能な方法を抽出

し，業界 lζ は負担の多い，繁雑で手間のかかる見積り業

務を少しでも筒業化する乙とに努めたい。

その 2 は，施工計画を体系づけて仮設工事に関する知

識を技術者へ渉透させ，仮設費を一層明確にして積算が

明l山容易に行なえるようにしたし、。

その 3 は，経' 1 . ' i について，直接経' 1 . ' i はその計上する項

目と計 上の仕方をさらにt .l 細正確に行なうように習慣づ

け，間接経費と利測については，そのヨ5・え方や計上の仕

方についてさらに合理的な方法を確立したい。

( ;世11" K K松村総監在役)
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官公庁建築予算問題 その 1

官 庁 建 物 予 算 単 価

藤 ;畢

1  .  まえがき

ｾｾ単価の訴といえば とかく hiのこるような細かい

数字が; ylj べられがちで，そのために虫変な問題であり な

がら ，興味を殺がれる結果となっている乙とが多い。

したがって，今回は細かい数字は一切抜きにして， ご

く大雑犯な活をすることにして. つぎの 11阪序で祭を進め

る乙とにする。

現 状

原 因

ヨ5- えブJ

なお，乙れから述べることは. 建設千? を主とした国家

機関についての乙とで，公社. 地方公共団体な どの乙と

は，それぞれ別に執筆されることになっ ているので，あ

らかじめお断りしてお くe

2.  単価の現状

官庁工事の単価といえば. 色1 のことは l 、ざ知らず，今

は「安い」のー認につきるだろう。あるいは「安過ぎ

るJ といわれるかもしれないが，どうも一般に安い物の

代名詞のように佼われていることは，ま乙とに心苦しい

しだいである。

しかし「安い」にもよってきたるべき原因がある 。つ

ぎにその原因を探ってみることにするが，われわれも決

して安い乙とに満足しているのではない。否，あらゆる

方法を諮じて少しでも世間並の単価に近づけよ うと努力

しているのである。

面t ' lの縮少，設計の工夫などいずれもその方法である

が， 何分l乙も限られた枠のなかで行なう操作であるか

ら，十分でないのが現状である。

3.  安い原因

「高いJ ， I安い」ということは，その物の絶対的価

絡の ほかに，他の物 との比較においても相対的にもいい

うる乙とである。

単価について も同級に，絶対的 lこ安い原因 と，民間の

単価l乙比べて相対的に安い原因の二つにわけで考えてみ

る乙 とにしたし、。

20 
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( 1  ) 絶対的原因

これについては，予ｾ＿単価決定の径約と ， 工事発註の

H剖切が関係すると思われるので順次述べてみる。

われわれはM 1f  7， 8 月 の2. い盛りに来年度工τj. の予

算裂求資料を作成する。

このときにはｾ設 ｦ￭ で共通的にｾ求単価を決め，それ

に基づいて工事政を算出するが，この22求1 j 1 価は当然の

ことながら，決して安くはないのである。

これがそのまま O K になるなら，あえて各方面から批

;!!i iをうけるような結果にはならないのであるが，そうは

問原が卸さない。

単価のきまるまでには大政fi Ｈ Ｍ ｬｾｾｴｬ ・局Ｉの査定という

郷関がある。

大i法行は同の財布を孤っ ていると乙ろであるから ，金

をだす乙とに渋いのは当り前であるが， TE定さ れた単価

はわれわれの' E i ; J t と大 li J ｉ 乙ｾうのである。

査定の綴拠はわれわれにはよく解ら ないが，過去の実

絞とか経済の見通しとかによって ｬ［ｾ ｊ りださ れ るであろう

と想像する。

ただし，その:n絞 1I 体が安い単価のために，而L1i の縮

少，仕上程度の低下など，すでに歪んだ j巴においてでき

あがっているものであるから ，乙 れ を 所 用されたので

は，歪がいぜんとして絞るわけで‘ あり，経済の見通しな

どというものは天気予報と同じで，あま りあてにはなら

ないものである。

かくしてまず安い単価ができあがるのである が，つ ぎ

の工事発注の j支| 特において， さらにズレが斗ずるのであ

る。

すなわち ，l Ji似iの公定されるのは，，iIJ 年度の 1 2 - 1 月

以であり ，われわれが翌年度の工事として発 註 す る の

は， 6 - 7)j 以降であ るから ，その悶は少な くとも半年

位の聞きがある。

この JDl聞に物filli の変動がな ければよいのであ るが，そ

れを期待するこ と は ｾ ｪｬ ｬｊ、しく ， ζ と に 近頃の よ う に 物 価

イ ｾｾＧｗ ｉ で 他上 りが詳しいと ， たださえ安いも の に Ｗ イ ナ ス

の恐条件が)JfI わっ て，'111間の実的 !こ程遠い単価とな るの

である。



(  2 ) 相対的原因

これは直接的な問題ではないが，単価の問屈が- 'rl tに

取り上げられて，内容を顧みずに絶対値のみ云々むれる

と. 誤解を生じやすいので - ，守つけ加えたいのである

が建物の質が乙れ! こ関係するのである。

ｾＱＮｦｬｕ ￎ の高低によって建物の質も上下するから ， 質を度

外視して 1引11fi を比較することはできない。

Ａｵｬ物の買には ， 材料の質と胞工の ｦｬｾ 2  fo1¥Mi が考えら

れるが Ｎ 施工の買が単価の数字 ｬζ ［ｩｾ 轡を及ぼすのは ，労

務伐の ｊｾ においてだけであり， しかも一般的 lこは仕織の

防相lはほとんど無視され，数字的な相i主は表わされない

ので. はなはだJt 下務のようであるが，乙こでは建物の

11ニ材料 Ct: として仕上材料) の質という乙とにする。

したがって質のよい，すなわち単価の高い建築に多く

抜している人々ほど官庁正iト物の単価が2たいと! ぷじられる

率は大きいと思うが，官庁のII 物は，ごく少数の特殊な

! u l 物を除けばま乙と lζ 質采なものであって，それに見合

う単価も相応に安いものであるという乙とを念頭におい

て頂きたい。

民間の! ul 物は ，1.当利事業においては，それが一つの投

資であるから，それによって利測があがるならば，いく

ら金をかけてもよいのであるが，官庁の4L; 合はそうはい

かない。 mてる金は国民の税金で附われるのであるから

一文でも安いブJ がよいにきまっているし，できたものか

、は何の平IJil¥'j も作じなし、。( ただし，特別会計ーに属する

一部の建物については別である。) したがって必物の質

は必夏最小限度という乙とになり，単価li も安いと ζ ろに

おちつく。

文化の程度が進むに従って，官庁建物といえども年々

質的向上をしつつあり，またかくあるのが当然と考える

が，民間建物との間にはなお相当の聞きがあり . さらに

向上のテンポが逝いために質の聞きは増大する一方であ

る。

またm物を使用している人述の懐具合をみても，民間

の高級ヒル lこは高級サラリ ーマンが，官庁の質素なピノレ

には?i O給の公務員がし、て， ちょうど釣令がとれているよ

うである。官庁単価もかかる釣合比率に従えば，あなが

ち不当ではないかもしれない。

4  単価に対する考え方

i i i J 項において単価の安い原凶を考えたが，いささか立ー

任を他に転嫁しすぎた嫌いがあるように思われるかもし

れないが われわれとしても決して乙れを等閑にしてい

るのではない。当然の乙とながら物価の値上りに対して

は，これに対応できるように単価の増額を大I波特に豆求

しさらにはできうる範囲内において種々の方法を談じ

て適正な単価で発註するよう努力していることはまえに

述べた通りである。しかしながら認められた別級はわれ

われの要求とほど速いものであり，工夫にも限度があっ

て，とうてい満足できるには至らない。

乙のように' k 状に令わない単価で， 13状』ζ 作うよう な

発討をしなければならないと ζ ろに附みがあり，常にわ

れわれのi i J i1i ' ( J のf l I : になっているのであるが， うまい打開

策は簡単に見l I 'lせない。 “ 何か妙薬ござらぬか，. といい

たいところである。結論らしきものもえられないので，

最後に工事の市給関係について私見を述べてむすびとし

たL、。

5. む す び

工事の受注が円前ー! こ行なわれるか否か，という乙とは

単価の問題もさる乙とながら， fE紛のバランスがとれて

いるかどうかという ζ とに影初される而も大きいと思

つ。

ひと乙ろのような建築ブームの時期においては，話f1

J走者の下持工事五iが多いために，単価のいかんにかかわ

らず ，供給ＺＡ￯｝Ｚの 不足が記玄 ｾｉ こ応じ切れない状態にあった

ようである。

もちろんこのような場合でも単価の安いという乙と

は さらに条件を怒くしているのではある が，まずかか

るアンパランスの状態を醸しださないようにすることが

必裂であろう。

宵庁の円1.f而は各地の地理的条件ICより若干地域差はあ

るが，各地のZj 給関係の相i主というものは見込まれてい

ないのであるから，行政的にその調整を図るよう指導す

ることができれば， fillJ ITn的 l乙単価の絶対航不足をある程

度カバーする乙とが可能になるのではなかろうかと考え

るのである。

( l 員後 lこお断りしておきたいのは，最近の建物では設

。ii i工市の内科が公述 [ζ 高度化しつつあるので，m物全体

の単価l には設備工事の単価が影響すると乙ろも大きいの

であるが，乙れには触れず建築工事 lζ 限定したよう な形

になってしまった ζ とである。)

( :在者 近銭地方短 ＱＱ 役品位織部 ｒｴ 師， ｉｾ 良Ｉ
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官公庁建築予算 問 題 その 2

大阪府の建築単価( 予算) ならびに 一般官庁予算の

現状と問題点について

高 津

( 1 ) 建築単価 ( 予 算) の決定と執行実施の概

要 に つ い て

大阪府の建築単価決定ならびに実胞の要領について

は， 一般官庁や 公共企業体と大差ないものと恩われる

が，ζ れを略説することにする。まず第一 K ，毎年 11月

lζ 種類別標準建物の益準単価を前年度のそれと比較検討

して決定し，乙の単価にもとづいてそれぞれの姑物の概

算見積りを算定して得た要求予算を，各関係機関の査定

を経て 2 月府会に上程する。その議決を待って実施にか

かる乙とになるのだが，設計若手は 4 月以降になる。以

下II頃を追って述べてみる乙とにする。

( 1  ) 基準単価表の作成について

前年 ＱＱ 月現在における諸材料ｾＧｻ，労務 ＧｬＡｬ ， 機械器具損

料，諸経'l!l などの単価の過去 1 年間の変動率を算定し，

それにある程度の以後の変動を見込んで所要の単価表を

決定するのだが，参考資料として当課の既入札の決定単

価，他官庁などの単価，または現場の状況や各業者の見

解ーなどを聞くとともに，数種の物価資料( 月刊誌) を参

考にしている。以上の過程を経て決定するのだが，最終

的にはつぎにかかげる分類によって，それぞれの坪当り

単価を主;14定しなければならない。

ＨイＩ建物の種類月 ｉｊ ｾ 庁舎，会館，学校の各室，公舎，

寄宿舎，病院の各棟，保建所，研究所，工窃の各積，

種畜場，温室，倉庫その他。

( ロ) 構造別~木造，鉄筋コン クリート ，鉄骨，プロッ

ク造その他。

ＨハＩ主体と付待設備見ｉ｝ ｾ 建築主体 ， 電気設 ｾ ｭ ， 暖房設

備その他。

( ニ) その他敷地造成，杭打，門柵，相| 水，浄化納，高

圧受電，引込幹線

など諸工事の単価，あるいは，EE物の規模や買の程度

別係数の決定も要する。各建物の坪単価変動率を算定す

るには，建築工事を各工事別lζ 分類し，それぞれの占め

るパーセントを材，工別々に算定し，乙れに資材および

労務質単価の変動率を代入して決定する方法や，すでに
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実施した各種工事の見積明細書の単価を 11月現在の単価

に入れ変えて計算決定する方法などを採用しているが，

具体的に数字は部合で割愛する。

( 2 ) 各建物それぞれの概算見積について

次年度計画建物の概算見積りは，基準単価表によって

算出するが，建物のt ¥' i準予算を算出後，規模，構造， 設

備，敷地，環境，立地条件などを検討して，経費を加減

するとともに杭打， ! 在地，擁壁，障害物撤去，門塀，側

溝，橋，さく井などの屋外工事，電話，時計，実験台，

厨房器具などの屋内付帯設備，電気，ガス ，水道の幹線

引込工事'l!l 等，積算追加する。

( 3 ) 予算の執行実施状況について

概算見績による要求予算額が，それぞれの機関で査定

され府会の議決を得れば，つぎつぎと実施細部設計の段

階lζ 入るのであるが，そのさいにつぎに指摘するような

組街が生じてくる。

( イ) 最近は物価の変動が激しく単価の大巾修正を要す

る。

( ロ) 細部の設計諸元が検討決定されると計画したもの

と相当巡ったものができる( 若工後においても) こと

がある。

( ハ) 決定予算が要求予算額と多少相違していることが

ある。

( ニ) 計画変更や数年度にわたって分割胞工される こと

がある。

以上の諸理由 K より実施見E百額が予算額を超過する と

問題が起乙ってくる。対策として考えられる乙とは，内

外装材料を格下げすること ，構造形体を簡系化して実質

的にする乙と，坪数を少なくする，施工の時期と期間を

経済的に考える ，他の工事と抱き合わせて割安にするこ

となどであるが，他を犠牲にするとか，質を落すとかし

て措置を講じても ，程度に限界があり，所j切の目的を達

する ζ とは困難である。結局，予算を追加するか，好意

的IC . 受注してくれる業者をみつけなければならない。幸

いに乙の 2 ， 3 年間の物価の上昇に対しては補正予算を

計上されたり受注者の理解ある協力などにより ，苦労し



ながるも執行され得た乙とはありがたいことだ。

( D 予 算 の現状の問題点に ついて

(  1  ) 単価決定のl時期 ( 2 ) 計画の適確性 ( 3 ) 実態把

握の困; i ' ! j{' ( 4 ) 予算の査定 ( 5 ) 発註のl時期 ( 6 ) 補正

予算 ( 7 ) 私見と結び，以上の 7 項目 l乙分けて遂次検討

してみる乙とにする。

(  1  ) 基準単価決定と工事発註のI時期は，少なくとも 6

ヶ月以上のずれがある。その資料蒐wの時期よりすれ

ば，なおさらで 1 年以上になる乙とがある。最近のよう

に物価の変動が激しく，上昇率の大きいときには，円滑な

予釘ーの執行は望めない。日木経済の底がi浅く，一部の建

築資材と技能労務者の絶対量が少ないため，建設ブーム

がしばらく続くと，建築の単価が短期間のうちに加述度

的l乙上昇する。 なお，乙れら二者の値上りは，臨海工業

地帯の1 } 日発や，古s市集中の産業経済の高度成長にともな

う設備投資の念明，それに輸送の困難などで行s市周辺に

おいてはとくにはなはだしし、。乙の対策としては追加予

算の計上. 計画の変更，あるいは発註時期のくりのべな

どがあるが，予算や計画の変更は官庁では障害が多く ，

また需給を円滑にする lζ は，全国の官民t 事の発註調整

まで断行しなければならない ζ とになる。

( 2 ) 概算見私りをする場合の計画は，大体の構想で設

計諸元ははなはだ概略不確実なのが多い。敷地未定で，

その造成工事，引込幹線工事，あるいは環境立地条件に

よる諸工事および諸経費の程度は仮定によるほかない場

合がある。計画についての打合せにしT も，相下が専門

家でない関係で，組鍛をきたす乙とがままある。施工段

階になっ て計画設計と相当巡った要求に直而ねばならぬ

事態が生じるとともある。ときには唆工間際になって設

計変更せねばならず， 予算を心配さ せられることもあ

る。その他ぜんぜん計画が変更され，あるいは一部くり

のべされることもないとは l 、えない。

( 3  ) 基準単価の実態を把握することはなかな か困難な

ことである。一円にいえば施工務の坪単価や，前年度の

基準単価を基にして以後の変動を補正すればよいのだ

が，その変動率を算定するのが厄介な乙とである。元来

物価は生き物だといわれる。すなわち原価との直接的な

関係よりも，むしろ沼給関係に大きく左右されるので，

適正な価格を把握する乙とは容易ではない。なお，各機

関の統計資料や専門誌の調査資料などを総合しても ，個

別的 ・単一的な各種の建築物lζ は規紋，種類，その他あ

らゆる条件の相違があり，相当巾の広い答しかでないも

のである。その上たとえ同一の設計書，資料によって積

算しでも人によって相当巡った結果がでてくることがよ

くあるものだ。まして歩掛，歩減り，許容誤差 ，補足材 ，

ロスの数誌などの取り方[ 乙も巾があり ，労務1'( のP W(労

働省告示による一般職種別賃金) と市場労務賃金との差

の取り扱い方の問題もあり ，地域的な単価の変差の見方

の相違など考えるとますます一定値が得られなくなる。

つぎに競争入札llilJ 肢に関することだが 2，3年前] 迄は少し

からいと思われる予定価絡でもなお相当，より安い価格

で落札した例はときどきあったが，最近では充分にゆと

りのあると思われる予定価格で入札しでも ，吉年札しない

ことがたびたび起こる。需給状況による差が強くあらわ

れている。 :n数だけでは割り切れない問題である。その

他の理由もあり実'r i' iはいよいよもって複雑である。この

点のふくみを持たして，ある程度巾のある単価をみたい

のだが，官庁予算では融通のさかないのが普通である。た

とえば適正価絡より，相当安い入札実績を基準にして組

まれた場合の予算で，好況期lζ 入ってますます物価上昇

過程にあるときの入札は，発註者の一番困るときだ。入

札しでもなかなか決定しない乙とが起こるわけである。

いろいろと話し合っても下請の問題や，材料，労務者の

入手確保の困難，数ヶ月先の見通し( 値上りの) 困難等

で々 業者 rl 身も古川言を持てな い様子で. 予算の不充分

な工事はなるべくなら受話した くないというのが人的と

いうものだ。

(  4  Ｉ先に述べたｾ求予算額 ｬ こ対して，関係各機関にお

いて査定されるわけだが，一定の枠内でできうる限り多

くの事業計四をしたいという希望から つい単価の匝縮

軽減の方向に，鋒先を向けられる可能性がないとはいえ

ない。それにまたがj項l乙近べた通り，安い単価の実例が

圧縮単価iの根拠ともなりうるのである。官庁では予定価

格の見税額が過大なため，予算の執行上不経済を招く乙

とは，とくに注意しなければならないというととから ，

影響をうける乙ともありうると恩われる。適正予算の計

上もまた困難なるかなといえる。

( 5  ) 諸官庁その他公共企業体lζ おいては，年度変りの

時期が 4 月I C統一されているために，自然と工事発註が

時期的に集中され，需給関係の円滑を欠く結果にもなる

ので ， ｊｴｪ註時期の調整が望ましい。なお［ｊｾＡｅ ，口照 ， 風

雨期な どの向然現象や，資材の採集| 削切なども一考を要

するととである。

( 6 )  36年度lζ は物価の上昇率が大巾で，止むを得ず補

正予算が計 上 されたが， 普通の軽微な値上 りに対して

は，特別の措置はとられない乙とが多い。

(  7  ) 最後lζ 私見を述べて結びとしたい。政府の景気調

整，設備投資抑制，金融引締などー述の改策により，過

熱が冷却さわブームが平静にもどっ て も，大きく成長を

とげた現状lζ 対して，わが国の建築材料の首班、およひ・労

働7J の絶対i立が均衡を保っていけるだろうか ? 一部資材

の単価および技能労務自については，多少の波はあっ て

も，引続き上昇する傾向があると思わわる o iill: 没界の最

大の陸路の一つである技能労務者の不足は， { 血の産業と

(2Srl へ続く〉
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官 公 庁 建 築予 算 問 題 その 3

官 公 庁 建 築 予 算 に つ い て

一一施 工 者 側 か ら一 一

山 本

建築物自体に一定の規格がなく，まれに同一規格があ

っても場所や時期によっ て不同であり，かっ発註者側は

目的物の完成につとめて予算の節減をしようとされる

し，発註者の方では. なるべく多くの予算を持って施工

いたしたいと い う願いは，古今を通じて変りはないこと

であります。

と乙ろが. 最近と くに発註者n[lj の見私価絡と受註者創1)

の見砧り価格に大きな開きが生じ，双方・これの調整に苦

慮せられたことは ご承知の通りであります。

もちろん 官庁工事といえども ，物価iや労務立金の安

定している時代なる堅実でなんらの不安もな く，かえっ

て民間工事より利点の多い而もありますが，一昨年のよ

うな台風後に急脱した建設材料や労務賃金は，その後長

j切にわたっ てもなおかつ平常に復せず，うII' ・務賃金などは

上昇の一途をたどっています。しかし，民間の工事なら

l時宜に適した契約ができ，容易に変更もでき得ますけれ

ども，官庁予算の更改となると，その資料を蒐集したり

上級官庁の決裁を経たりするまで，相当な期間がかか

り，その更改によってつぎつぎに是正の道は講じられて

いますが. 現実にはさらに上昇しているなどで，より以

上深刻に尼を引いている現状だとみています。

これらの見詰価格の差異は，双方の価格算出方法の相

述にあると恩われますが，その主な相巡点を大別します

と，

1  数量および資材単価算定について

2. 労務賃金算定について

末 男

3 .  仮設機材および一般仮設工事について

4  経v ! について

以上の 4 項目を上げることができます。

1  .  数量および資材単価算定について

単価的な差異を検討する前 lζ 発註者自[1) と業者。[1) との数

並の差異( 但し特定資材，鉄筋木材) が幾分生ずる乙と

があります。同一岡市で数i U : の相逃が生じることは一見

あり得ないことですが，発注者側の数量によって実際施

工に当った場合，通常前記特定資材の数量が不足してい

る場合が多く ，それは発註者仮1) では資材のロスを見込ん

でおらず，業者。[1) では材料のロスは当然生じうるもので

あり，見積りのさいに加算し計上するため，乙乙 lこ認め

られるべき数品の差が生じる原因と な っております。

つぎに各資材の j単価についてでありますが，現在発註

者側の資材単価は各種積算資料に基づき ;n上されている

ため，業者。[1) 0 ) 単価に比較すれば最近では納得のできう

る単価lζ 是正されつつあります。ただし一部天然資材

( ，白材，木材 ，セ メント) など最近のように物価変動の

激しいときでは，積算資料の単価とは相当の開きを認め

ざるを得ぬ現状であります。

2.  労務賃金算定につ いて

現在発註者fJl I) においては，年一回発行される労働省告

示の一般職極月 IJ i ' i : 金表によっ て算 出しておられるようで

あります。乙れは相当にH寺則的なずれがあり，また一般

111 11 111111 111 11111 1111111111 111 111 111 11 1111111111111111111111111 11111 11111 111111111111111111111111111111111111 1111111111111111111111111 111111111111111111111111111111111111111 11 11111111111111 11111 111111111 11 11111111111111111111111 11111111111111 
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感官E別賃金は政府の直結工事に使用 され るものである た

め Ｎ 幾分 低 自に押える れがち で，昨年来のよう な が ｩｾ 底期

のうち・務賃金との差は予: 1 '11以上 に開きが生じる結果と な っ

ております。労務賃金の根本的な対策を工検討畷うもの

であります。

3  仮設機材および一般仮設工事について

仮設機材の減価償却方法および仮設工事一般の見解に

ついてでありますが. 相互聞の差異がもっとも著しいの

が Ｎ 仮設て ＼ｊｾ であるといっ て も過胃で な いと思いま す 。

現在業者{ J l I Jでは仮設機材の減価償却方法( ; ; . ， ｾ主設千 ＿ 険械

1 ¥借料のi ( ; g 間内を材: 準として計上 し仮設工事一般に つい

ては. 現況に応 L て算出いたしておりますが. 発注者f i ¥IJ

では統計 上純工伐の仮設工事に相当する百分率を計上 さ

れる協合が多い cζ うであ ります。しかし仮設工事を百分

本にて掃入されることは危険でもあり . また金額の比重

が大きいところでるありますので，現場の状況を考慮

し. 適正なる価絡を算定されるようお積いい たすもので

あります。

4.  諸経費につ いて

官公庁の工事の受註者は 中小 業 者 が 大 半 で あ り ま し

て 大 下 業 者 に 比 較，、 たしますと ，工事盃に対し現場経

世および一般符辺町の工事金術に対する Ｇ ， ｉ［ｾ ｊ 合が幾分割高

となり ，昨年来各関係諸官庁方に ，われわれ中小業者の

所望している経 ｴｾｧ 与を下記のごとく提出し善処し て い

た だ く よ う お 耳 目 て しているしだ l 、であります。

現場経伐

ア1 称 純て，{ ' 1 に対する百分率

人 件 '/.'i 1.579o 

契 約 印 紙 0. 02<?o 

労 災 保 欧 0. 4690 

火 災 保 険 0. 1690 

交通通信ｾｾ 0. 409o 

事 務 u 0.2096 

賄 7'1

夜曾宿直'l'1

雑 1'1

般:r' r更rry'1

人 件 'fH. 

［ＱＺ 定福 利厚 生ｾ ＧＱ

1氏自交通過信1 ' 1

修 総 資

事務用品ｾＧＱ

光 熱 用 7Jdlb 力 的

賄 費

俗地家賃原価償却費

租 税 公 課 保 険 料

0. 389o 

0 .2796 

0 .369o 

Ｓ Ｎ ＸＲ ｾ ぢ

3. 0496 

0. 4096 

0 .5096 

0. 1596 

0. 2096 

。1096

1. 2590 

0 .579o 

0 .6596 

そ の 他 及 雑 1l( 1 .  159o 

:n 8 . 0196 

( 注) 工事対! 照は官公庁工事金額50，000 ，000程度のもの

とす。

利益( 税金，配当等) は上記!と合ま ない。

以上は共通的な ものであ りますが，当該工事の受註絶

工に当りましては，立地条件独立または比較的小工τ引こ

対する賦課率，規格仕様書の解釈範囲な どに ついて もど

配慮をお願いいたしたき 点も 多 々あり，もちろん施工業

者( とくに 中小業者) と しま しで も経引の体質改普に 努

力し，てj切短縮，仕上り ，無駄の封| 除 lこ訟を注いでおり

ます。しかしながら ，現状 といたしましては発設省s(l Jの

予算限定と，その調整に実効 をとも ないえない結果，何

らかのJBで赤字をカバーしている窮況にあります。

わが同の産業，とくに建設業が中小業主; を集約または

依存している実↑ f; に鑑み，育 成 の 窓 味 に お か れ ま し で

も， ご理解ある適正工沈のど検討会品質t 、まして}jをてう走者

といたしまして，誠怠と熱意で努) J すれば安心して， ま

た進んで公共施設m設に寄与させていただきたいと念願

いたしております。 ( m者 K K大ぷ組取締役社長)

111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111 11 11111 111111111111 11111 1111111 11111 1111111 11 11 11 111 11111 111 11 1111111 1111111111111111 11 11111111111111111 111 111111111111111111111111 11 1111111111 111111111 11111 11111 11111 1111111111111111111111 
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比絞しではなはたしく 乙れが応急の補允は非常に困難

で. その上新人lt 成の応募者が少な く，職種によっては

現状維持も疑問秘さ拘るほどである。最近の建築技能労

務者ｊＮｾ金の高騰は 需給関係! こ起因するのみならず，他

産業の労務者 lこは遂次改議さ れてきたにもかかわらず，

この関係のう1 J ' 1 t 1 ' i にのみたち遅れている( 伝統や特殊な

労働環境や条件なとの迎山による) 厚生福利胞設，作業

環境やililJ 度. 勤務条件などの改: ふを . このさい追求する

かまえがみるれるように思う。これがための統ー運動も

進行途上にあると、われ る。建築単価の安定のためには

不足資材や労務を補足するために ，不便な現湯ごとに行

なわれる ｔ ｔＮ［主的 ｉｉｾ 践を極力縮小し ， 工場の多草生産ブ ｩ

式を採用し限界に透した資材も安価で， 121f な新資材

に切り替えられねば な ら ぬ 。建設界発展の ｩ＾Ｎｇ，ｾ 路解決は目

下の急務である。

最後にm築単価( 予算) の問題点は ，fhj 給 関係のすH車

内庁i化と . 予算の融通性の二点に絞ら れ るのではないだ

ろうか。

以上波兄のよくご承知の ζ とをまとめてみたまでで，

何かのご参考に なれば幸いである。

Ｈｬｬ 王者 大阪府 迎築部 Ｑｾｴ 紛 ， ｗ 硝 ｾＭ［ｲ 係長Ｉ
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住 宅 公 団 団 地 の 屋 外 付 帯 工 事 費 に つ い て

- 6-

づ 井

1.  まえがき一一団地の屋外付帯工事

住宅公団が団地造りを始めてからすでに 7 年の月日を

経ている。乙のような鉄筋コンクリート中j己共同住宅の

民間がもっ性格は各面から論じられてきたが，木t;:j では

住宅公団大阪支所が，最近 3 年聞に建設した同地を屋外

付帯 ｪ 工事 ｹｾ の仰 ｬ からみて，どのｦￌ ＭＨｬ 分にどれほどの工事貨

をかけてきたかを検討し，また乙んどill 設する同地内の

ill.7' J.機能 ，屋外環境の整備に豆する工事政を，どのあたり

にとればよいかという，実用資料としてとり上げてみた

いと思う。公団では建設費を 表 ー1 の分類に従って，予

算 ｮ Ｇ ｦｩｩｬｬｩ か ら 原価 ＺＧ ｾ ｉＧ 算までを実施しているが， 表 一1 の屋

外付帯工事政に用地質のなかから通路，従i裁を合め，か

っ擁壁を除いて対象とした。通路については分知上，用

i也氏に入っているが，乙れは道路と同級に匂えるもので

あり，ｾ ｛ ｌｬえは屋外環境に大きい ｊｅｐｊ をもっているからで

ある。擁壁は土地造成 {ζ よって大部分が決定されるゆえ

除いてある。乙れらの屋外付お工事をつぎの二つのグル

ープに分けて考えるものとした。すなわち

( その 1 Ｉ給水配官設備，汚水排水設 ｾｭ ， 雨水排水設備

道路および通路，駐市場，外灯，岡地設備，

雑工作物の工事t ' 1. ; i '1

( その 2) 付属建物，給水塔，浄化f I"1 (設備を合ど) ， 

動) J ，植裁の工事Y'1計

( その 1 ) は住宅建設戸数，規般に応じて計画されるも

ののうちで配置設計上，自由 l立が比較的大きいものであ

り， ( その 2) はどちらかといえば配置設計ーそのものの

ｾｾ轡が工事政については少ない方に属するものである。

複雑な盟因を多く含んだ建設工事政尖紋を分析するに当

って，法則性の予想されるものをできる| 浪り集めて処理

したいところから，かような分類を用いたのであって，

26 
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かならずしも機能によるつながりがあ る ものではな い

( たとえば汚点排水設備と浄化槽は ( その 1 ) と ( その

2  ) に分かれて H るように) 。

2.  屋外付帯工事費 ( その 1 ) について

① ( その 1 ) の単価

従来，実Ui 似の検社や予算計画において工事政を把侭

するため Ｎ 戸当り単価Ｈ主体工事 ｾｬ｛ については坪単価と

あわせて) をね・用していて，屋外附帯工事政についても

もちろん問機な方法が用いられてきた。乙れは 図 ー1 (こ

示されるものであって， 1，000 戸以上の規模をもっ団地

においては戸数に正比例している。すなわち単価は 1 百

当りでほぼ一定してくるが， ＵＰＰ 戸 ｬ￬￭ｊ 後以下の ｬｩ｝ ｾ 小団

地では工 Ｇｍｾ 戸はそのばらつ主が非 'l0" 乙大 J く把但し

がたい ( 図- 2 ) 。乙れは多種多様な条件を合む団地の

屋外付帯工事を戸数のみであつかおうとすると乙ろに無

理があるとおもわれるが， しか し戸当り単価は団地計画

段階においても実用上大へん簡便な方法である。同地の

規模は要請: として敷地面砧A ，戸数N. および床面l : ilK

表ー1 • . l L 投列車E 目 別 内 訳

J1j jjl!:l'l 1 土地購入札土地造成費，通路，制

て 'Jl ｾＧＱ＠ ｉ 特妹 ｊ ，ｾ随ｾ

主体工司H'I ( 主体UJ 築，屋内設備)

鴎外付帯工事政

附J:Jj UJ 物，給水路槽，給水配! ' f ，下正lく処] I ! 附，下水¥'i' .r，

( f 日水排水，汚水排水) ，m気設仰( 外灯，動力)

道路，駐車場，闘地設備，雑工作物，擁1哩
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展外!す111工l J ¥J'i (付属建物，給水地，行s化倒，擁壁を除く)

/ S，∞ 

t ωG 

'dO 

200  .300  ｾｏ＠?コJ OO 

図-2

1000 

居外{・H持工事7'1 ( 付属姐l物，給水" 1' ; ，浄化問，擁壁を除く)

で決まるので，乙乙では ζ れ らの組合わせ

を係数として 1戸当り単価の法HIJ 性を求め

るこ とを主として試みた。 図 - 3はその結

果であって終税率 K /A を係数としてとり

上げたものである。なお工事政については

物価変動による修獲を加えたもので ，361，1' 

末頃の時仰iに相当するものである。容I点本

( 単位m
2
/ T) は配置設計上，同地のつめ乙

ムを表わすhl とJ5・えられる( 即位について

は資料の関係から床而引はが， 敷地i I U加は

坪で表わしで ある) 。容lJ'l "存比は過去 3 6ド

悶に大| 奴支所で建設した団地の総床面秘と

使用した総敷地問杭の比を 1. 00とした窃合

の各団地の指数で，いわゆる建物のつめ込

みに 比例する数である。たとえばテラス

ハウスの団地では低い値を示していて 0. 6

以下である。 1. 00付近にみられるのは総持

寺町!j ; /j 総，呑 1-1丘，緑ケ丘，浜 Cf 1 子園など

の各団地で乙れらはいずれも最近の標準的

な団地とされているものである。 図 - 3の

容積率~単価IUI 線内におけば，従来の公問

団地程度の ものは確保で J ると考えられ

る。図- 3で工事政は約 10 ，000/ 戸の巾で経

理されているが，この 巾はすことえば団地の

起伏高低など同地個有の条件，工事発設時

の各種条例ーによるものと考えられ，応用す

るにあたってはこの絶問内で紡極的 l乙各極

集件を検討の上選択. 適用したいとおもっ

ている。
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図-4 ( その 1 ) 翻 目 別 百 分 布 分 布

①工事費種目別単価

屋外付帯工事政( その 1) の計につ

いては①でその基準値が求まるが，そ

の内訳が図 41ζ 示されるような分布で

ある。それぞれ横軸は( その 1)  ;)1 に

対する百分率，縦前h: ま団地数をとり ，

296 で整理したもので，拶| 水l T ' 深，外

灯! . 駐車J : s ，園地設備は比較的偏差が

少なく，雑工作物( 柵，ベンチ，塵芥

焼却場等) ，道路( 通路を含む) はかな

りばらつきが大きい。給水配rr 設備1;;:'

給水塔設備を含む団地とそうでないも

のがあるゆえ，やや右ブ' J IC偏った傾向

がみられる。 ζ の分布から他の方法で

各工事種目について百分率のピークを

求めた 表 - 2の値が基準値といえるも

ので. + ーの範囲については上下限よ

り 1/ 6 を除き頒度 2/ 3 のものを採用し

てある。

3  屋外付帯工事費 ( その 2 ) につい

て

付属建物，給ノk塔などの ( その 2)  

1.50 については団地規模のｾ系をＨ その

1)  と| ヌ別してそれぞれの羽合につい

て分布状態をとりあげた。 いずれも縦

ｾｱｨ は団地数でーある。

①付属建物( 図-5の り

管理事務所，集会所などでi必地のな

かで変化lζ 富んだー画を構成している

建築物である。マ ーケット ，庖舗など

は建設予算の関係から乙の資料では除

かれている。付属建物の規模は公団設

計基準 lζ ，団地戸数によってその床面

積を定められてあるゆえ，ここでは工

事を 1 戸当 りで求めてその分布をとる

えた。かなりのばらつきの原因として

は構造的! と鉄筋 コンクリ ー ト耐火構造

や簡易耐火構造のものがあることも大

きい妥索と考えられるが I末l同組が規

定されるほかは設計上の自由度が大き

いことがやはり実紋値1( ，反映している

といえる。

② し尿浄化槽 ( 図-5の b)

浄化桝設備を含む( ポンプアップ主1)

力を除いた) 工 事1 . ' ( で，実紋値 l二

10 . 000- 12 . 000 iヨに極値を示してれ

る。浄化槽規模は人数械で表わされ，

その人数は共同住宅の場合床而積にぷ



って決定せられるもので O. 16 人 m
2

( 居室) とされて

いる ( J I  S  - A3302- ，961 11H表- 2) 。ことでは 1 戸当り単

価を用いて工事政を表わしであるが ，tf '化納終位と ，たと

えば躯体々 :f i ' 1 の比は，人数と床面砧よりも人数と戸数の

関係 lζ 近いととによったもので， かならず しも人数制で

表わした値ｾ､Ｚ ，工事政とは正比例しないものだからであ

る。 ζ の他 lζ 浄化槽 G. L の問題， Wl そのものの形などは

工事政を大きく左右するが，それ らを合んで乙 の資料は

ばらつきをもっていると解釈している。なお最近は団地

内lζ 集中処l I D能力をもっ汚水処型J i J J ; ) 設備をもった計画が

あるが，乙こではとりあつかっていない。

①動力設備

給水塔湯水i J i J Jカ，浄化科' i t J 1，;J<iJiJ J ) ] の令J Iーを，給水塔，

浄化相'Vの躯体設 1nli 工事' ! 11こ対する百分不で表わした。

図 5のc にみられるように 6 - 8  96te ピークを示してい

る。ぱらつきの原因は浄化納の排水に1 ' 1然欣流のものが

あるためと考えられる( 資料は千日| で友わされてある) 。

①給水塔

Monument 的な意味を持っていることは同地の象徴とし

て泣く離れても ，それが団地の所在を示す乙とから もい

えるとおもう。乙の建造物もエマ ｆｙｾ からみた場合，ほと

んどその機能を表わす要素で整理する乙とができるとい

える。 図-5のd te みら れる給水燃焼以係数によって工事

政 / 誌を表わしてみたが，門銀型と向型ではその工事費

差がはっきりしている。円錐型 (i通常朝顔型) は ，従来

規棋に応じた ｴｾＡ 準設計を用いた乙とと， また戸J ｾ型 は

Monument 的な性絡をやや宥i極的に1mえた乙とから図のよ

うな ｦ ￭ｬＨｩＭ示していると考えられる ｯ Ｈｘ ］ Ｎ ｟Ｚ ｾ 市 W 

l 03N  

W
n

% .  H 21ζ 関しては詳細を乙 乙で述べないが，考え方

としては躯体を，体積と表而fJ l ，応力と断而および高さ

の関係を考慮して表わしたものである 。

①植栽

いままで植栽( 一部造闘を合む) 工事は 1 戸当りで把

掠していたが，乙れは明らかに地表カヴァ ー のｾｾ味から

も敷地而積で盤漉すべきもので，敷地而有1:1>1'当り 330 円

! とそのピークがみられる( 図-5のめ 。

4.  むすび一一考え方について

原価 ｊｉＮ ｴＷｾ，家賃算定の関係で，公刊 Ｑ では予算計画上も

1 戸当 り単価を探用する乙とが多いが，際準設計が大半

を市める住宅セ体工事はその実引を 1 戸当りまたは坪当

り単価で友現しえたとしても j忍外イ、j ，lil ・7 γF については戸

当り巾佃のみでは，青l' j j I D，笑施而での差がかなりあるのは

これ らの資料から判断できる乙とである。少しでも視野

をひろげ，建築設計，計画従事すiとして，とくに“ 金の

計算了' に弱いとされている点を改めてゆきたいと ，乙の

よう な整理を試みたのであるが，不自111な点をおぎないつ

表-2 ( その 1 ) 種目 ))IJ 百 分 率

I 駆 目 | 百 分 率 % 11 工 邸 種 目 | 百 円i %

給 水 配 管 l 1050 -+45550 0  道 路 21. 00 一+755000  

雨 水 排 水 | 1850 -+45550 0  駐 車 場 3 00 -+22000 0  

汚 水 排 水 | 11. 00 -+22.. ∞ 00 闘 地 投 日.1 6 25 -+23725 5  

?" 灯 | 6. 25 +- 21725 5  維 工 作 物 13 50  -+78550 0  

通 路 l 1000 -+23050 0  ( その 1 ) 針 100.00 

'0 

b  

ｾ二 ｊ
10 20 4-円1/;1>

l ，保持イヒ袴

5  

5  '0 

「件展途約1

'5  +l'¥I
p  

10  i  

I  n  c  

5  i  I  I  

o  10 ｾ，＠

警n力

図 5
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( ての 2 ) rn 目別百分) ，j " 分布

凶

悪
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IIX砂

500 

.:t. 

辛

;f  

一
- ri

図-5-d

主凶 3.0D 
、。。 $.00 

給 水 地 州工事' 1 ' 1

つ，こんご は地表工事にかか るまでの，たとえば土地造

成工事についてもそれを工事白からムて団地造りの目安

としてと みえてみたいと 考えている。

( : 医者 日本住宅公団大阪支所)
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口と き Ｚ 昭和 ＳＷ 年 Ｔ 月 ＲＴ 日 Ｈ 火 Ｉ 午 後 Ｒ 時 ｾ Ｔ 時半

口ところ : 本会会議室

出席者は司会 A をのぞき，すべて綜合建設の積算

・見積関係者ですが，内容の性質上全部とく名! こ

しました。

内容

・設計図

・工事仕様書の精粗

・積算の期間

積算事務所 ・積算見積料など

・仮設の見積

・有形 ・無形の補償と見積り

・入札 ・談合 ・特命

・積算方法についての夢

・成功 ・失敗談

4

2

 

日炎座
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A  私は設11111 とか住居の乙となど ;)1 函の方をやってお

り，私算のブJ は全くの素人でどざいます。ちょうど編集

委員の交代期にあたり，前委員で一応のしめくくりをつ

けるという芯味と，哀話ーまで聞きだすのには素人の私の

方がかえっていいとのどな見もあり ，司会をお引受けさ

せていただきました。なんとか会員のみなさんのお役 lζ

立つ内容に盛り立てていきたいと，かように考えており

ます。

計

A  Wr，J:と;没JI または設計図というような乙とで. ご

注文なり ，ζ 感想がおありかと存じます。官庁と民間と

ではj f t ; う点もあるかも知れませんが，図面で苫: かれてく

るものが，大体標準化してできているかどうかという，

そういうような点につきまして。

B  設計事務所 !ζ よっては型が迷う。そりゃ考え方 [ζ

も相iSがあり当然なととですが，大体において問じ事務

所の場合は: r u : く人は&っていても統一は Zされているよう

です。

A  今の状態では，設計者として表現が逃うのはしょ

うがないというわけですか。

B  私としては規格化してほしい" A  型なら A 型のと

ころへもってくればはまるということに。しかし地理的

条件もあり 建てる湯所K よって多少の迩いのでる乙と

はやむをえないとは思うが，的11約を受けながらも可能な

範聞で規絡化してほしい。

A  ある先生が設計される45J 合，その事務所のなかを

ｩｩｬｬ ってくる図面は非 ＧｭＮｾ 乙ラフだという乙とで巡っている

ものもあるわけですね。ラフな方が仕事がやりやすいと

いう C さんの方でそんな経験はこぎいませんでしょう

か。

C  それは納まった結果からですけれども，やはり道

中においては図面がラフな方が楽だという結果は生んで

はおりません。

A  私t ? ーからいえば， 一般的l乙はやはり ，す乙しでも

ガッチリと見積もられるものの方がいいという乙とです

ね。

C  そうです。やはり ｉ 没 ｾ ｉ 者の芯図を表現するのは図

面でなければな らない。そうすれば，図而を完備する ζ

とだという結論になるように思います。

A  図面では，たとえば環境の問題，隣家とか，道路

とかの関係などあらわれにくい点がいろいろあるわけで

すね。そういうものは LI : : ' j ' f . がでたときに調べられます

か。 Dd んの方ではいかがですか。それは見加もる i時期

からやらないと大変な乙とになると思いますが。

D  私のブJ の場合はですね。計画課というのがありま

して，大概はt' i t ' ，cと計画の各担当者が調べて， 支l俸のあ

る羽合はそのつど設計変更をやるしだいです。

A  全体の設計からいえば，そういうものははじめか

ら調べて設計するのが，ほんとうの設計者の態度だと思

うんですがね。だけど ，今の程度の設五のやり方を E さ

んなんか，どうお思いですか。

E  N  事務所さんなんか，そ乙へいくとスタッフがそ

ろっているだけに，微に入り絢1にわたって調べてある乙

とが多いですね。それは当然調べられうる乙とと思いま

す。設訂者というものは，それだけにやはり調査をして

当然なる設計料を取っているんですからね。競争入札の

場合，業者というのは 4 社も 5 社もあって，そのうちの

確率は 10，96- 2096 くらいですね。微細に調べるのはそれ

ぞれ大変と恩んですよ。設計者とは施主の代行者，依頼

主の代行者ですからね。その場合，どうして，どう納め

るんだという乙とを，すっかり調べて，それに誌づいて

紅it; cをする。そうして変更があれば当然その仲外だと思

いますね。入れ代り立ち代り 市へ行ったり ，力、. ス会社へ

いったり ，そんな. i l l 複なととはないですよ。そうでない

までも，閉じような乙とを各社とも何回かやっているわ

けですね。 4 社も 5 社もあっちへいったり，乙っちへい

ったり，不経済な乙とですね。

A  少々無理な乙とはわかっていましでもですね，事

務所は企業として小さいですかる ，自分ととでは解決で

きないけれど，業者の方で調べていただいたり，また施

工なさる4見合にはし、ろいろそういう無理も通るんじゃな

かろうかという期待をもって，わざとし W サj日iJ ，$_ にしてい

るという illi もあるかも知れませんが。街J1主筋で大ピ J レを

建てる湯合 lζ 水道で問題が起乙った乙とがありました。

E  それは木当の1 1 : ではないと思いますね。恭仕して

いるのならともかく ，設訂料を取っているのですから。

不確実なものは現協で露呈した窃合は打合せをするとい

う条項がついておれば別ですがね。だけど未然にわかる

はずですね。

A  あと設計者に対するご袈求があれば，随時いれて

いただきたいと思います。

A  それじゃ仕様訟の問題 l乙入りたいと思います。ま

ず標準 i士総宮，乙れは)Io':引ζ 一般によく使われていると
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足、います。実質的には明らかに役 lζ 立っているわけです

が，f，nr のうえで果してどうでございましょうか，やっ

ぱり ，あれは非常に利用度も高いし役 tc立つという乙と

でどざいますか。

C  私の考え方はですね。なるほど， み な さ ん 方，

ご研究なさったもんですから立派なものには迩いないで

すが，果して実，t，'J にうまくレーノレlζ 乗っているかという

乙とですね。それは乗ってはいないと思う。仕様舎とい

うものは紛争の場合の証拠物件だと( 笑) ，それしか利

用度がない。燃準仕綴252 特別仕線警なりに準じた設計ー

がそれIC1 ) { : 行しているかどうかというと，それは併行し

てないという乙とですね。紛争の起きた場合のひとつの

押さえど乙ろの基準点にしかならない実' 附にある。だか

らなにに使っているのかという質問に対しては，そうい

うものにしか使えんというより仕方がないでしょう。

A  そうですか。たとえば内装の仕上げにしまして

な仕厳司ーを読めば具体的 ( Cは書いである。

C  {I r - いてはあるが，それだけの寸法には納まらない

んです。

A  仕上げの程度lζ しましでも ，おそらく 1上級告を読

んでも A B C のランクがつくぐらいなものではないです

か。

C  設，11" i' 1休の方針が，その A B C のいずれを採用さ

れているのか。仕綴蓄は A B C と書いてあってもです

ね。

A  まあ全体の坪単価の問忠lζ 関係してくるわけです

ｾ ［Ｉｯ＠

F  われわれ業者ーからいわせれば，その A B C のどれ

を採用するかが先決問題なんです。そういう乙とはあま

り指示されてはおりませんし，乙のごろ競争もありませ

んが，以前競争の盛んな当時にはどの程度の仕上げをす

ればよいのかと，尋ねた乙ともありました。もうす乙し

設計際!と関係i ! r-矧の完結したものを添付していただく必

要があるんじゃないかと思います。それにはまた業者の

ランクとして A B C くらいはあっても，同じ条件で同じ

標準のものをやらせていただければ，そうダンピングす

るような乙とはないと思います。

A  実際どういう仕様を舎いたらいいかという乙とで

すね。

F  それlζ は A B C と書いてあっても，また現場の監

仔さんしだいでその程度が・.... ( 笑)

G  よく唆工検査のときに，乙の仕上げはわるいじゃ

ないかといわれる乙とがあるんですけれども，仕線香

lこeいであるとおりの仕事をしているーーたとえば左官

工事では縦繊ー|文字lζ むらなく塗りあげではあるんです

が，検査官によっては，承認されない乙とがある。乙れ

32 

は，やはり仕綴舎が完全でないからではないでしょう

か。たとえ左官工事の仕上げの平川・度は， 1平方メート

ノレの而脳内でその市に直角の方向に: t 5 ミリの誤差であ

れば A 級 1 センチであれば B 級といったような数字が

でてくればいいんじゃ ないかと恩います。もっとも検査

がまた大変ですがね。

A  なにか仕線香の表現の仕方があいまいな長が多い

と思います。

B  コンクリート l乙しましでも一方では強度を指定さ

れ，また一方でlは立， スランフプ。，7.水k セメント比何円

f桁行定された窃f合今，恕!当g調合を適用するととになる。そう

すると学会の標準調会にすればセメントの使用品がうん

とふえてきます。それでいきますと非命によいコンクリ

ー トがえ られるが，コストは高いものになる。やはり強

度があればいいんじゃないかと安い方 tC。そうすると施

工lζ 回った湯合に，セメントの使用品が綴準高i合であれ

ば， ζ れだけ使わなきゃいかんというふうにして佼わさ

れる。そういうふうな問題が多いわけですね。設計以上

の強度が ;1¥てくるという乙とは， しょっちゅうあるわけ

です。そういう点をもうす乙し，すっきりとした押える

ものを指示してもらうと ，業者も見積もる窃合lζ 値幅の

差が縮少されて，設計者の意図 lζ 近いものができるんじ

ゃないかと思います。

A  幅がなければいかんというわけですね。

目 標準仕綴舎でしたら ，その部分の線を，この工事

については，ここから乙乙との範囲内であらかたの総を

引いていただかないと ，やはり幅があるもんですから。

上を取るのと下を取るのとでは，相当な開きがあるわけ

です。

A  そういうランクのわけ方について，なにか社内で

決めていられるところはありませんか。

H  乙ういう範囲のものは乙の程度というよう な，い

つでも使えるというものはいまのと乙ろ作ってはおりま

せん。約粗の点も仕様蓄に書いていただければいし、とい

う気もしますが，と・のへんまでが業者の技術的な問題

で. どのへんまでが仕様書の問題か，そこのところがむ

つかしいですね。しかし，現場の管理の方でいろいろな

ふうに解釈されて押しつけられるということは困ります

ね。

A  オーバーしない逆な場合はありませんか。

H  現.l:bJI こ直J安タッチしておりませんから， くわしい

乙とは知りませんが，そういう乙とはきいておりませ

ん。

E  ｴｾ 準仕綴訟は理想、タイプ ， スタンダードなもので

あるから，工場，銀行，住宅と幅をもたせていただいた

らいいんじゃないかと思います。建物1 ( 7 Ｎｾチさせて ，
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タ7 1こは安物もあればダウンさせて もらう。教科書ばか

りを守れでは歩け ないと思いますね。

A  コストの安い仕級舎を作るか，または大{ ; K この純

閉まで下げるというスタンダー ドをもととして仕級者を

解釈するかという問題で・すね。

E  特 J己{上級審というものがたまたまつきますが，そ

れが入札の当H寺IC . は是認して も，仕事にかかっ てみると

窓法はどうだということに なって くると因る場合があ り

ますね。

C  あれほど努力をして作られたものが，それほど採

用されてな いというととは事実ですね。

A  t:l準設，11ということ がでできて， f上級告のなかの

寸法の規絡化 というととも相当問題でしょう。屯々公社

の場合，設; 11の方は標準設計が多く な っていますが，仕

機書の方はどうなっていますか。

F  そういうところはひととおり Z書いてあるように思

いますがね。しかしそれがためにわれわれもまた A B C

もわからんような仕線舎を. あの数の多いものを ，いち

いちは読まんという結果になるんじゃないですか。そん

なのがあったとしても( 笑) 。コンクリ ー トにしても強

度がでれば一応乙と足れりと思っても，とれは セメン卜

を何袋{ 史わないといかんといわ; " .. ，仕様主! と忍! 羽JTl工と

が巡ってくるという現象もあるんじゃないですか。

期 間

積 算 事 務 所 ・ 積 算 見 積 料 な ど

A  ttr . ' の期間 ですがね。乙 れはきくところによりま

すと ，設日 |す るfi{ IJ はもうちょっと早くできんか，そりゃ

長いととかかる乙とはよくわかっ ているんだが，な おも

うちょっと早くとよくいいます。その点各社はどういう

よう な状況なんですか。

D  荘、の考ーえとしては ，見初期間を短縮された場合，

そ ういうよう なとき，政惑の場合なんかは図而を 2 部い

ただきたいと思います。 1 部では関述性のある図而が引

張り fTいに なる関係上， 2 部あればそれだけ充分に積算

できます。

H 没; 11事務所もかな り一般的l乙LI を取っ ており ，わ

れわれ として もそれでできなければな らんはずです。し

かしつぎつぎと 仕事! こ追われ， 値段も一定のものでは な

く見初 りも取らねばならず，人もすく ないためつい口 を

ずらすというととに なります。待機組でもあれば別です

がね。

A  設計胞ての羽合， 五ｾ ｾ の技術者から［没 ｊ ｉ ・ の 方 』乙

は，ほとんと. 注文をだすという乙とは ないんですか。

E  うちではだしません。設計者というものはア イデ

アで もっているもので値段との間連性が訓合少ない。私

個人の2考えとしてはそれでいい と思います。デザインに

生き るという道κ おいては。設計 したものを積算に持っ

てい って， もし予算!ζ 合わねばプ ランや化粧面の変更を

やるな ど 2 段l終， 3 段附の下を経て押し返し，繰り返 し

はじめて注文才; の備段にも合い，また常利的にも なりた

ち，業者の方でも納得のいくものができるというわけで

す。

A  東京には杭t ; r事務所ができ てアメリカ のように な

って きているという乙と を きくわけです。アメ リカでは

設計の方lこ秘算を入れますと 何%増と ハ γ キ ') と決めて

おります，ちょうど口木の建築家協会みたような同体が

ですね。そういうよう な 積算事務所がありうるとした

ら，施工業才; の方でその事務所を使われるというととは

ありませんか。そういうよう なことはやはり只合がわ る

いですか。

E  それは，荘、lζ いわせますと，ちょっとむずかしい

と思いますね。

A  数字をだして くれるんですから 1人だけ指導者

がおれば高校，'1' ，たての女の子でも計算伐を使えばできる

わけ でしょう 。

E  数量の;n:r，rと値段を決めるというとととは巡いま

すからね。積算事務所は現段階では権威がないと思いま

す。 業者! とつながっ てな い ん で す し 材 料 関 係 も 学 握

して おりませんから。分業ですから。それで仮りにあ の

積算会社に注文をだしても，積算: 会社が余程ガ ッチリし

た計算をもっ ていないと ，ほんとうの値段はでないです

ね。数字だけ ならできますが， 値段を入れ るという 乙と

になり ますと ， その点，権威がな いよう な気もするんで

す。

H  カネにまではタ Iノチせず数量だけを立任をもっ積

算事務所というのは，できうるのでは ないでしょうか。

私らも見私り尽をやろうかとよくじよ う淡をいうのです

が，設計灰lさえ正確に哲一いていただければある程度の 乙

とはできると思います。いまのところ請負会社は数量の

不足その他についての保証がありまサん。ー式m:i 1です

から ね。それが実数量精算とい うことに進めば，そうい

う積算事務所は成立しうると思います。できうるかぎ り

正確な積算をするとい うこ とで。値段はf ; i'i ' u会社にまか

せないと 仕方がな いと思いますね。

A  入札や契約lこもつながっ て くると思いますが， 設

計料のように ，むi算料金をもみうとい うととは，やりに

くいですか。 そ ういうｾ求はありまサんか。

33 
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F  私の記憶ではかなりな見初り料を払う。大きな金

額のものはありませんけれども，報酬というものはあり

ました。それは東京でやった M1て命， あれは確かにい

ただいたと思います。設計料，見mり料というのは，ち

ょっとまとまった仕事ですと，何 1-1か，まあ20 IJ 開くら

いはコツコツとやるわけなんです。そうしても工事をい

ただけないという乙ともありますし，そういうムダがあ

るから高くなるわけです。

A  建築家の仲間では会社において見砧りしてもらう

ときは，料金をださなけりゃいかんものだという世論は

でていると思いますし，またそういうムードもだせると

思います。そういった場合何パーセントぐらいが- 。

F  設計料に見 ｬｪｾ り料は ￎｊ ｦｉわっております。

A  おりますが，見獄り料は U本のm築家協会の伊lで

はハ γ キリとしていない。

F  ｾ物の種別によって， ｩｓ いもあります。

B  建てても述てなくても見も'i!:? 合わせのたびに払わ

ねばならぬとなると，これはムダな ｉｊ｜ｾｾ ですから出件さ

れる側も一寸考えますからね。

E  もうひとつは訪 fJ . 金にリンクする方法もよろし

い。 5 社得れば 5 万円で25万円をみておけということに

なれば業者も阪を痛めずにだせるんですからね。予知: を

タップリあましでも手柄にはならない。 257J. 円は微々た

るもので， 300万， 1，000万のなかから什折り料としてだ

してもいいはずですね。

F  ｦｪｾ ｲ，ｌというものは地味な仕事でございまして ， お

そらくど乙の会社でも重ｾな仕事ですが，超過勤務をし

て努) ] をしても 10に 1 か， 20に 1 くらいの苦しい思いを

しております。そういうふうな代用がだせるという ζ と

になれば，もうひとつ積算というものも向上が矧せられ

ると思います。

A  設JI 料は建築家協会の基準でハッキリしておりま

す。 ｻｭｾｮ も大体どのくらいのものだというような乙と

ができてもいいと，思いますね。

H  車!i 算事務所ができれば当然そういう問題も起こっ

てきますね。

G  ｽ￟設業 ｩ 去には志ｾｴ［ｌ料という規定はないようです

が，見積り期間の定めはありますから，乙の点は，正当

なｾ求として主張してもよいと思います。 ｩｩｬｩ 設業法の第一

20条にありまして，それの制WJが施行イ? のtl ' i6 条にござ

います。 500 万円未満のものは 1 日以上， 500 刀円から

5 ，000万円までは 10日以上. 5 ，000万円以上は 15 日以上と

なっています。

F  見私り期間というのは結局設計者なり，施主計画

のシワ寄せが見積りにくるんじゃないか。

H  iIIHc短いから延ばしてほしいという盟求をだしま
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した。あまり延ばすと高くなるからいまのうちにやって

ほしいといわれた乙ともありました。

C  N  Ｇｊｾ務所さんの見積り Ｎ 工程表 Ｎ 工事 ［［ Ｍ Ｑ 闘をだせ

というのは意味がなし、。平而| 習を 1 枚もらって見私りと

製図は無] : 1J1です。

E  N 事務所さんの明細をだせ，工程表をだせ， JI.j 函

をだせ，という乙と，乙れだけはやめてもらいたい。明

細，工程で仕事が決まった ζ とはない。親札の 1 - 2 位

はみても，あとはみられないのではないですか。仮りに

比較表を作っても ，内訳をいちいち訂正してだせば同じ

乙とになります。ど乙で i)とめるか。析手うした以上は，業

者にはど乙でもいいという原則があるはずですからね。

あれ施主に対するゼスチュアだと思う。乙乙まで徴集し

たんだ，このような椛戚をもっているんだというゼスチ

ュアだと思います。計画がよし，内; 沢が正しいとか，妥

当であるという乙とで決まったという乙とはきいたこと

がない。かならず最低であるはず。内訳はいらんと思い

ます。決まってから折衝なり企画のものが行って状況を

調べて JI.ii ! l i はたつんです。 1 週間や 10 1: : 1 で書いてもしょ

うがない。実際 lζ 内訳をだして N事務所さんの積算と非

命に似合って妥当であるというのであれば怠義がありま

す。設計事務所の私算; 汁上とキッチリ合うなり，また近

いものであれば採用するというのだったら ，そりゃ苦き

ますよ。しかしそうじゃない場合が多いです。

C  函 ['1 いのは能率科学研究所. またはある設計事務

所です。会ml 的というが，合型的ではないですね。能率

科学研究所は合理性と歌っていますがーなにが合理的か

わかりません。各社の安い項目のみ集計してできた予算

が合斑的であるとか。

A  やはり工程表がある方が)j在主 lζ 対して説明しやす

い。この段階までいって乙うなったということで，実際

にはそう佼わずとも，その材料にはなりますがね。

E  条件的 l乙何片までにほしいと施主がいわない協会

がある。ただ経済的に安くいくためにはいつまでにやっ

Tこら l 刈、かという乙とを各業者の独自の見解において書

いていいというのであれば書かねばならん。しかし，た

だ向こうから 11月なら 11月にやってくれというのであっ

たら，その工程表は必ｾないと思う。無理な工期である

ことはわかっていて，建物はどうしてもそれまでにほし

いというのであればどんな線を書いてもそれはまとめな

ければならないから ，どの業者が書いても同じものだと

思います。そういう工程表は窓l味はないと思う。日を厳

守してサービス lこ総を引くだけのものはいらないと思

つ。

A  直接に見積りの方の担当のお仕事になるわけです

か。
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C  そうです。いわゆる短時間にわずかな悶而でそれ

をやっ ていかなければならんわけです。

B  人口のす くないと乙ろはいやでもそれをやらなけ

ればならない。仮設をほかのチ ームでやっ てもらうこと

はでき ない。下がないわけで、す。現了HL、のブj もこのブJ の

企画を考えています。

E  各社とも人的関係があり ，それがつ らいですね。

仮

壬n.

員又 の 見 積

A  訊ーが仮設の方へはいったようですが，仮設の諸経

Ｑｾ ，＠ I時期，それは技術的にもむずかしいと思います。大

体社内の今までのご経験の資料で押しておられるわけで

すか。

C  名・社 !ζ よっ て，いろいろな材料など取り方によっ

ても述いがあろうと思います。

A  それは能率研究所じゃ ないが，もうすこし合理的

にでてくると第三者の安心できるものがえ られると思い

ます。

C  工事告の内容とパーセ ンテージがにらみ合ってい

ればいいというわけですね。仮設というものは工事には

残 らないので非常に不安もあるでしょうけれども やは

り縁の下の力持ちで建ててやっているんだかる ‘ これは

もっと純真 な態度で仮設をうんとふやすべきだと思いま

す。

A  仮設のところで一番i!I: いがあるのは。

C  それは 2 倍 3 倍という迎いは平気であるわけで

す。現行基準法でいうよう な労働法吋1/;法，または災2・防

止施設とか，災害の問題がやかましくなっ て，実際にそ

れを!Jnl床したものの見砧 りは，乙
ζ l ζ おrY，での各社はほ

とんどお入れになってはい られないと思う。そういう現

状からすれば仮設技はまだあがってもよい余地がある。

高 くはないということに なる。まだまだ仮設内は高か つ

ても いいんじゃないかと考えますね。

H  いままで大体仮設工事に使う機械だと か，道具と

かそういうものは，木造のようなものですと ，ほとんど

絡でした。ところが最近ではいろいろ考え方に よって

相当な巡いがでてくるように なりました。たとえばコン

クリート にしても生 コンができ てきた。そうすると生コ

ンの1rl ! 段のなかにはミキサーの必料も みんなはいってい

るわけです。と乙ろが現羽車Rとすればコンクリ ー トの単

価は現窃で実際に使う骨材と セメ ントと労務yi とそれだ

けしかはいっ ておろない。それに対するミキサーの慣料

は仮設1'( の方にはいって いるわけです。今までの砧算方

式で見私ったのと くるべますと ，まあどちろさんも同じ

でしょうけれども . 生コン使用の湯合仮設の方はす乙し

下がり ましたけれ ども コンク リー トが高く な った。お地

主さんや設計事務所の方でも各社から見積り をお取 りに

なっても見方によっ ては. そういう点が迷うわけです。

だから見積りのやり方 見積書の作り方も徐々にかわっ

てい くんじゃないかと思います。

A  伐械のm料は各社とも合っ ていますか。

C  私の方が一番高いように思いますわ。それは代理

のまずさにあるのかもしりませんが，それはやはり刈 っ

てきて補修したりする。 そのカネのかけ方のまずさから

でできている。だか み各社によっ て機械の損料は多分! こ

迩いますね。

A  追っ て いることの方が ｾｆ ｊｬ ｦｬｾ だという こ とです

ね。

H  仮設は関而にさいてはありませんから，見方によ

っ て ｾうのが当然でしょうね。しかし ， 先ほどのお話し

にあった安全その他の問題を考えて立派な仮設がやれ る

ようにしたいものですね。

G  官公庁の工事は，材料1' ( ，労務122 外注目の三つ

を純工事1' ( とし，仮設と現窃経1'i ，一般ゲ; ;理1' 1をまと め

て諸経質 としております。この諸経: l ' i はどうして決めら

れるかというと ，純工事白に対して何ノマ一セ ントかと い

う数字で押さえております。 これは昭和24年! ( 大蔵大臣

から各行庁長にだされた通達が基準に なっているわけで

すが，何故，諸経t'( をも!i 算をしないで，比率によっ て定

めるかというと ，これを積算する線拠に なるデータがな

いためなんです。そこで 仮設沈や経1'( の予算を実的[こ

合わしてもらうためには 逆に業者か るある程度資料を

だしていくべき じゃな いか と思うのです。そうしません

と，兄私り金額の他切り代は，どうしても; 諸経白へもっ

てころれます。予算額は 長初かみきまっ ている。純工

事1 ' ( である材料nや労磁波は一応数字がでているので，

あまりいじりまわしても. 価格の上でそう変わ らない。

とすれば，当然，予算編成より弾力性のある諸経1' 1をけ

ずるということになります。だから業者としてもなにか

デー タをだ して， どうしても . これだけは必i } f なんだと

いうことを強調せねばならんと思います。

A  その大i誠子? の通達はまだ生きいるんですか。

G  いや，現在は生きていませんが. /干のところより

ど乙ろがないのでこれに準拠しているわけです。

A  数字は妥当なもんですか。

G  ｾｩｴ 経 Ｑ ＧＨ 王手には ， ある巾があっ て， 工 Ｇｊ｝Ｚ の内科によ

って妥当な数字が選ばれるわけです。と乙ろが，ζ の妥

当な数字というのがむつか しf 、ものでして，どうしても
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低く押さえがちになるんじゃないですか。

C  乙んと、外注損料の専門会社が生まれたようで，そ

れは一倍して現在の生コン会社のように なっている。そ

うすれば機械煩料は一定してきますね。仮設なんかは一

番大きなのはそれですから，そうなれば仮設も安定性を

もってきましょう。

G  建設行でも機械器具のJ口料規定というものを作り

ましたね。

H  損料の場合It 非常に迷うんです。民間の場合と

は。それにエレベー ターの運転の羽合とか. 一般管理' l ! i :

以外のものも ，そこへほりこんできているというような

乙ともでてきているんです。そのへんハッキリしないと

やりにくいです。

C  仮設はあとに残るないから不用なものだという考

え方が現状じゃないんですか。

6  仮設という名前がわるいんですね。いま，閉じ工

事を，いろいろの業者が抱工したと仮定しますと ，本工

事では材料貨にしても，労必' l ' iにしてもそう大した差は

でないと思います。ではどこで差がつくか。それは，工

事をに l 、か施工するか，l 、かにその3走者の技術力，機械

力，資本の装備力が発揮されるかにあるわけです。施工

計画のL、かんが利潤を生む大きな要紫になると思うので

す。

F  そういうものを私算のうえで明脱化する妥があ

る。

A  仮設工事はし、かに研究室で研究しようと思っ ても

一歩もできないことで，それだけに積算をやっていられ

る方が建築の生産性を高めるという芯味で，各社の材料

をできるだけお互いにまとめていただl 、て向上していく

ζ とが大切じゃなし、かと思います。

H  ｪ 佐才［も勉強のｾがあります。仮設の見積り担当者

と到場担当者とでは仮設の値段に差がでます。見積り担

当者ではどうしても机上 プランになりやす く，現窃は微

[ζ 入り細にわたって書いて くる。したがって値段も差が

できる。机上プランの傷合はそれだけ務ちているから結

局金はいるのですが c  

C  値段については業者も勉強の裂がありますが，設

;W'J J : ，[ J ，所の方も，もっと勉強なさる裂があります。

B  仮設の経世も含めてですね。設JI"JJ ，[ J ，所ではそこ

まではわからんから率で ー応出してはきますが，今のと

乙ろ勉強をするにも，その勉強をする手段がないという

わけで，似設については，大いに硲袋の必ｾがあります

ね。ケースバイケ ースで同じようなものでも仮設は変っ

てきます。税準はあっても . これがど乙まで利用できる

か，何パーセント利用できる か，その幅が狭t 、わけです

ｾ ｾ。
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C  仕f，Hきには 396内外の設JI 変更は工事政の増加に

は総めないとの項目があり，そのg 味がわかりません。

A  それは設計者がまずい乙とかも知れませんね。あ

るいは正!t(li に数也を査定し，単価を伐定しでも3%の誤

差があるというのかも知れませんが。

ｼ 有 企 苧 ｨ 補 竺 ち見合 ｾ ｉ

A  それから仮設と関述しますが，地下工事が多くな

り， 相当補償の問題もでてきております。 71 より余計

に。その点はどうでどざいますか。 1Wt : ; r の方ではどうい

うふうにおやりですか。

C  われわれの方は無形の補償に対してはいっさい立

任をf J . わない方主| を堅持しております。

A  たとえば官庁の仕事でも ，そういう乙とでおやり

ですか。

C  無形のものまでは見私られません。そういう方針

をハッキリ打ちだしています。

E  有形のものは大体予測されますが，無形の引業の

補償というようなものはキリがないのですからね。どう

いう乙とをいいだされるかわからん。その発生した羽合

施主似IJ のu担においてといいますか。もともとそれは業

者がカネをだしてそ乙へ建てているんじゃない。 }j右主 fiVJ

の2 f 求や希望によって建造物を作ることになるんだか

、。もちろん当然そうふった場代の発生すI故は業者にお

いては， ｾＺ求者と被災者一の間，｣Ｎ立つということはしてい

ます。

A  音符だとか，パイプレーゾヨンは打j彰か，青lU彰か

ということになります。( うた)

B  病院の近くで工事をした協代，入院忠者が怒化し

たとか，神経以弱になったとか いろいろな条件があり

ますね。

C  わたくしらの経験では無形に近いものが多いよう

司 ム

c  9 。

A  ということは民家が何'1' 1 ' かあるかによって，その

彩轡を与えるネがj ! J i いますね。

E  矧は友を呼ぶ，いちいち応じていたんではやりき

れません。故ぷに乙わし，乙わされたというケースもあ

りうる。

B  見1¥'1りの場合，各社，それは 5 社なら 5 社がj /] ?" 

を受けてあたりにいくと ，結局それはつりあげの材料に

はなります。だんだんとあとにいくほど，つりあがって

くる。

A  有形のものは見積りの範囲に入りますか。それは
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だれがやっても同じよう な数字がでますか。

C  変りはないようです。

A  われわれの心配しているほどのことはありません

ｾ Ｇ､。

C  系人のみられるほと1乙は。

A  れ古屋で隣家が終ち乙んだという事故 あれは大

した問題だという感じがしますね。

E  あれ，見にいったわけではなく ，きいたんです。

ノド道かなにかが破裂して，そのために家のものは無事で

あったが. 陥没して家が下がったということらしいです

L  

O 、。

F  有lifii の限りではないという場合，訴訟問題がよく

起こります。施主; や近隣が訴訟までしてやらんならんと

いうほどの紅険のあるものなれば，そりゃ . もう当然実

質報酬加算方式でやっていくべき 問題 じゃ ないですか。

G  とくに地下湿設物の誕生，復旧などは困ります。

その価格をこちらで決められませんから。ガ. ス，水道，

下1]<. みんな相手方が決めてくれて，あとで予努ーをオ ー

ノ〈ーしたというケースが多いですね。乙れは. 当然，当

初から別途として見秘るべきでしょう。

A  設計する fill j 施主の側からいえば，コメにしてで

ておれば安心でしょうけれど，そういうものは，できる

だけ合型的にはずした方がいいようですね。

C  _ .悉困りますのは金融機関なんか，お i!"} 志さんが

広範囲にわたりますために，ともすれば無形のものまで

業者ーにもってこるれます。

A  交通業者もそうです。

G  住宅公I.J Iでは全然無形補償を考えておられな l 、。

補償要求がでた場合はなるべく業者で押えておいて く

れ工事が終ってから; 1 1・$;[1ζ 持ち込むという立がj です。

その工ポが終るまで押えておくということ 1'1 体がなかな

か窓易なこと じゃなL、。( 笑) それこそ無形の{ 賢官で

ーレ
ョ。、。

| 入 札 - i 三・特 命|

A  入札のお話なんですが，さっきのLl: tli の仕上げの

悶凶と結びついて実際に業者のランク別ということがな

されているわけですね。たとえば同じランクの業才; をも

ってくるという場合がある。同じ ラン クでない場合は，

このおｾで取 ら れたらいくらでい乙うというようなことも

あるわけなんですね。そういうととは，やられるうえか

らしたらどうですかね。そんなことは一応加算されるう

えにおいて考えないでし、かれるという乙とですか。たと

えば相下をみてやるかという … ぃー。

F  最低線というので役所で押えられているところも

ありますね。そ ういうのは実際業者からいわしむれば，

当然示した以上は資格があるし，またjJ也工の能力がある

と考えられていれば工事は完成するであろうと思いま

す。しかしやはり雑多な業者も入札に参加することと思

いますし，あるいは公けにはいえない乙ともあって，や

むをえず折命するというよう なζ ともあるから ，乙うい

う制度が設けられているんじゃないかと思います。田舎

なんかでよ くあります。仕事も満足にでき ないような業

者でも，入れておかんとあとが而倒だというような関係

で，そういう点から考えると，ある程度，業者の線を取

り入れであれば安心をしてできるんじゃないかと思いま

す。

A  談合ということはー応社会恋のひとつともいわれ

ますが，実際上，談合がプラスになる而もあると思いま

す。そのような例はないでしょうか。

C  乙のことはやはり建築全般から考えてＮｾてるも

のはし功、ものを践しておくという ζ とであれば，やはり

価絡も』正当なものであれば正当なものが残ってL、く。正

価絡を維持し，また3走者自身も併j 主体である以上，平IJ

測をもらって社会! こ立っ ていくのは当然であると思いま

す。また相手あってのことで，相手が非常に総理がある

ため，入札をなさっているれるという傾向の場合は-

ｬ 同 ｾＴｦ はあってもしかるべきじゃないかと思います。

A  仕事によっては仮設だけ でも ，ものすごく差があ

る。 A B C D と施工法があればどれが妥当かはわからな

い。{ 上総書および施工法の指定が完全であればよろしい

が，不完全な場代はいいものを適正な filfi で述てるのはむ

つかしし、。乙のような場合施工業者としては談合される

のも ;1'，ーされると思うのです。もっとも }j I!i t に叉1 ] 解があれ

ば施} ' _ fillJ も交えて協議会のかたちになると存じますが。

A  設i子1- 特命の湯fT，施工業名としてはおそらくi ' l イ言

をもってい られると思いますが，その点、はし、かがです

か。

E  一概にはl 、えません。胞 lnllJ でもよくよく相羽を

知っていますから。ヱド l伍1!!t:f11lな11立段でいいものとつけこ

まれる乙ともあります。

A  資金関係からの結びつきは。

E  あります。銀行なんか。乙乙にやらせてくれ，回

収に都合がい L、からと。それは各業与Y i - ともあるんじゃは

いですか。

A  入札 ［Ｑ 、肉体に対して ， 毛ＮｾｴＱされる ｮ Ａｬ ｊ から考えて，

今の ;1;11度をみて 1

1

}" 定または改める点はありませんか。

E  正当な 1' 1己保金，業界の保全のうえからは，もし
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現在建築中のものが，からみあったときは，たとえいい

仕事であっ ても，いがみあいを避け言百しあいのチャンス

をもつためには，乙れは必21であると思う。

A  できうれば施主，設計者もでて談合する乙ともい

いと思います。

E  わるい面ばかりじゃなく，いい而も取りあげた

し、。

A  詩写本Lの方法について不合理はございませんか。百年

札したあとは普通は発表しませんが，乙乙にも問題があ

るんじゃないかと思います。

E  競走でも 1 ;cf  2 者 3 析とあるんだから自分が何者

かわからんでは不明朗でもある。競争させるからには落

札の結果の順位を発表しても らいたい。

A  結局，内部の特定の人からそういうととを。

E  いや，大体はわかりますが，公式の発表が当然だ

と思いますね。

H  お ｦｾ ｟｡ま先 によっ ては 文主 ｩＭ で 丁 惣 ｛ζ 断っ て ζ られる

ところもあります。もっともいくらで決めたという ζ と

までは知らせてもらえません。それで哀から手を回わし

たり J 1立業の人が臼参したりして大体の乙とを知るわけ

です。ハッキリしていれば，乙ちらの勉強K もなるんで

すがね。

E  いくらで決まったからといって，文句をいう業者

もいないんでしょう。

A  予定価絡が決まっ ておれば，官庁工事に多いと患

いますが，そういうものは実際わかっているんじゃない

でしょうか。

F  そりゃ ，わからないでしょう。( 笑)

E  しかしそれとなくわかる場合もあるらしいです

よ。

F  大休，何パーセントという J111えがちゃんと決まっ

ており ますから，見積った金筋lの，いや 1596だからこれ

くらいだとの推定はっきますがね。

E  国家の戦争lζ もスパイがあるように，それを手柄

顔にして9 a . l らせる人もいるようですが，荘、はその数字に

は乙だわらない。いうてくれるな。かえってまどわされ

るし，私どもの革ｾｴ￯Ｚを凝う乙とにもなる。よそさん ｬζ 教

わって入れちまいやがったなといわれたくはない。聞か

ないですよ。知らせようとしても。

B  聞いておっても ，私らにはなにも知らされない。

聞けばつい，それに引っぱられる。

A  妥当だと見ず，つい引ぱ られる。目 がくもる。

E  最後の結果をみて反行したり安心をしたり，聞か

ん方がいいですよ。

B  まどわされる。責任をもってやってくれればいい

が参考ですからね。入札では冷汗をだす乙ともあれば安
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心をする ζ ともあります。

A  そういうふうに，ひ とつの考え方をもって科学的

にだしてい られるという ζ とであれば，いかに間逃って

も，責任はfJ 1 t i : の方には乙ないという ，乙れが習慣にな

っておりますか。見積りがわるかったと ネジ乙まれると

いう乙とはないのですか。

D  荘、の方に乙んな例がある。営業の方で予算額を調

べたと乙ろ，積算金額よ り大巾! こ下回った。しかし入札

結果は最初に調べた予算額より大巾に上回った予算があ

った。予算を調べなか った方がよかった。

E  ウチなんか幹部が応揚でたとえ間違ってもいまま

でのととろ大目 K みて くれている。細心のようで大胆に

やっ ています。

A  1 さんの方は営業と独立して積算ができますか。

|  荘、の方は営業からの線は聞かない方針でｦＮｩｾｴＧ［ｱ虫向

でやっ ております。

1 積 算 方 法 に つ い て の 夢

A  会社のしきたりもあっ て， 積算の仕事をする若い

技術者はいつも下積みです。そこでアイデアみたいなお

話ですが，結集[ 方法の革新的なと思われるお訴はござい

ませんか。今すくでなくとも ，あと 10年先のお話でもよ

ろしい。

C  設計事務所が非常 K 積算がズサンであり . 事実

上，また不満になっていると思います。そういうことは

設計事務所が一番望まれる乙とと思います。ただ人の顔

が閉じではないのと問機( ( . 非常にものが巡っておりまし

て，そ 乙に問題があるわけです。 それといわゆるホ ーム

が一致してはいなし、。ちょうど卑近な例でどざいます

が，サイコロがありますね。 あれ五つなら五っとり だし

てみても ，置き方によ って， 乙ろっと変っ てきます。五

個を形成する 一個は変 らない。その五つを縦にかさね

るのと， コの字形1(， ならべるのと ，ー列lζ さあっと置く

のと五個 lζ は変りはない。だけど個々の形は変ってくる

乙とから ，形成するいろんなTInの 1/5 ( こは変化がある。

すなわち， : Tl ' 当りは形，姿により変化する。乙の変化の

公約数，修整イ砲を発見することも ｾＧ Ｚの一つ です。

A  屯子計器で行なえるという ようには，いけそうじ

ゃないですね。構造計算の方ははいれるとは思いますが

ね。

H  それには図面の沓き方を，とにかく変えていただ

かないと。今のようにあれも書き，これも苦ーきでは. 夢
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のようなお話にはとてもなりま せんね。見積り に対する

'3'i 力は下ずみで，そのくせ大きな立任をもたされている

わけですが，延べ人員からいくとそんなに多くない。現

場や設計・の延べ人員に比較すれば凡砧りの廷べ人口は微

々たるものです。そういうブ' J li Liか ら考 えると，ボヤキな

が らも設計者のな図すると乙ろはどこかに書いていただ

いて，見私りは克明にやるというと乙ろへもっていかん

と仕方がないのでしょうね。先ほど雑談のと きの ソ述の

お話のようにいろいろな乙とまでマスターした処築家が

現われ一定の形にはまったものをやってい くんで した

ら，なlζ かの方式はできると思いますが。

A  ソ述の窃令はひとつの以準化ができているからや

りやすいという乙とです。わが国では秘t ; rされたものか

ら，実際の訪れ会1i のでる過程で経営石なり ，担当省ーのハ

ラで決まるあるパーセンテージがかけられる。もし両省

に差があり過ぎると別抗l をやられた方が企体としてとl三き

て乙ない。しかし欧米のようにR t 築部品の刷絡化が進み

カタログが完備して くれば I ｬｊｾｾｾ｛ を合苅Ａする ＱＧＮ｛ 能性は伐

るわけですね。

H  科学的に乙うなりました，これでよいとブ住友して

全部すむもんでもありませんしね。ＧｽＺ｜ Ｂ 平 ｉｊ 会社のよ ｾ ， ｗ り担

当者としては，引主t のと乙ろで IJ んじるより仕方があり

ません。

A  I詳細fi のIUI はど乙でも同じような問泌があるだけで

大して巡わない。数誌なんかは設計さえしっかりしてい

たらハッキリするわけです。もっと設，iHζ アドバイスし

て規絡部分をそのまま使い，胞工を単純化して，機械的

lζ 流せないかという乙とは ." ...。

E  すべてが規格化し，単純化したようなものがある

と，結局設;) 1・全体は面白味もなくなり ，かえって施主側

がデータをもってやり lζ くく なる。湯所的なi主いもあっ

て，ハラエテーがあってもいいんじゃないか。必物すべ

てが公凶住宅みたようなものになってはね。

A  ，Wt ' ; l については今のやり万を杭み主ねてい くよ り

しょうがない。もうすこしおi いにデータを，もっとも

お互いにヒ 7 がないとデータはでませんが， デ ー タ を

「建築と社会」のようなと乙ろに，できるだけ流してい

ただいたらと思います。

E  データは必ｾです。

功 ・ 失 敗

A  以後に成功談でも ，失敗談でもありましたら。

C  成功だったという乙と。 j占の白浜の関か ら入札係

仕事で 2 番にくらいつけというわけです。とても今はそ

の方面の仕事に追いつかないから， しかし営業的には 2

位でなくては因るわけ。来社でー務先に札がでました

ね。いくらやっても高他がでていないんですよ。以後に

2 悉になりましたときにはヒヤー γ とiTがでました。大

成功だったと思い，到すったらよくやったと，ああいう問

題はむずかしいです。 助かったと思いました。

A  それはいい話ですね。設，n企体の切合からみて，

秘主;I が正雌で工事が成功した例もあると思います。

E  失敗談です。何1 f かf I I j ですが，_ U: の仕事をあてら

れました。 1mくと乙ろによりますと， うちの方も他の業

者も希望はしていなかったらしい。担任者は私ではなか

ったが ， そ乙で入札まき Ｇ わ』 ζ なって似任者は値段を ｾ ｾ ｛ｻｕ

して入札したんです。それがかなりの差でうちに終ち

たんです。あわてました。とにかく M.f1J!です 1 11 2  11 で

は。月IJ にお乙られたわけではありませんが，そこには見

終しがあったんです。担当の本人は当H与，1付幼でしたの

で，ちょうどよかったとよろ乙んでいました。 じた) 大

丈夫と思ってカン lζ 頼った失敗です。

F  入札して最低で決定したとき 2 番札と大差がな

いときは，ああ，よかったなと思った。 i山ζ 2 1s : 札との

IJFJ きが大きいと ，どうしょうかと ，なんとあやまろうか

と思っ Tこ乙ともありましたよ。

C  ヰしを入れて， Ｑｊ ＱＴｾｾ を待っときの気持ちです。乙れ

これ，乙う乙う，ありゃと火望して ｉｭ ｾ ，ｾを待たずに，荘、

は先 ( C面白らせても らいま した。 i必lζ 今のお話のやれやれ

と安心をしたこともありますよ。最近困るのは設:t l のブj

で33分の ! など，スケー J レがまちまちです。

H  40分の 1 というのもあります。

D  1 枚の|玄l凶lでは縮) ' ( を統一 しても らいたい。 はな

はだしいものになると l 放の凶 l山 ζ 1/ 33，1/ 30， 1/ 40の

ものがある。

E  最近はスケー J レが統ーさ れていない。詳細!なもの

は20分の 1，30分の 1 と安定していただかないとハンパ

なものは，あやまりのもとですよ。

A  機械製図のブj はJF' ，: ;n乙キ γ チ リしてお ります。l l ¥

築の方での傑作はモデューノレをやっている住宅の方の学

者です。自分の寸法を使って給) ' ( まで持っています。そ

れでは胞工するカで凶るというと，いや， うちの寸法で

作った特製の差) ' ( で附 lui をよんでくれという。( 笑)

l  荘、の方のある工事で構造|主|が m 単位になってお

り，一般仕上| 習がJ'( 単位になっておりましたので，仕上

関係 D m単位の llHlfi をいれて火 j欽した 乙と がありまし

fこ。

H  N  4i 必所さんの" 訂 |の工・Fでしたが，一般のJjj 回
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については指定の内訳がついているんです。鉄骨だけは

指定内訳がなかったのです。それでたまたま見私りをだ

したと乙ろ ，テッキ リ談合をしょったといわれました。

欽刊 の兄引りが相子の業者と私の方と辿然同じ下訪業者

であったため同じ内容に なっ たのです。しかし，あとで

内訳の作り方について， ちょっといわれて， 乙れは困 る

問題だと思いました。

A  1児細の書式というものは，統一してはし、ません

ね。項目だけじゃなく てね。だけど，}i(lLl : .のOl IJからいう

と，仮設にはどういう部分が入っているのかという乙と

さえ分ら ない。統} する巡lli)) がないんですか。

F  それは建設省lζ 枕i4H記載タIJ というのがござい ま し

て，大{本，t f i i ，拠しておるはずです。

A  とくに ｊ ｊｾ 務所が所定の総式のもの を ＱＧ Ｑ［ って， liij も

って波して告さ入れて もらう。乙ういうようなのはかえ

って具合のわるい面もございましょうか。

C  加算基準がありながら， τｊｾ 務所で採 ｭ されないの

が多いんじゃないですか。

A  τｊｾ 務所で 数社 ｬ ζ 見砧り をだした場合， 別組 ｬ ｦ ＡｪＺ の以

口i ' ! { 4 > : がマチマチなものが返ってくる。胞 tl ここれを見

、れると，建築業者ーは i羽述EE業のリーグー ;絡 で あるの

に，乙のようにあやふやなものかと Jm進えられる乙とが

ある。

E  fll 当凡初期間を短縮され る協代lζ は， 内訳l珂細書

は'( i 附していただくという乙とにしていただいたら ，そ

の ｊｾ ｕＺ ｜ｊ だけでも助かります。

A  どうも ，長L 、11寺mJありカi とうございました。
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モデル・ハウジング ・ショウ作品展

大| 奴的建築士会ならびに近鉄では，来る 1リj の

ー ショウ ｪｽ Ｑｾ 催の予 告として ，下 ｬｩ 己 ｬ こより，ｾ設され

るべき住宅のぷUI 1 ，パース ・プランのほかF付近案

ｉＩｾ＠ 1:6し 配置図を! 長示しています。
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|日

所 産 神戸市垂水区舞子町2028

超 3  明治39年 U月

竣 工 明 治40年 6 月

設 計 百 横 河 工 務 所 担 当 大 熊 警Hl

路 工 者 竹 中 工 務 活 担 当 高 見 定 木 郎

: J . i ' ( 地 561. 40坪

延 坪 221. 08坪

序

明石海峡のｾい波がうち寄せる布 Ｑ Ｑ

戸舞子の浜
iζ 臨んで ，乙の建物はm

っている。

近く IC，舞子公園のを松がしげ

り，湖jの流れをへだてて淡路の島影

を眺めるとの附近は，ま乙とに広ま

れた環境 ICあるといえる。

敷地は南側が海岸防波堤 lζ 沿い，

北側は事1
11児国道に接する細長い上地

で，束 lζ 日本式庭園があり，ほぼ中

央宮古 IC洋館が建って ，西側 iζ 和風の

住宅が配されている。

現在の正門は昭和 5 年の国道改修

l C 際して，北側敷地が切りとられ

て，雨 lζ 寄せられたもので，それだ

け玄関までのアプロ ーチがせばめら

れている。

I  

武藤山治氏 Ｈ ＱＸＶＷ ｾ 1934) は，明治

・大正 ・昭和の三代にわ たって活躍

した実業家で，鐙淵紡絞の今日を築

きあげたが， I晩年κ は政治家として，

また時事新報の代表者として政界浄

化のために尽し ，不幸銃; m1 のために

倒れた人であった。乙の建物は武藤

氏の私邸として明治40年に竣工した

ものであるが，武藤氏の死後，鐙紡

にむ日目され，戦前武藤山治氏記念館

としてmいられていた。戦後は鐙紡

舞子倶楽部となり ，現在社員の厚生

施設となって使用されている。しか

し記念館的な雰囲気が残っていて，

武藤山治氏が使用していた調度品や

蔵書 ，絵画などもそのまま辿されて

おり，建物の保存状態はきわめて良
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武 月拳 氏
丘1)Ll I  f台

( 現 鐘 淵 紡 績 株 式 会 社 舞 子 倶 楽 部 〉

南 西 菌 を み る

L一一一一一三三議議島平ー孟逗暴品種磁麟通量

海上よりみた全策( 鍬車内詩子供策郎戎谷二郎氏提供〕

好である。
されたのは大熊忘却先生であっ た乙と

を，同工務所の長老松井口太郎先生より

E  

J羊E官はデダ インの I，HJ唱をゴシック風 lζ

求め，その外観はかなり変化に富んだも

のであるが，そのような変化のなかに全

体の調和を目ざしている。また，その意

匠はどちかといえば繊細であって ，厳絡

ともみえる 造形性のなかに建物のもつ絡

調が印象づけられている。

設計は横河工務所であるが，1自接担当

伺う乙とができた。

熊 !当( デ11氏については ，いまさら申す

までもなく帝国談会議事堂の設計者とし

て，また大蔵省にあって，官庁営繕を代

表した建築家として著名であるが，乙の

建物は年代からいって大 ｮｾ 先生が明治 Ｓ Ｖ

年当時の帝大工科大学建築科を了えら

れ，大学説にすすみ，同大学講師になら

れた乙ろの作品である。当時大熊先生は
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2陪平 面持図
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11苦手面略図
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大学院に通われるかたわら横河工務

所にはいられていた。

乙の頃の大熊先生が飽いていた建

築主主匠についての考え方はミ建築外

観の功合ミ ( 建築雑誌 No. 222) に

よって伺う乙とができるが，そのな

かで大熊氏は ，建築の外fl J l . について

いくつかの形態をあげ，それにはプ

ロポーション( 釣合) が大切であ

り，乙れは建築の場合，巾と高さと

の関係の他に面積を有しており，単

K 両方の数の関係ではないとされ，

また， ミ一つの建物の中にも種々全 ｪ ｾ

多な変化がなければ面白くない。た

だ， しかし変化があっても区々に変

化 しておったら美は発仰されない，

自らその違う中にも統一 されておら

なければいけないミとして変化と統

ーについて発言 し，さらにまたト建

物というものは実質と空間との乙の

二つに過ぎないミと述べて空聞につ

いてふれ，乙の両者の関係如何に よ

って，同じようなものでも大きく変

化する乙とを強調 しておられる。乙

のような大熊先生の考え方は，その

後間もなくできた，武総邸のデグイ

ンをみるとき明らかに感じとれるの

であって ，乙のような考え方が単な

る理論としてでなく ，建築を創り出

す過程lとおいて ，充分生かされ実現

されている ζ とを知るのである。

建物の設計が横河工務所であった

乙とは ，横河民'jqI iと三井銀行， 三井

銀行と鐙紡との関係 lζ およべば，白

から明らかな ζ とであるが，横河民

怖が，乙の舞子にほど近い明石市二

見の出身で，中学までを神戸で過し

た経歴を思うと，建物との縁はし、ろ

いろな意味で浅からぬものがあった

ようである。
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また ， 竹中工務j苫の施工に関し

て，竹中藤右衛門氏はミその頃，鐙

紡兵庫工場の工事を施工しておった

関係もあるが，私と親交の深かった

三井財閥の方々の推挙もあったもの

と恩われるミ と述べられている。

さらに ，建物が海浜にあって数十

年におよぶ風当' や幾度かの齢風にさ

らされながら，ほとんど狂いを生じ

ておら ない点について ，乙のととは

ミ施工者としてま乙とに欣快であ

るミといわれている。

乙の工事を担当した同工務庖の高

見定太郎氏は当時を回想して， ミと

にかく一生懸命にやった，当時の竹

中としては，信用と実車!i をかちとる

乙とを最も大切に考えていたからだ

が，また武藤氏が工事中ときどき見

にとられ，そのたび: ' I L て、きばえや現

場の苦心を誉められるので，よ り -

l冒よいものを作らねはという気持に

なってやっ た， その点武藤山治氏は

実 lζ 人聞のできた人だったミと語っ

ておられる。

乙のよう K 武藤邸は，その頃の新

進建築家であった大熊忠郎氏の設計

と，また神戸 lζ 進出して間もない竹

中工務j苫の施工になったものである

が，今日においても後れた形態が保

たれている乙とは ，同援施工K 当っ

た諸職方の力{雨や努力を見のがすわ

けにはゆかない。

それは乙のような洋風の高度な技

術を消化するためには，充分な経験

と技術をともなう乙とが必要だから

である。

乙の点 lζ 関して高見定太郎氏 は

ミ職人にはそれぞれ得手，不得手が

あり ， 大工では期li * ' E l を受持つもの

と，階段廻りや造作などを行なうも

のに分けて担当させたが，その峨人

たちは神戸で洋館建築になれた人々

のなかから選び，彼等: はすでにかな

り高い腕前をもっていたミといわれ

ている。乙れらの乙とは，神戸の職

人が洋風の建築技術の[ 断専につい

て，明治初期以来私z極的な蓄積を行

なっており ，その成果の一端が乙の

建物にも伺えるとみてよいであろ

っ。

あとがき

ζ のたびの翻 fi lC当って . Jj!察当時の事情 IC

詳しい横河工務所松J t 1'.i: 太郎氏 ，竹中工務唐竹

中藤右衛門氏，同偏見定太郎氏，同高見飽司氏

ら諸先生の懇切右益なと教示をいただき ，鐘淵

紡績抹式会社のご厚怠を賜った。犯 して篤くお

礼を巾し上げたい。

( 板 本 勝 比 古記)
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第二工場
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五膏啄音ボード

sss サンヱス石 膏株式会社

製 造 元 ⑧ 日 東 石 膏 株 式 会 社

S22 日:本耐火ボード株式会社

λ … 三 菱 商 事 株 式 会 社

東京都千代田区丸ノ内2- 20 T E L  (211)代表0 2 1 1  

新時代α マ、y 干し た色つぎの ひふく鉄板

画 面r t e J eW. j J i d  

美しい i ' /L 三詰 u ふく鉄板

ｮ リ玉 ＧＮｊ ＹＩ もｊＧＩｾｾーも、

汁IJ I ン9J !t克9J J 製造株式会施

本 社 並 工 場 尼 崎 市 大 抽 北 口 電 話 ( 48 1) 刊 訂 - 9

斑 京 宣E 盤 工場 埼 玉 叫 融 市 大 宇 層 且 1 6 2 0 電 話 膜 3 2 5 2 - <1 

名 古 屋 支 匝 名 古 鹿 市 中 村区 賞 金 通 8 丁 目 6 電 話 ( 54) 1  0  2  3  

主< r r . 出 強 所 八 幡 町 山 ー融 賀 皆島・ 三 瓜 植山 延 岡 ・ 岩 国
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1  8 リ ッ タ ー 健

1c mx 1c mx 1 m 

コ ー キ ン グ ガ ン

8， 5  0  0 円 ( 現 場 渡 )

材料1I J : 4  8 円

3， 0  0  0 円 ( 現場波〉

カ ラ ク リ ー ト
美しく ，1ft，' 何せず ，滑らず， かっ耐水性 lζ 富んだ床材

床 ，廊 下，階段 ， ロビー ，バルコニー ， ガソリンスタン ド等克しい色彩と耐格: 粍性を必要とす

る場所や，防水ブJ があるので戸外にも使用出来る。

価 格 42kg 袋 入 ( 6 坪分) 現場漫 j 緑 7，080円 ( 坪当り ￥1，180)  

If X  1その他 5，880円 ( 11 ￥ 980)  

フ ェ 口 コ ン
工 場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

コンクリー ト床の金属性硬化材で， フェロコンの施工によって床は恰も鋼板を張ったような効

果をあげる。

j 色 物 6，200円

価 格 49kg 袋 入 ( 7 坪分) 現場渡 {

l ナチュラル 5，400円

コ ル キ ー ト
近 代 人 の 部 屋 に は 疲 れ を い や し ，い ら い ら を 取 る 壁 材

合成ゴムとコ J レクから製造されたコノレクシ ー トでt 裕行いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

価 格 坪 当 り 東 京 渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル

麻 ￰Ｉｬｾ ガスの爆発を防止する手術 主用電導ビニ ーノレタイノレ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

- 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る - 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 ｾ＠ 7  7  

T  E  L  (581)  1  4  1  1  ( 代表) ｾ＠ 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京町堀通 ＱｾＱＸ (京l町会館ビノレ)

T  E  L  (441) 39  1  5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3
K.K. ABC商会



建 築 物 用 地 下 水 の く み 上 げ 規 制 に つ い て

最近各地で深刻化している地伶沈

下をくい止めるためには，その原閃

となっている地下水のくみ上け. を止

める以外 l乙， もはや方法がないので

ある。 l作{f. 9 刀の) : f l 2  '"'6. 1  ' 台風にお

ける大きな被 ｾｉ［Ｚ が地位沈下によるも

のであった乙とにかんがみ，政J(. f当

日も乙れが立tHl
1

，' 置を講ずる乙とと

なり， ):f l 40回開会において「工業用

水法」が改正され「正] ¥築物用地下水

の採取の規:Iil ]l ζ 関する i MI リが制定

されて，同法とも去る 5 凡 1 11 公布

これにより地下水くみ上げに対する

m. :li Vj がi}ITl化される乙ととなった。

「正] ¥築物用地下IKの採取の規mll

に関する法fItJ (¥l n和 37 1，下法rlt ):f l

100 り) ( J 羽係政令ぷびに行令は日

下位設' ( i において Ir.:お 11
1
) は，本年

8 ) 1 * までには胞行される見込みで

あるが，木( ) ; に基づいて行なわれる

iill 築物川地下水のくみ上 iY);Sl:lill の要

点は次のとおりである。本法におい

て f i i J l 築物用地下水」として規制さ

れる地下水の純聞は政令 lζ 委ねられ

ており，冷日設備，ノ'K iil 便 所，「isi-

初， ii!; 椴， ii!; '1( ， 1約火， 消火， t散

7l< ， Ig'( IKなどに使う地下 IKが35・えら

れるが，本法の，l ! s 旨からいって相当

広範聞に l史的11 される棋織である。

Ｈ以下 ｦｩｩｬｬ 築物用地下水」をｾｬＮＡと

「地下水」と時す。)

また， fJ i J i 水設備 J ( いわゆる; 11

戸) (( . も極々 あるが， *7. 去では ，[(I J  

カを用いて地下ノk をくみ上げるため

の設備であって，その1;;' j / K機の11. 1: 11'1

口の断而W ＨＱ 吐 ｈｾ が Ｒ 以上あるとき

はその断而私の合計) が 6cm
2

( 内経

約 1 インチ) を ζ えるものが規制対

象となる。

地下水のくみ上げが規制lされる地

域は，政令で桁定されるが，引にj也

宮 本 光

下水くみ上げが原閃となって地縮が

沈下しており，高潮， 1I'，/Kなどによ

る災 ｾ ｴ 1;' が11ーずるおそれのある地械が

折定地j或となる。その指定の時JVI は

本法の施行日以後であるが，地位沈

下のー片ーしい地岐にあっては，本法の

Jj在行¥1 から遅くとも 2 カ) J 以内に桁

定される。なお，本法の目的 lζ 「特

定の j也以内において」 と あ る よ う

に. 地域の桁定がないところでは本

法による規制はない。

この{ 行定地域内のt ! Jj / K設備により

地下水をくみ上げようとする析は，

仰木設備ごとに，行令で定めると ζ

ろに従って，都道府県知'F ( J 也ブ) li 

治i1; の規定lζ よる指定都市の! X . 域内

にあっては指定都 市の長。以下同

じ。) の許可を受けなければならな

い。 ζ の許可rll ｾｉ Ｇ ￮Ｇ において，都道 ｉｈ

県知事は， ｩＱ ＱｾｉＧｈ こ係る防水 ｾｾｦｬ Ｏｕが Ｇ ｔＧ ￎ

令で定める技術的基準lζ 適合してい

ると認める場合でなければ，許可し

てはならない乙とになっている。な

お，IKij¥; 便所用の地下水くみ上げに

対しては特例 ｾＺｬ ｆ 可の規定であるが，

乙の特例は現lこ上水道の給水が行な

われている地域については適用され

なし、。

許可の技術的基準は ，!1i' jlj1にいえ

ば，地域ごとによ易水機の rLtlll 口の断

而引に対するストレーナー ＨｾＯｋ 孔Ｉ

の位置を定めるものであるが，相当

l滋絡なものとなり，恐らく既設の防

水 ｾＦｦ ｊｬ ｕ はほとんどこの益準 Ｑ ζ 迎合し

ないものとなる見込みである。

指定地域内の既設の湯水設備につ

いては，乙の技術的基準lζ 適合して

いるものはそのまま汗可を受けたも

のとみなされるが，基準lζ 迎合しな

いものは，地域指定の ¥1 から起算し

て 2 年以上で付令で定める JVI間内 lζ

敏

限ってj ' f ・可を受けたものとみなされ

乙の!VI 問すなわち別予期l聞は ，J也縦

沈下の許しい地域にあってはさらに

1  6下( 政令で定めるIヌ域は 6 ) J ) 以

内lこ知縮される。従って，同一市内

であっても，地 ｾｉＺｴｲ Ｎｴ下の状況， ｦｾＩｊｋ＠

ｩｅ その他をｊｬｊ ｊｾ 認して，猶予期間が Ｖ

カ月以内のI叉j或 1 1，下以内の! X. l ¥主，

2 年以上の| メ城，とl又分して政令で

定められる ζ とになる。既設のj J ; ，' ; /K

ｾｩ￭ｈｭ の ｮ ＡｦＮ ￭ｾＮ ｦｩＧ ｅ はこの Ａｖｬ 間内にｼ浪られ

るのであって，このj切聞が満了すれ

ば地下IKのくみ上げが禁止されるか

ら，冷却J芥方式や七水道なと‘ への改

造工τFは このJVI 問内 lこ完了できる

ようにしておかなければ切符えのタ

イミンクが介わない乙とになるわけ

である。

上記の経過 ｾ Ｎ ｬｬｾ［ ｛ｬ によって汗可をＧ凡

けたものとみなされた者は ， その ＱＧｊｾＮ

IK設備が技術的弘司監に適合，不適イ干

のいかんにかかわらず，地域指定の

¥1 から 1)  J 以内 lこ布11道I t J! 日知市にJ i i i

けnll なければならない。

その他本法は， iJ J.l Ii u: や実l也訓ft の

ための土地の:;r. 入り ，f.易IK設1111[ の机

造およひ ｱＧｾＩＯｋ 状況』こついての報告の

徴収 I Ｑ［［ｾ 水設 ＱＱＱＱＱ その他の物件の立入

検査，本法の規定に造反した: れに対

する監督処分，.Jl J則などについて規

定している。

なお，既設のJ C; /K設備を地下水を

使用しないものに改造する ζ とを促

進するため，同および地方公共卜]'1体

は，その改造資金のあっせんや技術

的媛助に努めることになっている

が，現lこ大阪においては，昨年度か

ら府市協同で，乙の改造資金の融資

のあっせんとその金利の半Ui を補給

する m'iu: を講じてきている。

(iE'I'i 大阪市川両日地椛沈下I!fill 部 1・干i )
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|理 事 会|

11 日 4 1時一一 5 時半 於会館集会室

内 席 者 東 畑，竹中，塚本各副会長外 15理事

井手京都，古林中国各支部長

議 事 ( 1  ) 理事会務分掌の件

( 2 ) 常設委員会委員委嘱の件

( 3  ) 継続事項承認の件

( 4 )  r現代建築シンポジウム」協伎の件

(  5 )  r乙れからの建築と住まいの工夫展J 後

援の件

(  6 ) 京都大学 lζ 住宅工学科新設要望書提出事

後承認の件

( 7  Ｉ平城宮跡保存 ｬζ 関するｾ望書提 出 の 件

(  Ｘ Ｉ 役員委員「見学と懇親の会 ｈｾ 仰の件

(  9  ) 事務局職員停年延長の件

( 10) 理事会開催定例 日の件

( 11 ) 竹l陵町]会長受: u 祝賀午祭会開似の件

( 12) 入退会名承認の件

( 13) 報告事項

委 員 会

18日 6  J1寺一一 7 時半 於会合 ｩＧ｜ｾ 会室

出席者 岩崎委員長外 11委員

議 事 ( 1  ) 委員長，副委員長，幹事の選任

(  2  ) 前年度委員会よりの rp し送り事項につい

て

( 3  ) 木年度事業企画について

(  4  ) 記念事業の内総務関係事業について

幸R (4 月 分〉

小委員会 ( 工場見学会)

30日 5 1時半一一 7 時 於会f 1i ' . ; 集会室

出席者 山木主査外 2 委 員 平 岡 氏 ， 口 木 陶 行

大山氏

口木陶科と豊岡向動車見学lζ ついて協議

委 員 会

20臼 4 1時一一 7 J1 !j 於会合' 1' ( 集会室

出 席 者 元 吉 委 員 長 外 14委 口 旧 委 員 6 氏

談 事 ( 1  ) 委員長選任の件

( 2  ) 編集方針ーについて

( 3 )  5 月号一一 7 JJ 号経過報告

( 4 )  8 月号ー以降の特集テーマについて

( 5 )  8 月号一企図の件

(  6  ) 定例開催 rl の1' 1

幹 事 会

27日 3 1時一一 5 J1寺 於会釘l会議室

11-
1

1民科? 寺内件事外
3 幹事 毎度特別併す下

8 月号企画について協議

21日 2 1時一一 4 J1寺 於会館会議室

/ 1 ' ，席者津村委員外 3 委口

出席者少数のため騒々懇談

26 日 3 時半- 4 J1寺半 於会飴会議室

1111 11 111 1111 1111111 111111111 1111 111 11 111 11111111111111 1111111111 11111 1111111 1111 111111 11111 1111 11 1111 .1 111 1I111 1111 111II 1111 111111 11111 11I1I11 11111I11 1111 11111 1111 11111 111 11111 11111 111 11 11111111 11 11 111 111111 11111 1111II1 11I 11111 1111 11 111111 111 1  

! 内 外 式 電 動 .  

ベンチレーター .  

市 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

建 築 基 準 法 にフ リーパス のカ' ラス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

コ=J 劫 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

f小fi ii'!，*; ・ア ー ケ ー ド に {訟; 直

内 外 式

コンチニアスベ ンチレーター

筒 型 番 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大 阪 市 西 区土 佐 堀船 田T23 ( 大 阪 商工 ビル ) T  E  L  ( 441)3983  

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 同 町 l の 141 T E L  ( 981) 1149  

設 計 施 工
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出席者 高指委日 i三外 :2 ?s口

議 事 ( 1  ) 委員長の選CE

( 2 )  ￭ｬｬｾ 些の仕 上 」の編集作業の件

( 3 )  i 建築基準法と関係法令索引」編集の件

|一近 代 建 築 調 査 委 員会 |

13日 3 時半一- 4 1時半 於会館集会室

山席者 滝沢委員長外 8 委日

議 事 ( 1 )  5 月号発表作品の件

(  2 )  6 月号発表建物の件

( 3  ) 生野鉱山建物調査，報告

| 記 念 事 業 委 員 会 |

総務委員会

小委員会 {運動会)

7 日 12時一一 5 1時 於郵政グラン ド

出席者滝本主主E外 5 委員

19日 5 1時半一- 9 J1寺 於会館会議室

山席者 沌本主査外 5 委凸，選手 7 氏

懇親ソフ トボール大会実胞について協議打合せ

住宅講演委員会

5 日 6 1時一- 7 1時半 於会館会議室

出 席 者 塚 本，海上正副委員長外 2 委員

諸Il lli ，Ｏｩ ｬｾ 催時 ｊｄｊ ， 会場予定なと‘について協議

出版委員会

小委員会

9 日 4  JI寺一一 7 JI寺 於会館会議室

山席者 浅野委口外 4 委口

16日 3  JI寺一- 6 1時 於会館会議室

出席者 浅 野 委 員 外 4 委員

23 日 3  JI寺一 - 9  JI寺半 於会館会議室

出席者浅野委員外 4 委員

30日 31時一一 10時 於会館会議室

出席 者 浅 野 委 員 外 4 委員

民家写真レイア ウト の検討

| 会 館 運 営 委 員 会 |

30日 正午一一 1 1時半 於大|荻クラ ブ

出席者 榊 委 員 長 外 4 委員

住宅公団支所庁舎内に建築 センタ ー設置に関 し要望

香提出 について懇談

| 職 場 グルー プ 世 話 人 懇 談 会 1

27 日 6 1時一一 7 1時半 於会館集会室

会11]値上げに伴う集金手数料の件その他会の事業な

どについて懇談。 出席者 12名

| 講 演 会 |

i H 形鋼建築に関する講演会J 500名

1. 口JI与 4  )=J 17 日 1 1時半一一 5 1時

l 会窃 大! 妓カスビノレ講演会

1  .  f. iY; f: 11l演Illi

1 調lfl 梢造の諸問題

大阪大学教授 工r，l i - 鷲尾健三氏

2  H J彰鍋建築

神戸大学教授 工 1' 5 伴 潔氏

3  H J診釧建築の実際設計

大阪建築事務所 社長 高橋陸夫氏

1111111111111111111111111111111111111111111111111“11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111“IIIIIJIII ‘  

議 冷 蔵 防 防 熱 工 事 ア スブァノレ ト防水工 事 怒

ミ ー ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事選

ミ耐i喰モノレ タノレ工中 各 相 床 工 事 選

大 阪 耐 臣 会 Z 業pr {

大阪市北区浮 1:[¥111]'82務J: lk 電話大阪 (371 ) 1333番
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l 映画 「鉄のパイオニヤ」天然色シネ 7 スコープ

1 主 催 本 会 大 阪 府 建 築 士 会

1 後援 日本建築学会支部 日本建築家協会支部

大阪建設業協会

1 協 賛 川 崎 製 鉄 株 式 会社

|座談 会|

「積算見積裏話」座談会

4月24日 2 1時一一 5 時 於会館集会室

出 席 者 司 会 上 林 ， 橋 本 両 氏

各建設会社担当者 7 氏

会誌 6 )J i 建築工'f!1特集」号企画として開催

ｉ Ｍ ｾｾ 五 互ｼ

平域宮跡保存に関する要望書を 4 ):] 13 1-' 付で各

関係者に提出

| 役 員 委 員 の 見 学 と扇 石|

12日 l  時一一- 6 11与半 出席者56名

会初 関凶電力弘s日t保険組合有馬有i別荘

大林組 ｾＦｊｉ ー ｨ Ｇￚｩ 工の同建物を」 二 時全の上同所食堂におい

て選. { ; f ，¥l ビーノレパーティを開催

ｉ ｾ Ｗ ｾ ｉ＠
川崎重工業 K K加古川工場見学会

28日 121時半一一 7 1時半 参加者45乞

問工場は始どのｾ物が剣 ｻｇ 品協 ｾｉζ よって建築された

新設工15j で，新しい管迎方式lζ 基づいて主として鋼む

構造の鎖' Fi' l' li!: 1ζ 桁梁鉄' 円の加工を行なっておる。

日本 建 築 学会 賞 昭和 36年 度 表 彰 業 績

( 50音順)

第 1部 (論文)

• 1=1本上代建築における空間の研究

正会 員 ;)1 上 充夫君( 隙浜国立大学助教綬)

Ｎ 建築物の ｌｬ 然換気 ｬ ζ ｼ 到する実験ＨｉＧｾ研究

正 会 日 石 原 正 雄 君 ( 級 工 法 繊 維 大 学 助 )

・鉄筋コンクリート角筒形折板構造の極限解析に

関する基礎的研究

正会 員 桜 並 IIs君{ 日本大学助教授)

. 建築物 lζ 作用する位カ! こ関する研究

正会口 小林 啓美君( 東京工業大学助教綬)

. ) ] 物の振動特性lζ 関する実験的研究

正会員 中川 恭次君{ @技省担1築研究所1 : ¥

¥a 研究貝 l  

Ｎ ｭｾ 壁休の熱伝説。ｼ算 ￬ｬ､ ζ ｼ 渇する研究

正会員 長谷川JJi 雄君( 東北大学助教佼)

. !ii 光j照明における相互反射に| 渇する研究

.i L 会員 .vl:i di J1S見君( 以都大学助教佼)

第 2部 ( 作品)

.  " 比 谷 屯 冠 ビ J レ

止 会 員 困 方 秀 Y 5ki fr! 本氾Hi 公社主s築川

¥;l¥V，佐役 l  

. バIT 京 郎 .rG念 文 化 会 合'u

l L会 口 jJ ij 川 国見沼( 目白川同列組制 I{倒 的

第 3部 ( その他の業績)

Ｈ胞工技術Ｉ新ｼ仮公ビノレ ｾｉ 没における特例 ､ 転出占

工法

LIJ ，'J'， 定夫君( 竹中工必山取締役)

Ｈ学術而似Ｉわが国 ｪ 也ぷ工学の国際的目 Ｑｾｪ

第 Ｒ Ｑｩｬｬ Ｑ 位斜地 ￭ｾ 工学会議組織委ｬｊＮ会

( j t 長i i . t 雌I i 'J 必)

編 集 後 記

コストプランニングとか，原価とか ，いろいろ特集テーマが芯えら

れたが，結局m匝工伐という ζ とになった。と協力いた fごいた将司I

の方は，坂| 司幾日リ，柄本氏介，反発. 1j 日田甚! 成，今 jl 測之助の各

氏。執ＺｮＺ者各 ｬ ￮ｬ と幹 ｭ ｬｃお礼をＱＨ Ｑ しあげます。 ｲｸ りは ｲｾＱＹ [tl[ ，'I年

五n築家特必」の予定。

ル
U

d

ヰ

L

戸

時

幽

単

一

七

樹

川

比

制

ト

-
r

合成 樹 脂

塗 床 材

壁材内 装

・外 装 !羽

トルギスキ ンと は特殊合成樹脂を主体とした高分子粒状111料であります。

特 徴 iili 気性があるため，施工下地伝説ミ外- ' 11く践装ができ ，剥椴する ζ
とが

ありません。その上乾桜色紙めてJT! <  ，従って工j凶の短縮ができ ます

トルギノールは合成樹脂の滋談式( コテ U:1: ) の床材で鱗目がな .  - - ... . .  ・d ト

〈ず凶的で，圧力，附 山 ー て 永 も ち の す る F[ 則 的 州 で 保 温 製 造 元 大 元 工 業 株 式 会

防7J ll: b  ￭ｾｲ＠ h 附む感じのよい通l宜 の 抑J をもっています。 回 木社工 湯刻阪ｪＨ￯東淀 川区 三 印刷凶 Ｑ の お 士 ｅｌ 大阪 ＨＳＰ Ｑ ＩＲＷＳＴｾＵ
女 不変色 色調白 .(，: 女 必名: t [ J 入カ 9 ログ御. l t 1求下さい .  1:t ;住 所 j.U J;( 科 山 屋

• T EL (561)4678 T E L (24 )4491  
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52tt 大畠低学のひふくτっlぎんさ

ｅ ｬ ￯ｇｾ己手ｪ，ＧｩＮｾｾョ
カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メタノレ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 III J 4 の 1 0 4  (931)  7071ー3

支 l苫 新 居 浜 ・名 古 屋 ・jlg 日 市 ・広 島

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチールサりシュ・ドアー

スチールシャ ' Yター・オペレーター

何回中工業椋式会事t大阪出張所

本 社 東 京 都 ー 工 場 東 京 都 錨 田 区 綿 糸 町 1 - 25 

東 京 都ニ エ 掲 東 京 都 品 田 区吾 郷町 東 4 - 122  

小 倉 工 場 初 岡 県 小 倉 市 赤 坂 上 の f < J 37

川 崎 工 地 神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 回 3 - 43 

キL 側 一山 被 所 北 海 道 札 幌 市 北 大i且東 4 T 目 4

機関マモ I盟 底 岩 手 県 備 岡 市 木 伏49 ・z制 t 他 殺 ( 椛 )

三名 古 座 代 理 応 愛 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 岡 凹 也 村 K K

米 子 代 理 応 鳥 取 県 米 子 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 庖

S集 式

会 i i

T E L 東 京 (623 ) 代 表0106 - 0108 ・(622 ) 0790 

T E L  m耳さ (6 1l ) 2118 - 9  

T E L 小 倉 ( 52) 0653 ・2833

T E L 川崎( g ) 7594 - 5

ｔ ｅ ｌ 牟 ｌｾ 見 ￦ 6762 ・ 0515

・T E  L  ｾ，且｛ｬｩＧ ｊ 7642  

T E L 名 古 屋 臼3 ) 01 21 ・2057

T E L 米 子 4683  

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 341) 207- 8・4836- 7



ｾ Ｎｹ ，命叉 は ｭ ｾ ， ＰＩ 場命令は本側をど ，Ｈ［ ＱＱ 川の位お ｾｾ ｩ いＺｩｾ｟Ｈします 一一ー

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 代表 ⑩ 7031

東京戸中央区宝町二 ・六( 村孝ピ川階) (561)5441 

名古屋市中区新栄町二丁 目ー ③ 1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市 東 本 町 四 丁 目 一 四 九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 . 養 巴 町 二 二 ω 1158

株 式 会社

本 社

支 庖

出張所

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 丁 目 6 2  

電 ⑪ ( 代表) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ・④ 1 7 7 8 ・4 3 8 6  

名古屋市中村区牧野町 1- 6 電話ｾ 0966 

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の 10 m ( 911)  2346 

広 島 市 中 町 2 務 地 の 4 屯 ②7575 ・7588

営業所

出張所

ム

一

千

会

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

株 式

会社

設 計 施 工

短 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大 阪 市 西 区 江 F 掘 一 丁 目 60番 地

C包 括 大 阪 ⑩ 大 代 表 8 2 3 1 1Ii' 

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京 都 ・神戸 ・岡山 ・高 松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金 沢 ・福 井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪⑪7575(代表〕

京都市東山区大和大路正面上ノレ包話京都⑤4945(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話 神戸 o 5 8 9 2  

庸口城代表取締役

庖

所

支

出張

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大 正 二 年 病院諸機械・給排水・衛生

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 師寺 6 7 6 区

111 話 :1Il:京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 崩 iili 大岡ピノレ 714 号

電 話 大 阪 ⑩ 1568 ・156 9 ・2594

庖 札悦，! 1北四条西16丁目 1務池百五日1展ピノレ二階

包 括 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4661

名古屋市中区南大津通一寸目下代問 ピノレ522号

ｾ ｬｬ＠ ;r.f; '1' 局 @ 1  7  6  6  

庖阪

幌

名古 屋庖

庖

叩寸

断

改

配

工

崎

市

也

闇

4

7

4

A

n

p

mね

ん

酬

肱

房

説

会

冷

並

7

t

L

W

暖

M

一
J

劇

活

k

計

ル

斎

帥
閣
内

F
…明

劇

活-一

V

H

エ

水

桁

久

斎

大阪市南区順慶町通一丁目四四務地

電 話大阪 ｀代表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 審

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 十Jol 2号館 5 号

電話 ＨＲＸ Ｑ Ｉ 局 ＶＵＰＵｾＸ 若手

金 沢 市 高 l周 町 三 五 m筋金沢② 2074

稿弁市l T I . 之柄下町一 0 電話福井② 2436

高 松 市 二 番 丁 九 宿駅間 総② 5195

岡山市大供松ノ木三八O ノー 電 話 附 山 @7047 

大

キL

庖本

所

所

所

所

晴

増

強

張

川

直

営

出

出

出

ミ

F

E

U

訓

U

3

k

u

金

福

薦

問

空 気 調 和

鼓 計

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐沼通 1 丁目 14番地

電 話 百 代 表 5 1  7  1 務

東京都港区芝田村町 6 丁 目 泣 話(431) 代表7121

名古屋市中区材木町 1 丁 目 電話ー@代泰7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ 包括③9153番

神戸市生田区北長狭通 2 丁 目 也 話 ③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 包話 ⑧代表4731

社

衛 生 設 備

施 工

須

東京支! 苫

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

腐

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

機 工 業 大 阪 支

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太郎

大阪市東区高腸繍 3丁目 l 番地 電話大阪(202)代表3071

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 為 業 町 1 丁 目 1 0 番地

支応 ・111強所名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島 ・仙台・1富山 ・金沢 ・高松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区中ノ島二丁目( 新朝日ヒソレ 5 階〕

電話大阪@ω4 1 ・⑮7046(代)

本社及東京支庖 東京都中央区八重測三丁 目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁 目一

連 絡 所 広 島 市 基 町 一 ( 朝 日 ヒソレ)

式

社

株

会

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設備

25 西原衛生工業所大阪庖

2  

旬語大阪⑮3531番大阪市大淀区 中津南通 4 丁目 44
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑭ 局 8 3 5  6  ( 代表)

本 社 東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

支 庖 東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

工 場 東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ヒソレ 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

工施計設

生

置

暖

j且

社業株式会社

&

宮

大阪市北区中之島 4 - 39 電⑩6671- 5

東京都港区芝浜松町 2 ー 7 氾 (431) 7  3  4  1  - 5  

札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・③5374・5969

仙台市元寺小路( 五城ピル) 滋 ② 8061・③ 9261

名古鹿市中区東関町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 市 大 手 町 8 - 155 氾 ③ 7 9  4  9  

福 岡 市 薬 研 町 3 市 ⑪ 0788・@0296

東 京 支 庖

北 海 道 支 活

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 広

広 砧 文 広

福 岡 支 町

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目ー蕃地

電 話 大 阪 ⑬ 3 3 9 1 - 5 審

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 ( 351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生同区下山手通八丁 目三三 電話元町0 3035番

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 電 話 ②51 361&

本

株式会社

庖

本

支

神戸出積所

仙台出慣所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 電話大阪⑩ jjG誌協。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京都市中京区両替町通リ姉小路上ノレ

電話@ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 五溺橋北詰〉

電 話 ⑩ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広田I 電話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

対f'繁)11 代表取締役

⑥ 

社本

大 阪 営 業 所仙 台 支 応

四日市営業所

津 営 業 所

名古屋出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノレ六階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7  2  5  

( 代) 9851 - 9 ・9951 - 9  

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

社雲忌大

大

⑤ 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工事 一 切

設 計 胞 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 北大阪ピ J!-

電 話 大 阪 ⑩ 代 8675- 9 ・4953- 5

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 IU} l

電 話 ( 866) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4

名 古 屋 市 中 区 城 代 町 7

電 話 @  4  6  9  0 ・4 3  1  7  

営業所・出強所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

尽東
名古屋支庖

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ ・サッシ・ドア・シャッ ター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 宗 是 且斗 ( 大ピノレ〉

電 大 阪 代て441) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 、3 の 10 の 3

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ピノレ〉

電 東 京 代 ( 501) 3  1  5  6 番

名 古 ，屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

出張所

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

本社・ 工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 - 7  1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 務 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本

本社・分室

3  

所事量営
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

社

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電 話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

A

P

2

 

株 式

A: : = 

ヌL電浅 海

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 ) L

屯 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目十二

包 話 (551) 8 ‘ 3 3 0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. .6.  

' ;z:s; 式株

. t: :  

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所
所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社
社

. .6.  

' ;z:s; 式株業エ原栗

騰村
A  

i  
取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 務地 ( 日産生命館)

電 話 大 阪 ⑪ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 束 京 ・ 名 古 足

出張所 舞鶴 ・jょぬ ・八幡 ・福岡 ・富山

信原粟取締役社長

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 IIIJ 二五平時地

屯 諾 大 阪 代 表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東京都港区金杉町二丁目十三務地

名 古 屋 ・ 新 宮 ・ 御 坊

ネ土本

東京支庖

? 託業所

. .6.  

Z ヨE

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館 607号室 電話東京 (541)7464 

大阪商 ・北海道 ・名古屋 ・四日市 ・稲 山 羽 岡

..t::: 

ヌLト 電マヤ株式会社

.1' rJ， 

lJ ll 木111  取締役村長

キ土

東京営業所

本

所張1出

社

事

エ

式 会

博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 6 階

m 新 大 阪 1吋 ⑮ 9 5  3  1  ( 大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 掛 通 リ 四 丁 目 八 器 地

電 話 大 阪 向 ⑪ 5 2  0  1 番( 代荻) - 3

出現所 京 都 市 右 京 区 西 r i C 今 間 関I 六 番 地

包 括 京 都 ) .. j ⑧ 3 4 8  1 番

エ

施

株

本

気

一

山

気

計

取 締 役 社 長

電

設

E 吾-

I'E!. 陽朝

盤

底

置

ぴ

作

社

ー

包

装

装

及

川

駅

川

印

刷

叶

減

税

地

球

受

止

助

一

計

、

主

J

州

5

H

M

m

一

刊
昨

1

4

.

瑚

自

J

腕

d

Z

1

1

一一一

日

付

制

即

日

ヒ

口

μ

盤

討

視

幾

6

H

-ヒ

.

-

F

T

o
I

脚

丁

屯

川

監

ス

気

式

川

一

J
三

日

町

l

川

分
・

4

方

一

立

i
1

1

1

0

町

。

安

一

刷

町

番

沼

逆

遠

・

へ

此

戸

川

脱

臼

常

叫

内

側

人

口

側

川
町
山
時

・

ス

持

株

高

京

E

U

良

品

職

8

-
ハ

屯

一

切

世

・

州

F

T

U
謎

笹

束

7

院

配

中

山

視

庁

其

業

ト

区

川

市

町

叫

川

用

・

陪

且

ー

・

当

割

高

地

市

阪

市

-
E

{

三

作

山

古

川

一

京

稲

川

話

阪

経

絡

問

点

操

下

袋

、

タ

罰

一

も

京

電

東

包

大

同
地

名

目

出

制

従

広

動

樹

動

川

7

i

社

場

宿

所

所

所

白

方

自

ロ
れ
ハ

キ

本

支

雌

娘

加

機

遠

度

フ

一

割

高

正

胤

川

品

動

劾

湿

槌

f

五

回

古

陪

白

色

{

円

温

久

山

内

ノ

森

東

工

大

名

制

広

社

電 気 工 事 設 計 施 工

機 株 式 会

取 締 役 社 長 花 車 内 伝 三

社 大 阪 市 北 区 品n笠岡T 1i O  ( 笠ピル 三 附 )

H); ｾ古 ＨＳ Ｑ ＲＩ I  4  7  I  (イ¥:)

山東京都中央区間八了証i ! 凶丁円十 f 掩 l則ピル で伽

氾 話 (551) 5 5 9 0 - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 IR JJit 見 通 二 丁 IJ ニO 帯 地

m =  Ｈｾ＠ 2 3 6 - 7  

小 松 市 符 津 田T 才 rlq 四 ノ 三

j"[t  ｾｾ＠ Ｈ耳ｾ￯ｉＡＩ 2  3  7  

m 市 三 宝 田T 七 丁 IJ 三 六 九

本

+ -

コぇ

タ

タ

電気工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

令

官式株

A: : = 

ヌL

層F: I

I ' a 本中
社

. .6.  

' ;z:s; 式株

. t: :  

ヌL電東j工

日月

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

位 話 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大 阪 市 城 東 区 野 江 酋 之 町 三 丁 目 一 一三

m 話 ( 931 ) 2  1  9  3  

正本中取締役社長

ネ土

機器工場

資材倉庫

本

社

4  

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 JBJ 山 通 9 了目 72

屯 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京・都 新 宿 区 淀 楠 5 3 3

包 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

本

支

出張所



電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 ⑪ 6531 ( 代) - 5  

支 庖 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡 山 ・門 司

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪rli 東区高腿橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9  l'存

社 寺 数 寄 屋 用 瓦… 大 例 瓦

ど い b  

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦・・・大和瓦

美術建築内外装用 タイル … 大偽タイル

本

大 阪 管 損 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1 3 (941) 0 9 7 5  

名古屋営蝶所 名 古 屋 市 瑞 穂 区 堀 田 通 1 丁目 (88) 2  7  0 3  

P  AI NT I NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 前 負

株式

会社 林 塗 装 庖

TEL. 大 阪 ⑫ 1756- 7 ・東 京 ⑮ 1335

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商
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星
西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 TI了 間 区 京 町 婦 l ー 7 4  

J.l!ぷ i主総所 東京自if，千代日 l区 神 間 務 本 町13 ( 田島応用内〉

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・11
1

国 ・凶 国 ・九 州

T E L ⑩ 代 表 5951

T  E  L  (866) 代表 6101
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雨 の 多 い 日 本 に は …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない ・軽るい ・精度が高い

q l ，a亨最高の品 - 新しい建築資材

10 

Ｍｾ＠ . .  ］ョ・ＮｾＮ

E孟逼・・・・・・E蕗.

- ; ) -四・IIP- _ i • 
.  ，五五Ｑｴｾ＾＾ｖＮｬｾ・

ｅ 孟 週・ｾ岨ＮｾＮ

置嗣・Ｎｾｾ・

E函E 董理ヨ-

バールタイル( アル三吸音板) . 0及 音 板

インシユレーションボード・スＩｾンド レ j レ

ハ ー ド ボ ー ド ・ 高 級 化 粧 合 板

j Vー テ イ ク J レ ボ ー ド ・ コ ぺ ン ハ ー ゲ ン リ ア

フ ロ ー ソ ン グ ¥ モ ザ イ v ク } ¥0 ー ケ 、ν ト

ア ス ハ ル ト タ イ ル ・ リ ノ リ ユ ー ム

ア ラ ス タ ー ボ ー ド ・ ホ 毛 セ メ 〉 ト 板

フ レ キ シ フ" ル L ー ト ・ 石 綿 板

ヒ ν タ ー ラ イ ト ・ メ ラ ミ ン ・ ビ ニ ー ル 合 板

おす 脂 プヲ う ス ・ヱ ン ピ リ ア ・ ナ ミ 椋

リ フ " ラ ス ・ ラ ス ボ ー ド

乙 ー 三f 〉 ク " ボ ー ド ・ ル ー フ' イ ン グ

オ ミ ー ド サ ッ L ュ ・ レ ヂ ス タ ー

/ ン ス リ り フ ・ ・ コ ー ナ ー ピ ー ド

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材 ③ 
田村薗奮遅刻部

支 臨



ァ ｘｾｉｘ ト ］ｩ Ｇｾｉｊｘ
フ ァ イ ヤ ボ ー ド は 今 般 英 国

ケ ー プ ア ス ベ ス ト 社 と の 技

術 提 携 に よ り ア ス ベ ス ト ラ

ソ ク ス と 改 称 数 し ま し た 。

完 全 耐 火 性 ・軽量・吸音・断熱性・

永 久 不 変 性 ・ 木 材 と 同 様 の 加 工 性

トh レ‘ I' I I T X

織鳥

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社車車邸中央区銀座西 6 の3 電 (572)閃 21 ・ω31(代)

大 阪 支 底 大 阪 市 南 区 塩 町 通 4 の2 5 電船場 (251) 5 4 9 1- 8  

名古屋支底名古屋市中区下前涼町 117 電 南 (32) 6 5 9 1- 5

九州主底福岡市議院大通り 2の 8 1 電福岡 (74) 1747 ・2827

II脱 出 彊 所 札 幌 市 北 四 条 西 2 丁 目 電 ( 2 ) 6472 (  3  ) 0520 

古きLL手ミヒ斬新な技術を2をむ大銀製品

スMY・71
7 ルミ I I  

営 業 品 目

ステンレス製品

美 術 金 物

金庫金庫室扉

株 式 @ 曾 紙

大 阪 鉄 I pJ( 

取 締 役 社 長 富 田 豊 松

大 阪 市 西 区 本 田 町一 丁 目 四 四 番 地 電 話 大 阪 ( 531) 1254 ・4615 ( 541)  0910 ・0919

津守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 二 四 番地 電 話 大 阪 ( 661) 1  4  1 8  

千 舟 工場 大 阪 市 西 淀 川区f田町 四 丁 目 五 七 番 地 電 話 大 阪 (471) 0 4 2 0  

11 



ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 ど 工 事 は |  

( アイクエオ11闘)

( 301 )  6437 ・6438

( 661)  8861- 2  

( 971)  44ω ・8288

( 441) 5951 

( 471) 3131 - 2  

八尾 ( 2 ) 2 308 ・3039

( 391) 0924 - 5 ・2045

( 531)  5281 - 3  

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 了自 9 1

大 阪 市 西 成 区 約 通 9 r 同 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 明 野 6 -J ー閏 4 3

大 阪 市 西 区 京 II IJ JIiil l  T  14 7  4  

大 阪 市 西 淀 川 区 剣 山 111]" 1 6 9 0

八 尾 市 字 太 子 世 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 婦 上 通 3 f 日 3 9

大 阪 市 西 区 新 田j 北 通 1 f 目 1 8

k. k.  

社

社

大阪出強所

業 k .k.

重量 k. k.  

k. k.  大飯営若草所

大 阪 営 業 所

業

英

盛

k

工

k

キオ

エ

エ

工

業

K

L

u

a

 

工

4 製 造 業 社

協 和 建

k .k . 工

k.I .c. 工

田 島 応 用 化

大 恵

東 亜

日 遷 化 学

日 新 工 業

( 202)  ＲＲＹ Ｑ ｦｾ＠

( 451)  7601- 5  

( 312)  0871- 8 

( 391) 2080 ・2207 ・0238

( 361) 5858 ・5850

( 531) 4520 ・8401

(791) 4427 

( 361) 0774 

( 341)  4305 

( 441)  519 5 - 6  

( 231) 2771- 2 

( 441) 5223- 4  

( 731) 2514 

( 441) 02551¥: ・53921¥:

大 阪 市 東 区 大 川 H汀 1 ( 勧銀ヒソレ)

大阪市福島区鷺州本通 1 r  n  48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 東 淀 川 区 新 尚 南 通 1 r  H 28 

大 阪 市 北 区 巡 本 alJ 4  1  

大 阪 市 西 区 南 j踊11 . 工一帯町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 欠 削 住 : . 8 111.]"9 1 3

大 阪 市 北 区 綜j 笠111]"50 ( 堂ピノレニ向井)

大 阪 市 北 区 老 必 町 2 了 円 7

大 阪 市 西 区 京 町助i l 通 3 T r l 40 

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 北 通 5 'J 守目 3 6

大 阪 di 生野区生野川! : : ; IIIJ 94 

大 阪 市 西 区 上 佐 胤 i 1 ! i l 丁 同 1.3

庖

K

会

k

k

k

k

所

所

庖

K

庖

所

k

k

k

k

k

k

k

k

 

支

業

業

t

p

 

E

事

油

膏

営

営

業

事

防

事

L

商

業

大

商

J

阪

阪

興

商

ァ

大

大

k
.

商

石

z

q

湿

E

商

k
.

臣

フ

k

k

野

設

:

L

民

L

u

u

商

国

ス

産

育

建

国

士

通

田

本

松

日

ア

井

文

物

涯

長

業

京

友

崎

西

本

企

π

k

旧

東

池

内

悔

筏

朝

三

川

中

K

目

前

村

山

‘

 

( 371)  6301 ・8024

( 441)  8531 

( 301 )  3505 

( 371) 1333 

( 931) 7071- 3 

( 351) 2922 

( 941) 5561- 2 

( 441) 5408 ・5486

( 341)  0207- 8 ・4836- 7

( 341)  1105 ・8640

( 371) 0251- 3  

( 261) 71951  i; 

高槻 ( 5 ) 1646- 7 

( 631)  6221- 4  

京都 ( 5 ) 9954

( 921)  0971 ・0531

( 641)  3434 ・0810 ・7390

( 541)  3785- 6 

( 361 )  5493 

( 4511 6089 

( 301) 3855 

( 351) 9231  

( 451) 23ω ・2030

( 351) 2150 ・6595

神戸 ( 5 )  2697 

神戸 ( 5 )  4630 

神戸 ( 4 ) 6930 

神戸 ( 4 ) 5鉛 4

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2 )  4272 

尾道 2760

広島 ( 2 ) 2881- 2 

高 松 ( 3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 i緩 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 白 区 江 戸 制 下 通 1 r 凶 7

大阪市東淀川 区X: 今.m北 通 1 1 日3 1

大 阪 市 北 区 浮 111 111]' 8  2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 来 之111]'4 -r rl l 04 

大 阪 市 北 区 空 心 111]' 1  T  ｲｾ＠ 3  0  

大 阪 市 東 区 高 首 位 町 2 r  FI  3  4  

大 阪 市 西 区 江 戸 頻i 1判i i l i 5T H35

大 阪 市 北 IX 以 砂 111]" 5  

大 阪 市 北 区 本 鰍 町 18

大 阪 市 北 区 的 野 111]' 3  4  

大阪市南区l i i . 11I ] " 2 J ' 1I 1 3

高 槻 市 大 字 高 槻 1 "  6  

大阪市南区高沖凶ｾ T  7  3  

京 郎 市 下 京 区 間 じ条 比輪| 土1111]'28

大 阪 市 都 島 区 都 品 中 通 6 T I I 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 111]' 1  T  11 5 1  

大 阪 市 西 区 新 IIIJ 北 通 1 f  11 5 2  

大 阪 市 北 区 日 且1 111]' 4  0  

大 阪 市 福 砧 区 上 橋 ぬ 北 4 J' 11 2 4  

大阪市東淀川区木川凶ノ IIIJ ・2 T Ii 6  

大 阪 市 北 区 伊 勢 IIIJ 40  

大 阪 市 福 島 区 上 稲 山 市iili 1  -J干1152

大 阪 市 北 区 天 神 繍 筋 2 ー I

TI ' 戸 市 兵 隊 区 荒 IJI 111]' 1  J  - LI 

神 戸 市 兵 隊 区 上 沢 通 6 J' 日 9

神 戸 市 兵 雌 区 神 ID IIIJ 4  3  9  

神戸市生回区北長狭通 6 TI' 織共栄ピノレ

神 戸 市 兵 隊 区 水 木 町 8 r  1: 1  5  

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 法 宮 IIIJ

広 島 市 鉄 砲 PI]' 1  0  8  

高 松 市 況 脇 IIIJ 9  6  0  

松 III i' li -- 百十 111]' 

必 山 市 住 田J 2  r  ｾ ｉ＠ 9  5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k. k.

k.k. 井 上 浄 夫 商 庖

k. k. 石 田 建 材 底

大 阪 耐 酸 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k.k.

k. k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 渥 膏 工 業 k.k.

Ic.k. 木 下 建 三 商 広

k. k. 久 保 商 庖

: 1 & 口 興 業 k.k.

清 水 興 業 k. k.

k. k. 新 光 商 1苫

関 本 建 材 k.k.

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 業 k. k.

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k.k.

日 新 工 材 k. k.

日 本 遷 育 工 業 k .k. 大 阪 支 庖

フ タ パ 興 業 所

k.k. 双 葉 商 会

松 本 渡 膏 工 業 k .k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス 工 業 k. k.

丸 藤 商 広

石 井 建 材 有 限 会 社

k.k. 中 出 商 会

三 億 工 業 所

中 村 漫 青 工 業 株 式 会 社

日 建 涯 育 工 業 k .k .

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k. k. 浜 原 登 商 庖

青 盛 建 材 k.k.

古 市 断 熱 工 業 k .k.

正 和 商 事 k. k.

k.k. 山 本 商 会

4 賛 助 会 員

丸 善
( 271) 1251<1日)

i  社 団 法 人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 たlIIl ' IIIIIく 'y' l ，IP' O 13 '('， ｾ＠ ¥ 7)  ｬｬ￴ ｾ Ｉ 棚 l  

大阪市片ｾ ｾ＠ 1毛細編j ) 7j 3  J' 11 k. k.  j由石
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u . u の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板

ピ 帯 オ シ

久 徳 夫 持 弘

美 猿 民 事 "

'1 Z'ι 句 "1 ド

ス一代- Zえョf 歩一

輯

⑥ 

ふ

ム

4

S

E

 

会

問
削

式

的
山

株

町

板

一…則

合

聞

い

逮

捕日

浪

東邦商会

n

w

d

n

r

q

3

r
a

 

由

~

U

附

「

l

P

O

E

t

1

・

3

1

7

m
m
 

吋

J

。，“

日

1

6

0

空

間

一
一
堀

一

山

曜

劇

新

恥

位

決

市

和

束

認

山

話

市

電

k

泡

阪

電

大

和

所張出

京展

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社 神 戸 市 生 田 区 長 狭 通 凹 ノ 一英和ピル

T E L 神戸 ③ o  8 8  1  - 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町五O 堂ピル 5 階

T E L 大阪 (312) 2  0  3  1  - 4  

出 張 所 岡 山 市 内 田 京 町 1 5 8  

T E L  岡 山 ② 5  1  8 9  

陶器

ZスロシqィJL

t/=.I ヨz - ] ，

流し台・調理台

笹盈孟扇面忌l

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電話 (531) 1003- 5  (541)  8731- 3  

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 ・n.1 @ 0 1 4 1

13 



網入光り波型ガラス( 万 二[ 建) 長サ 965% 181勝

ｗ 内，、ｾ、，匂ＢＮ . -- - -- ---- -ー‘..，.，、例d、̂'内，、伊脳内，、̂'肉，、... 倹，、，、，頃内，、ＧＢ内，、ＧＢ供 ､ 、，、ＧＢ、ｾ、 .... 除，、ｾ、

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

r  

， 

.‘ ，一

民、'‘

-( 硝子繊維強化 ポ リエステノレ板) 各種波，寸法 ( 長尺物有〉

e、向，..，..，、，、，ー，、，..，...除，、，."..，.，..，.，.守司- . 司_ . ママ守 司，. . ，. . ，. . . ご .司p ご- - 司F 司_ . ー『F ' '̂内，、同町、，..師、削除，、，.".ー，、，

⑥ 
製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

大阪支底 大阪市北区玉江町 2 ノ" ( 三菱倉庫ピノレ) 電⑪1お 9 ・3389

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 字 久 保 224 電⑦3101- 4  

11. .c 武

N. G . イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ アル ト 販 売

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

岩 元 式

|ヌカイライト並開lベンチレーターI

苓 木 目占 床 板

フ ロ ー ン グ 施 工 5青 負

プ ロ ツ ク

ベニヤフラツゾユドアー 造 作 取 付

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

4夢 幻 寄
木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 4 9  

電 話 (251) 373 1 ・3 ¥:i 6  0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

14 
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サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタ ログ進呈

4

ム

4

4

・

A

富

山

日

式

馴

寸

朱

駒

川

j

i

区

U

業

献

一蜘

f

(

 

「
」

阪

話

-

-

大

電

一

冗

柑

山

一

相



「一一一一一一

磐 城 セ メ ン ト 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

電 話 ( 202) 0  1  7  1  - 7 番

工 場 所 在 地 ( 春 日出 ・堺 ・西宮 ・神 足 )

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

電 話 (361)代 表 1 2  3  1 番

工 場 所 在 地 ( 佃 ・千 島 ・向 日 町)

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

電 話 (312) 1  4  0  1 ， 4  0  9  1  

工 場 所 在地 ( 津守 ・淀川・ 魚崎 )

小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖

電 話 (361) 代 表 1 2 6 1番

工 場 所 在地 ( 尻無川 ・京都)

大 阪 宇 部 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

電 話 (271) 6  0  5  1  - 7 番

工 場 所 在地 ( 大阪 ・吹 田)

菱 セ メ ン ト 株 式 会 社 大 阪 支 肩

電 話 (361 ) 代 表 1 2 6 1番

工 場 所 在地 ( 尼 崎 ・大 阪)

ツ ル ガ 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

電 話 (361) 6  2  3  5  - 7 番

工 場 所在地 ( 春 日 出)

豊 国 生 コ ン ク リ
一

ト 株 式 会 社

電 話 (312) 代 表 3 6  3  7 番

工 場所 在地 ( 尼 崎 )

ノ ザ ワ コ ン ク リ
一

ト 株 式 会 社

電 話 (441) 3  2  9  5  - 7 番

工 場 所 在地 ( 茨 木)

八 幡 高 炉 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

電 話 堺 ( 3 ) 2 3 2 3 - 5 番

工 場 所 在地 ( 堺 )

15  



アルミニウム

東京鋼板工業株式会社

ス テ ン レ ス カーテンウオール 本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出張所

ブ ロ ン ズ

東 京 都 荒 川 区 尾 久 間IJ 5 ノ 1 0 0 0  

包 話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠 沼 18 番 地 ( 来 日喜ビノレ 3 階)

笥話ｾ 9 1 5 4 - 7  

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商 ヒソレ) @  2578- 9 

福岡市橋口町15番地の1 ( サシピノレ3階) @8825 

関西媛房工業稼本全誕

堺 ② 1 2  1  3 ① 1  3 2 2  

'J.
・

•. 
、

.  .  
.  .  

ヰ'. '，.，. .. .: .  

設 計 施 工

設 計

.  
-

γ L'  Ｚ ，，Ｇ ｾ Ｍ ［・ Ｎｗ ｡ ｟ ・Ｎ Ｎ Ｎ旬Ｎ‘・Ｎ '.・ 1・.・. ，・ i . : .
9

［ＱＱＰ ，，Ｂ ・ Ｎ ＮＮｾ・、 Ｔ ・ ・Ｚ _! .  0 ' . ・1・・・" -;  :  ｾ＠ .-. ."'. -: ・・.-.:".. ・.....'"・，二・1 ・..・J ・..フ・2 ・. -Jι. ・.. ｾＧＮＧ＠ ｾ・・｟Ｂ｟ＺＺＮＢ ｟ ，

化学工場の構造物を

酸蝕から守れ. ノ

耐 熱 耐酸 耐 i由 耐 ア ル カ リ

ポリエステル系レヂンライニング

エ ポ キ ン 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ア 系 煉 瓦 白 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

工

一

で

一

ふ
ム

-

A

d

-

-

施

一

糊

壬

一

固定

{

一

は

す

t
一

に

ま

重

一

工

い

「

一

施

願

J
f

-

i

 

i

-

i

 

一

+

』

目

白

=

ロ

ふ

か

1

現

一

設

御

耐酸化学工業株式会社

大 阪 市 北 区 高 垣 11可 80

電 話 大 阪 ⑩ 178 ( 代表) 4161 ⑪ 4957- 8 

16 

@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く イ/

アスベストパυャ

Asbesto.  Bar ri ev 
t・

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切、天井扉、電気室

発電所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ート 壁 などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 l の 1 1  

電 話 ⑩ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

( 皐カタログ)



オペレ・ター

防 吋 lンガー

骨

d

v

開ー. シヤマタ・

厩与正王宮白羽

.  

.  

本 社 工 場 尼 7 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0

電 話 大 阪 ( 401) 6  1  5  8 ・ 6 1 5 9  

雨 水 浸 入 柔IJ 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

... ヘ、 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西円手町一O一七番地 淡町駅貨物八号門前

ナニワ緩勾 ｾＲ 荒

組 1使' i Hオにt }Jj 料 、 薬 品 等 を 配 介 し た 粉 末 刑 で そ の 他

水練り、イ￮ＡＤ蛙仕上げの為特に技術をｾせず、色ムラ、

/ 11 汚れごすのＺｊ ＩｾＮｉＮＧＡＮ がない面Ｍｴｬ ￭ Ｇｩ粍性特に強大、表凶 ｉｔ ｩＱＧｬー

ら か で 炎 し < ｾ， ｉ ｈ 紫、耐水性に Ｗ［Ｇ［ h1i 聞 絡 低 廉 で あ り ま

す。 ( 坪 当 り材料代' 1 950) イ1: J二リ l亨 さ 約 2 怖，f 'tlJ .支

? 校、 り品、病院、 ιJ'; 務所、j ! ' ( j J ，I ; 、ガレーヂ、ガソ

リ ノス タ ン ド、ｦｩＢ志向 ＲＺＱ 民 ｩ 、 ｩ ｊｬ ￩ し、 ｲｦｩ ｦ［Ｎｾ に ｩｬｫ［ 血で

あ リ ま す 《

.  ( カタログ. i l l l '11) 

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市此 花 区 lilltr Jゐ組III Tl - 3 T  E L  (461) 3 5 9 4  

ス 崎 大 阪 市 此 花 区 内 ' J l } ゐ 旭 町 1

L 可 綜合建 築 設 計 吋

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋コンクリ ート 造建築

ー の設計監理

2. ダイヤモン ドト ラス ・ジグザグ 1・ラ

ス ・平行トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐凧木材接合金具の製造販売

P A T ，O式( 織本式) デベル及クランプ 《

、、 広明心

地質部 ポーリ ング ・建築物基礎工 、， v  

事 の為の土質調査

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

(11: 1絵本建築設計々算事務所 ・織本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本織かきがら l町3 の2 電話 (671) 6443 ・7007 ・7062

17 



扉 ， 55 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快

ビ 県 吻 ト 恒z，顎

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 奨 矢 柄 田T 一 五 一 得 f也

大 阪 ( 741 )  4655 ・ 018 9 ( 71 6)  018 8 昏

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コンクソートノマイル・コンクソートフロック

地管・*衆瓦・ヒューム管・街安治容

を ＱｾＹＱｴ 敷 Ｗｾｴ フ・リヤ・スてーサ・各種コシヴリート裂品ＭＣＮＮ

⑪森延窯業株式会社

取 締 役 社 長 森 下 延 幸 ・ 専 務 阪 締 役 船 津 稔

大 阪 市住 吉 区 上 住 吉 町三一 電 話 (671 )2420 ・8217

第 二 工 場

浪建式

ア ｊｾ ミサ・ ν シュ・ド Ｗ ー

スチールザ・，リシュ・ド} ' -

シャIVヲー・ it ベレーター

lトカライジ幼処理I揚餓

一製造販売ー

4a・・h

a血山! l

建輩F 日嗣

浪速建枚Z業様式会私 全回線代理庖 |  

本社、茨田工場 大 阪 市 械 東 区 茨 回 織 機 4 1  (931)  1  1  7  1  

野江工綱 大 阪 市 械 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 丸 帯 地 (931) 6  8  2  4  .  A  6  3  5  

東京営業所・東京都中央区銀座東六丁 目木娩館 ピル六号館 607号室 電話 東京 (541)4611帯

倒間営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンピル内 ) 電話 偶岡 ④ 8462番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3  6  6 番

18 
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- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 炉

新 日 京 聾
‘ ー ・ 繊 維 の 床 砂 材 ・

/  

4・

-塗りつける織物壁材→ 劉パ ピ ロ 〉 壁

I 壁

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 砂 ω ￫ｦｾＧ Ｑｊ 、ベＧ

新ωすぎかべ'

- 繊 維 の 色 土 … 一一 一 砂

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

辛

ＢＮｾｉ ミー陪 ＱＱＱ 寄
コーパータイト

特許 奥山式熱工法. ( 令工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅

- 御申越次第カタログ進呈

東京郎c 銀座西8の3 T E  L ⑪2703- 4・237 ・

E L @) 3 6 6 0  

19 



務かない岩佐のサ・ソシ・ド7ヲー

当社の製品はボンデライト をして 焼付塗装をして居ます

株式会社岩往鍛工所

本ネ」 ・本 社 工 場 大 阪 "1 i & 淀川区千舟 . * 2 ー 3 1 H1ci7 i 代表 (471) 5123 ・3000

尼 崎 工 場 ! 己 l崎 市 γ 部 下 河 原 1 5 屯 話 代 表 (401) ＶＷＵ Ｑ ｾＳ＠

¥ I  
4  ， 

、.

ｾｾベ建築 ｴ 二ＮＮ .  

多るｾ量主党方むら
住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

1 、

オ ー ト メ ー シ ョ ン 焼 付 塗 装 ラ イ ン に 依 る

建の 2重焼付塗装で

⑮ 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社 ん l 田 町 l 回

20 

本 社 工 場 l界 市 松 ! 室 町 1 の 6 1'[):J W( 3)5241 - 9  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1  電( 211)0836- 9  

名古屋営業所 名古屋市東区東新道PI T 2 の 7 m名 (97) 7264 

=最

E  

I  



震謡明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

づ句- f J イ1- 8雪

株 式 試t耳?閉そろck防容別弾湾m
s)¥( l lC m 所 大 阪 市 東 (:>(111¥盤町 2 -31 ( 船悠ピル) Ｂ包ＺｾＧ Ｈｾ＠ 必

l

t

-
「

引

H

州

川

A

-

引

が

貯l

i 省診 紫 綬

褒 章

_ 1 1 1川11附111川川11川山11山11川1111川11山1111川川11川11川111川11仰11叩川11削11川川11川川11川11川11川11川111川1111川11川11川11川 '

J I侶S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ 一 ト 用

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負
E喜 翠 軍 事 薄 ] J ｅｾ ｊ＿ｩ冨ヨ幸司 ｦＮ＿ｊｉ

E菌室翠軍
属医孟雇亙盛岡

野 油 脂 化 工 社本

一
一
一
一
言

ロ

間奨縫
k

 

u

n

 

ムホ
L

V

 

タメ幡八

社 ｾＡｪ［ｕｦｦｩ 品川｛，Ｈ --旋回r1  441 屯 til Tt 京以 781) 17日言

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 業 所 人 以1打点以[><.1利引l ' 凹r2  48 花 品 川I 4765・00635

...........・・111111111111111111111111111111111111111111111111111-園 田 園 田 園 田 一 一 -

Y  

甲 種 =

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ パ ラ ン ス

25 日本シャツヲー製イ定所んもよ11:

代 行 販 売 広

.. 、 H

.  '" 

是 力 タ ロ ゲ ・ 資 料

庫川l I t ! l

8・r 日 '

圃 圃 圃 圃E ・ E ・ - ・ 圃 圃 園 田 園 田 園 圃 圃 - 置 圃 冒 冒 圃E ・ ョ ー



建築と社会
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電 話 大 阪(231 )9648 ・9649 ・9640

領 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

. 3 0 4 .  8' %. x 3 0 4 . 8 私 / 厚 さ 2 '%. 

・ - 萄 I平￥ 3 5 0 0 - 4 0 0 0 ・ カ タ ロ グ 進 呈 .

御 入 会 の 御 申 込 は ・

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 憾 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 

東 京 / 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 13 TEL(  866) 代 610

大 阪 / 西 区 京町 泡 1 ノ 74 TEL ( 441) 代 595田 島 応 用 化 工K K


